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[image: はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。（３）　～あの、私も本気になっちゃいますからね……？]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　部屋の中に、邪じや悪あくな意志を持つ生き物の影かげが二つ蠢うごめいている。

　それらは紛まごうことなき悪あく魔ま！

　──それも淫いん靡びな力を誇ほこりとする淫いん魔ま、サキュバスであった！

　サキュバスたちの会合……闇やみにまぎれ、人間の魂たましいをつけ狙ねらう彼女たちの相談事は、いまいよいよ大おお詰づめを迎むかえつつあるようだった。

「くっくっく……いいですね、グリム。私の言うとおりにするんです。それだけで、私はあなたの夢を叶かなえてあげちゃいます」

　これ以上ないドヤ顔を浮かべる片方のサキュバスが、ひそひそとそんな言葉を囁ささやく。

　しかしもう片方──ドヤ顔の悪あく魔まに「グリム」と呼ばれた少女は、もじもじと不安そうに身体からだを揺ゆらしていた。

「……ほんと？　ほんとに夜よ美みっちのこと、信じていいわけ？」

「当たり前でしょう。私はサキュバスなんですよ？　誰かの夢を叶かなえることくらい、朝飯前の二度寝よりも簡単なんですから！」

「私もサキュバスだけど……」

「グリムと私じゃ、ほら……その、パワー！　サキュバス的パワーの総量が違います！　私、こないだ色欲さまから直接託たく宣せんを賜たまわりましたし？」

　ふふん、と鼻を鳴らす片方のサキュバス。

「それ、ほんとだったらすごいよね」

「ほんとだったらって何ですか！　色欲さまは噓うそ偽いつわりなく、私の身体からだに憑ひよう依いされたんですよ！　そしてサキュバスたちの大きな敵へと成長していたかもしれない退たい魔ま師しの芽を、早々とお摘つみになったのです……」

「そう言えば、お姉ちゃんもそのことでいま調査してるって言ってたっけ」

「そうでしょう、そうでしょう」

「そしたらさ。裏付けが取れたら、夜美っちもリリっちみたいに《色しき欲よく五ご覇は星せい》の候補になるわけ？　なにそれヤバくない？　同期から二人目とか、ウチらの代マジ優ゆう秀しゆうなんですけど」

「う……ウケる！」

「無理してそういう言葉使おうとしなくてもいいよ」

　すると、先ほどから「夜美っち」と呼ばれているサキュバスが、バツの悪そうな顔をする。

「そんなことより、わかりましたね!?　ちゃんと私に協力したら、グリムが好きだっていうその子との仲も取り持ってあげますから！　これは恋愛同盟というわけです！」

　──恋愛同盟！

　その淫いん靡びなる言葉を聞いても、「グリム」の方は思案気に目を伏ふせたまま動かない。

「……あれ、グリム？　どうかしました？」

「夜美っち？　ウチ、いまめっちゃ面おも白しろいこと思いついたんだけど」

「な、なんです？　グリムがそういう顔するとき、碌ろくなことあった試ためしがないですけど……」

「今回はマジでヤバいから。《色しき欲よく五ご覇は星せい》の権けん威いを借りれば、多分夜美っちの方はめっちゃ上う手まくいくと思うよ？」

　ニヤリと笑って言う「グリム」の顔は、まさしく悪あく魔まのそれ！

「……ほう、何か考えがあるようですね？　聞きましょうか」

「作戦はこう。いい？　……」

　そうして腹の奥に一いち物もつも二に物もつも隠かくし持もつサキュバスたちが、邪じや悪あくなる計画を動かし始めようとしていた……。
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　厄やつ介かいな自じ称しよう退たい魔ま師しが夜よ美みを退治しようと現れた例の騒そう動どうから、一ひと月つきほどが過ぎた。

　夏休みが終わり、すっかりと俺たちの生活も落ち着きつつある。

　いまとなっては、あの危機的な事件もそう悪いことばかりがあったわけではない、と思えるくらいの精神的な余よ裕ゆうができていた。

　そう──あの事件を通して、俺は何よりもアキラという友人を得た。周りにいる奇き人じん変へん人じんどもの中で、唯ゆい一いつと言っていい常識人であり心のオアシス……。

　俺はその日もアキラの誘さそいを受け、彼と一緒にアキバのオタクショップを練り歩いていた。

　一番の目的は、大人気イラストレーター「しろみん」さんのイラストをもとに作成されたフィギュア原型が初めてお披ひ露ろ目めされる展示会に参加すること。

　アキラは「しろみん」の作画担当を務めており、その意味では今回のフィギュアの生みの親と言ってもいいかもしれない。

「原型ってことは、まだ色はついてないんだよな」

　俺がそう訊きくと、アキラは楽しそうににっこりと笑って相あい槌づちを打った。

「そうみたいだね」

「だからあいつは来てないわけか」

「あいつ？　誰のこと？」

「あの自じ称しよう退たい魔ま師しだよ」

　名前を白しろ野の百もも子こ。「しろみん」の着色担当を務める女で、通つう称しようシロ。

「グレースケールのフィギュアだったら、あいつの担当した色要素がまだ備わってないわけだろ？　だから今回の展示会には興味を示さなかったのかなって」

「いや、そういうのは関係なく、今日はデートって言ってたけど」

　アキラは、可か愛わいらしく頰ほおに指をあててそう返してくる。

「デートお？」

「リリィさんと」

「ああ、別の用事があったわけね……なるほど」

　女同士でデートか。まあ、個人の恋愛に口は出すまい。

　そもそも、俺としてはそっちの方がありがたいわけだし。

　シロのやつはわりとはた迷めい惑わくな性格をしているので、一緒にいると何をしでかすかわからない不安さが常につきまとう。

「白しろさん、最近ぼくとあんまり遊んでくれないんだよね……」

「なんだそれ。お前ってひょっとしてあいつに気があったとか？」

　俺が言うと、アキラは頰ほおを染めてブンブンと首を横に振ふる。

「ち、違うってば！　もう、どうしてみんなそういう風に恋愛脳なの？　白さんとはただの友だちなんだから！」

　恥はずかしがる様がとても可か愛わいらしい。男にしておくのがもったいないくらいだ。

　そんなことを考えながら、目を細めてアキラを見つめた──




　──そのとき、俺は二にの腕うでに激痛を覚えて飛び上がった。




「──っぎゃああああああああああああああ！」

　慌あわてて見ると、夜美がむすっとした顔で俺を睨にらんでいる。

　アキラとの今日の約束に、半ば強ごう引いんについてきたポンコツサキュバス。こいつが現れてからというもの、俺は気苦労が絶えない日々を送っている……。

「てめえ、何しやがる！　つねったなァ今！　無防備で無む警けい戒かいな俺の二にの腕うでをつねりやがったなあ！」

「いえ、会話がよからぬ方向に進んでいるように見えたので、少し警告を。むしろ感謝して欲ほしいくらいです」

「警告だと？」

「アキラさんが同性同士の恋愛の話を出したのは、明らかにヤスに誘さそいをかけている証しよう拠こ！　そのまま進んでしまっては、二人の関係は……うっ！」

「何を馬ば鹿かなことを言っとるんだお前は」

　しかも、「うっ」てなんだ「うっ」て。

「アキラさん？　あまりヤスにちょっかいを出さないでくださいね……」

　アキラから隠かくれるようにしてそう言いながら、夜美はいつものドヤ顔を浮かべる。

　こいつの男性恐怖症は相変わらず、まったく進歩が見られなかった。アキラのように男性感が皆かい無むな男相手でも、てんでダメらしい。

「……ヤスは私の専属なんですから。私を一人前のサキュバスにするために、日々身を粉こにするという誓ちかいを立てているんです」

「そんな誓ちかいを立てた覚えはねえ！」

「アキラさんにも、きっとそのうち素す敵てきなパートナーが現れますから！　私が保証します！」

　俺の言葉を無視し、夜美はむははと笑う。

　するとアキラのやつは顔を真っ赤にしたまま、おろおろし始めた。

「そ、そんな！　別にぼく、ヤスのことを誘さそってたわけじゃ……」

「いやいや、こんなクソ雑ざ魚こサキュバスの言うことなんて真に受けるなよ、アキラ」

　慌あわててフォローする俺を、アキラは上目づかいでじっと見つめてくる。

　いまさらの補足になるかもしれないけれども、アキラには夜美がサキュバスであるということをきちんと話している。シロが夜美に憑ひよう依いした色欲さまに襲おそわれているところを目まの当あたりにして、夜美が普通の人間でないということくらいわかったはずだし、仕方なくそのままの流れで、というやつだ。

「……ね、ねえ、ちょっと気になったんだけど……二人って正式に付き合うことにしたの？」

　そのとき、アキラが何の前まえ触ぶれもなくそんなことを言いだし、俺は思わずむせ返った。

「は、はあ!?　何を言うんだ!?」

「だっていっつも一緒にいるし……」

「だからそれは必要のためであって、俺だって本意じゃねえよ！　俺は二次元の崇すう拝はい者しや！　こんな三次元の肉にく塊かいをどうやって好きになればいいというんだ!?」

「三次元の肉にく塊かい、ね」

　夜美が意味深な言い方をする。

「なんだよ？　文句あるのか」

「いえ、そろそろヤスのその台詞せりふにも無理が生じてきたな、と」

「……どういうことだ？」

「私たちは今日、フィギュアを見に行きます。わかりますよね？　立体化された萌もえキャラ参拝に行くわけですよ」

　それで夜美の言わんとするところがわかり、俺はさっと青ざめた。

「う、ううっ……!?」

「二次元の崇すう拝はい者しやであるヤスは、当然三次元のフィギュアには萌もえないわけですよね？　今日のお披ひ露ろ目め会かいで完成版の予約をすれば様々な特典がつくそうですが、それも考えていないと？」

「そ、それは……」

　俺は狼狽うろたえながら、アキラにちらりと目をやった。

　今日お披ひ露ろ目めされるフィギュアのキャラは、俺が最近特に気に入っているラノベシリーズ（「しろみん」さんイラスト担当作）の正ヒロインにあたる。

　彼女はいまでは珍めずらしくなりつつある正統派の幼おさな馴な染じみキャラであり、その優やさしく包つつみ込んでくれるような性格もさることながら、あまりにも秀しゆう逸いつなしろみんさんのデザインも加わって、一いつ瞬しゆんでハートを射い抜かれたことを覚えている。

　そんな彼女の初立体化──もちろん予約する気満々であった。

　特典はしろみんさんの描きおろしイラストがプリントされたクリアファイルと、同タペストリー。むしろ、予約しない方がおかしいではないか。

　俺は頭を抱かかえながら、わなわなと言葉を絞しぼりだした……。

「ふぃ……」

「ふぃ？」

「──フィギュアは別だろ……！　二次キャラという神を崇すう拝はいするために必要な偶ぐう像ぞうなんだよ！　これはリアルの女に一いつ切さい興味を持たないという俺の宗教的信念に矛む盾じゆんしない！」

「屁へ理り屈くつを言うなあ！　素す直なおに三次元にも萌もえられると認めるんです！　そしてちゃんと私を『むにゃむにゃ』と認めるんです！」

「や、やかましい！　だいたい俺はな！　お前とアキラ、どっちかと付き合えって言われたらアキラを選ぶぞ！」

「……え」

　夜美とアキラが同時に固まる。

「──当たり前だろうがこのクソ雑ざ魚こサキュバスめえ！　アキラはこんなに可か愛わいい！　男であることを忘れそうになるほどにな！　でもお前は──その……可か愛わいげが足りない！」

　俺は必死になって、心にもない言葉を並べ立てた。

　いや、アキラが可か愛わいいのは事実だけれども。

　とにかくいま重要なのは、最初から恋愛に発展しないことが決まり切っているアキラを誉ほめそやすことで、相対的に夜美をこき下ろすこと。

　というのも最近夜美と一緒にいるとき、妙みような雰ふん囲い気きになることがあるからだ……。

　そうなったとき、

「いいんだよ、もうそろそろ素す直なおになろうよ、うん」

　という言葉がどこかから聞こえてきて、俺の我が慢まん強づよい精神を強ごう引いんに揉もみほぐそうとしてくるのである。

　俺はその言葉を、悪あく魔まの囁ささやきと呼んでいた。

　しかし、そんな甘あまい誘ゆう惑わくに屈くつすることなど絶対に許されない。

　なぜ屈くつすることが許されないのか筋道だった説明はできないけれども、屈くつしてしまうといまの俺が俺でなくなってしまうような気がしている。

　俺はブンブンと頭を振ふってから、隣となりを歩くアキラの方に腕を回し、宣言するように叫さけんだ。

「そうとも、男同士なら間違いは起こらない！　やはりリアルで愛めでるなら男おとこの娘こに限る！」

「この変態めえ！　アキラさんがドン引きしてるでしょう！」

　夜美は眉まゆを吊つり上あげ、アキラから俺を引きはがそうとする。

　しばらく抵てい抗こうを続けていたものの、空気がうやむやになったのを確認してから、俺はさっとアキラから距きよ離りを取った。

「ははは、冗じよう談だんだ、冗じよう談だん」

「冗じよう談だん……？　あ、そっか……そうだよね、冗じよう談だん……あはは……」

　アキラは顔を真っ赤にしたまま、慌あわてふためいた様子で笑う。

　そのとき──

「……馬ば鹿かなことをやってないで、早く行きますよ」

　言いながら、夜美が俺の腕にぐいと自分の腕を絡からめてきた。

　腕が柔やわらかい感かん触しよくに包まれ、飛び上がりそうなほど驚おどろく。いつになっても、この感かん触しよくには慣れることがない……。

「な、何だお前、放せよ！」

「可か愛わいげのない私にこんなことされても、ヤスは平気なんでしょう？」

　ツンとそう言ってから、夜美は意味深にほくそ笑えんだ。

「あ、当たり前だろうが。ぜーんぜん、余よ裕ゆうだし……」

「……ま、そんなこと言っていられるのもいまのうちですけどね……」

「……はあ？　何か言ったか？」

「いえ、何も？」

　それから夜美はほんのり頰ほおを染めると、ますます力を込めて俺の腕にしがみついてきた。
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　展示会の場であるショップに到とう着ちやくし、色々と中を見て回っていると、リリィとシロの二人組にばったりと遭そう遇ぐうした。

　リリィはサキュバスの中でも少し特とく殊しゆで、ガチ百ゆ合り勢ぜいとして女の子もほいほい食ってしまう恐おそろしい変態である。いまはその魔まの手てを、彼女の幼おさな馴な染じみでもあるシロに伸ばしているようだった。

「あれ、夜美たちもここに来る予定だったの？」

　きょとんと言うリリィの横で、シロは親の仇かたきでも見つけたかのようにこちらを睨にらんでくる。

「お前は何をそんな狂きよう犬けんみたいな顔をしてるんだよ？」

「……貴様ら、私たちの邪じや魔まをしにきたのか？」

　リリィの手をしっかと握にぎりながら、ドスの利きいた声を出すシロ。

「偶ぐう然ぜんだよ、偶ぐう然ぜん」

「くそっ……アキラには、今日原案のフィギュアが出展するという情報を流さない方がよかったか……」

　いや、そういう情報統制はやめろよ。

　アキラとシロの関係は、相変わらず圧あつ倒とう的てきにシロの方が上らしい。

　事務仕事や対たい外がい交こう渉しようもそつなくこなせるシロと違って、アキラはどちらかと言うとおっちょこちょいの天然だし、引ひっ込こみ思じ案あんでもある。

　ゆえに「しろみん」としての窓口は、いまも全てシロが受け持っているという話だった。

　それにしても……と考えながら、俺はシロをじろじろと見つめた。

　今日のシロは、以前のような凜り々りしい姿ではなく、どちらかというとふんわりと柔やわらかい印象の服装に身を包んでいる。

　あの例の一件から一ひと月つきほどしか時間は経たっていないはずだけれども、もうここまでリリィの教育が進んでしまっているのか……。

「ねえ、リリィちゃん……向こう行こ？」

　甘あまえるようにリリィに言いい募つのるシロを見て、ますます背筋が冷たくなる。

　そのとき──一いつ瞬しゆんだが、リリィが夜美の方に目配せのようなものをした気がした。

　それを受けて、夜美も小さくコクリと頷うなずく。

「……おい、何だお前ら。いま一いつ瞬しゆん何か合図しなかったか？」

「いえ、私たちはデートの最中だから、せっかく会ったけどここからもお互たがい別行動ねって、そういう意味の合図よ」

「そのとおりです！　私はリリィとシロさんの邪じや魔まをする気はありません！」

「夜美……」

　シロが夜美に感謝の眼まな差ざしを向ける。

「それじゃモモちゃん、向こうに……あ、そうだわ！　夜美に伝えとかないといけないことがあったんだったわ！」

　さもいま思いだしたと言わんばかりに、突とつ然ぜんそんなことを言いだすリリィ。

「……帰ってからにしろよ。お前ら、一緒に住んでるだろうが」

「いいから。これはあんたも聞いておいた方がいいことなんだから」

「俺が？　なんで」

「他ならぬ《色しき欲よく五ご覇は星せい》のことだからよ」

　聞き慣れない用語に、俺は思わず眉まゆをひそめた。

「しきよくごはせい？　何だそりゃ？」

「《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》の中でも、トップクラスの力を持つ組織のことよ。色欲さまから直接の託たく宣せんを賜たまわったことのあるサキュバスたちには、託たく宣せん等とう級きゆうっていう栄えい誉よが与あたえられるんだけどね？」

　リリィはまるで用意してきたかのように、すらすらと説明を始めた。

「その託たく宣せん等とう級きゆう持ちのエリートサキュバスたちの中から、特に優ゆう秀しゆうな上位五名が選ばれて構成されるのが《色しき欲よく五ご覇は星せい》って組織なのよ。その五人のサキュバスたちは『巫み女こ』って呼ばれてて、サキュバスたちから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられているの」

「それが何だよ」

「夜美にも《色しき欲よく五ご覇は星せい》の候補になる資格が与あたえられたって、そういう決定がなされたのよ。託たく宣せん等とう級きゆうが授じゆ与よされて、今後はエリートサキュバスの仲間入りってわけ」

「むおお！　それはすごい！」

　夜美がわざとらしさを感じさせるほど大げさに喜び、手を打ち鳴らす。

「はあ？　何でこのポンコツにそんな大層な組織の候補になる資格があるってんだ？」

「色欲さまの託たく宣せんっていうのは、つまり身体からだに憑ひよう依いされることなの。神との一体化……それを果たしたサキュバスには、栄光ある将来が約束されていると言っても過言ではないわ」

　それを聞いて、俺は夜美がシロに襲おそわれたときのことを思いだした。

　あのとき確かに夜美には色欲さまが憑ひよう依いし、シロを撃げき退たいしたのだ……。

「でもあれって、やむにやまれぬ事態だったからじゃないの？」

「夜美は色欲さまがそこまでしてでも、守りたいと思ったサキュバスだってことね」

「いやあ、照れますね」

　ははは、と笑う夜美。

　なんかイラッとした。

　色欲さまはよほど食い意地の張った神さまに違いない。こんなやつの集めた欲望にまで味をしめてるってことになるんだから……。

「にしても、何でリリィにはその情報が伝わってて、夜美にはまだなわけ？」

「それはもちろん、私が《色しき欲よく五ご覇は星せい》の候補だからよ。その組織関係で何か決定がなされたら、すぐに情報は伝わってくるわ」

「……え、お前ってそんなに偉えらいサキュバスだったの？」

「偉えらいっていうか、色欲さまに目をかけていただいているだけなんだけどね。ちなみにいまの託たく宣せん等とう級きゆうは十六位」

　何でもない風に肩をすくめるリリィ。

　俺はリリィのことを、ただ漠ばく然ぜんと「エリートサキュバス」と認にん識しきしていたけれども、そこには「神のお気に」という明確な裏付けがあったらしい。

「……リリィちゃん、すごい」

　言いながら、シロはうっとりとリリィを見つめている。

「いや、お前はちょっと前まで『サキュバスを絶ぜつ滅めつさせる！』とか息巻いてたじゃねえか」

「過去のことにこだわるな。女々しいやつめ」

　豹ひよう変へんして俺を睨にらみつけるシロ。

　女々しいて。そう言う君も、いまじゃ随ずい分ぶんと女らしくなったけどね。

　ふりふりの服を着るシロをうんざりした思いで見ながらも、その言葉は吞のみ込こむ。

　リリィが場をまとめるようにして言った。

「多分近いうちに《色しき欲よく五ご覇は星せい》のどなたかが、夜美に接せつ触しよくを取りにやってこられるはずだわ。もしそうなったとき、礼を失わないように気をつけてね。私が言いたいのはそれだけ」

「気をつけてくださいよ、ヤス！　《色しき欲よく五ご覇は星せい》に逆らうことは、《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》に逆らうのと同じことですから。何か要求されることがあったら、ちゃんと言うとおりにするんです。いいですね？」

「なんで俺に言うんだよ。一番気をつけなきゃいけないのはお前だろうが」

「私はちゃんと《色しき欲よく五ご覇は星せい》のすごさを理解していますから！　ヤスみたいなサキュバス素人しろうとが一番危ないんです！」

　なんだサキュバス素人しろうとって。

「まあいいや。わかったよ」

　と、適当に返事しておく。

　すぐって話じゃないだろうし、そもそも俺には関係のないこと。

　示し合わせたような夜美とリリィの態度が少し気になったけれども、こいつらは悪あく魔まらしくいつも変な行動ばかり取るので、いちいち気にしていても仕方がない。

「そしたらモモちゃん。私たちは行きましょうか」

「……うん！」

　リリィの言葉に、シロがぱあっと顔を輝かがやかせる。

「ね、いまからどこ行く？」

「私、ちょっと疲つかれちゃったわ……モモちゃん、どこかで休きゆう憩けいしない？」

「え……う、うん、わかった……」

　イチャつきながら去っていく二人の後姿を、俺は形容できない気持ちになりながらしばらく見つめていた。何か最後はシロのやつが顔を赤くしてたけど、休きゆう憩けいってまさかそういう意味じゃないよな……？

「……白さん、すっごく可か愛わいくなったね」

　そのとき、ずっと黙だまっていたアキラがぽつりと呟つぶやいた。

「そ、そうかな？」

　むしろ、ちょっと気持ち悪くないですか？　あんなに甘あまえるような声を出すやつじゃなかったじゃん。あそこまで行くと、もうキャラ崩ほう壊かいじゃん。

「やっぱり誰かと恋愛すると、女の子は可か愛わいくなるんだなあ……」

　アキラはいまのままで十分可か愛わいいよ。女の子じゃないけど。

「ふ、恋愛に興味を持つのはいいことです。アキラさんにも、きっとすばらしいパートナーが見つかりますよ。私が保証します」

　夜美は俺の腕にぎゅっとしがみつきながら、アキラに向かってそんなことを言う。




　──パートナーが見つかることを保証する。




　夜美がそう言うのは、今日で二度目だった。

　一度目は口からのでまかせくらいにしか感じなかったけれども、二度目の今回は何だか「そうなること」が決定しているかのような口ぶりに思えた。

　どういうことだ？

　こいつまさか、何か企たくらんでやがるのか？

　そこまで考えて、俺はハッと気づくことがあった。

　焦あせって夜美の顔を見下ろすと、彼女は顔を真っ赤にしながら俺の身体からだにしがみついている。

　誰かから逃にげるように……では、誰から？

　もちろん現状においては、アキラから。

　男性恐怖症の夜美は、俺以外の男と話すことすらできない。

　しかし夜美はその状況を改善するため、一歩を踏ふみだそうとしているのかもしれない。

　男っぽさが欠片かけらもないアキラなら、気安く接することができるようになれると思っているのかも……。

　パートナーが見つかることを保証する……まさか……。

「お、おい、夜美、お前……」

「……何です？」

　どうして今日来ようと思った？

　その質問は、すんでのところで吞のみ込こんだ。

　まさか、アキラがいるからか？　アキラと仲良くなりたくて来たってのか？

　思えば、アキラが誘さそったのは俺だけ。

　その予定に、夜美は強ごう引いんについてくると言ったのだ。しかもかなり前のめりに、こっちの方が引いてしまうくらいの勢いで……。

　何だか無む性しようにモヤモヤして、俺は腕をぐっと強く身体からだに引き寄せた。すると、そこにしがみついている夜美が、一緒になって身体からだに密着してくる。

「……ふえ？　ヤ、ヤス、どうしたんです急に……？」

「……別に」

　俺は妙みような不安に心をかき乱されていた。けれども、どうしてこんな気持ちになるのかよくわからなかった。

　夜美は相変わらず、顔を真っ赤にしていた。
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「おお、これがあのラノベのヒロインちゃんですか。なかなかの原型師さんが作ったようですね」

　目当てのフィギュアのところまでくると、夜美はそれをしげしげと見つめながら呟つぶやいた。

　途と端たんに俺はさりげなく一歩前に踏ふみだして、アキラから夜美が見えないようにする。

　このように、俺はあれからずっと、極力夜美とアキラが会話できないような状況を作り出そうと躍やつ起きになっていた。

「原型師って誰？　有名な人？」

　夜美の言葉を引き取り、自分の質問に変える。

　そうすることで、アキラは俺に答えざるを得なくなるわけだ。

「その業界だと、結構有名な人みたいだよ。『腐くされユニコーン』さん」

「腐くされユニコーン……？」

　夜美が怪け訝げんそうな声を出し、俺は慌あわててまたインターセプトに入った。

「へ、変なペンネームだなあ！　張はり形がたでも作ってそう！」

「張形って何？」

「アキラは知らなくていいことだ」

　言いながらちらりと見てみると、夜美のやつは顔を真っ赤にしている。

　お前は知ってるのかよ。

「ほら、前クールのアニメあったでしょ？　オリジナルの百ゆ合りもの。あれの主人公のフィギュア原型も、腐くされユニコーンさんが作ったらしいよ」

「へえ、有能なんだなあ」

「今日の展示会にも、あと何点か出展してたはずだよ。無機物系が一番得意なんだって」

「無機物系って言うと、ロボットとか？」

「そうそう」

　それから俺はここぞとばかりに、ガキのころ見ていたロボットものの話を振ふった。

　夜美ではきっとついてこられないようなコンテンツの話である。

　運よくアキラも見ていたようで、しばらくその話で盛り上がることができた。

　ここまで俺が密ひそかに観察した限り、アキラは夜美にあまり興味がないのでは……と思う。

　少しでも気があるなら、俺のバリアをはねのけてでも夜美に話を振ふろうするだろうが、そういう傾けい向こうも見られない。

　やっぱりアキラは何だかんだ言って、シロのことが好きだったのかもしれない。そしてそれをまだ諦あきらめきれていない、と。

　そうとも、さっきアキラはシロのことを見て「すごく可か愛わいくなった」とか言ってたし？

　言外に、「前も可か愛わいかったけど」というニュアンスを感じる。これはきっと、俺の勝手な思おもい込こみではない。

　そこまで考えて、俺の方針は決まった。

　──よし、と。

　これは私利私欲のためではなく、人助けである。他ならぬアキラのために、俺は一ひと肌はだ脱ぬごうではないか！

「……なあ、アキラ。さっきの百ゆ合りものの話じゃないけどさ、俺はやっぱり、シロをリリィみたいなやつに任せておくのは反対だな」

　ピタリと足を止め、さも大切な話であるかのような重々しさを装よそおって、そう切りだす。

「え？」

「シロの話だよ。あいつはちょっと変わっててはた迷めい惑わくなやつだけど、最低限度の幸せを手に入れるくらいの資格はあると思うんだ」

「何でちょっと辛しん辣らつなの？」

「いいから聞いてくれ！　お前はあいつとずっと一緒にいたんだろ？　やっぱり、シロを支えてやれるのはアキラをおいて他はないと思うんだよな！」

「え、ええ？　そ、それはもちろん、白さんは大切なパートナーだけど……」

「そうだろ？　よし、そしたらあいつらを追いかけよう！　リリィにそれっぽいメールを送って、合流するんだ！」

「な、何を言ってるんです！　もうリリィの今日の役目は終わりました！」

　夜美が目を白黒させて、回れ右する俺の腕をぐいっと引っ張る。

「シロのためだ！　あいつをあんな変態サキュバスのいいようにさせちゃいけねえ！」

　それに、アキラのためでもある！

　アキラはシロをあの悪あく魔まの手から救いだし、晴れて二人は互たがいの気持ちを再確認し合う。すばらしいハッピーエンドじゃないの。

　これまでだって一緒にやってきたわけだし、絶対にお互たがいのことを憎にくからず思っているはずなのだ！

　そう、俺は二人の恋を叶かなえるキューピッド！

　……そしてアキラが正式な恋人を得たと知れば、夜美のやつも馬ば鹿かな考えを改めるに違いない。

　これぞ、みながハッピーになる完かん璧ぺきな計画である！

「せめてお前だけでも追いかけるんだ、アキラ！　シロをリリィと一緒に行かせるな！」

「何を馬ば鹿かな！　アキラさんは、私たちと一緒に行かないといけないんです！」

　──やはり！

　夜美がアキラに固こ執しつしているのがはっきりわかり、俺はまた狼ろう狽ばいすることになった。

「そうだよ、白さんの邪じや魔まをするのは悪いよ」

　当のアキラは、のほほんとした調子でそんなことを言う。

「そんな弱気でどうする!?　シロのさっきの態度を見ただろ!?　あれはお前に引き留めて欲ほしくて、わざとあんなこれ見よがしにいちゃついてたに違いねえんだぞ！」

「ちょっと何言ってるかわからないんだけど」

「アキラ！　素す直なおになるんだ！　ちゃんと自分の気持ちに向き合え！」

　俺は夜美の腕を振ふりほどくと、両手でアキラの肩をがしりと摑つかんだ。

「え、じ、自分の気持ちにって……？」

「俺には全部わかってる。大丈夫だ、俺はいつだってお前の味方だ」

　すると、見る見るうちにアキラの顔が朱しゆに染まっていく。

　俺には、それがやはりアキラの本心を表しているように思えた。

　しかししばらくしてから、アキラはまるっきりズレたことを言いだした。

「ヤスは……その……ぼくの友だちだよね……？」

「……はあ？　当たり前だろ、そんなこと」

「嬉うれしいな、えへへ……」

　ぎこちなく笑いながら、上目づかいに俺を見つめてくる。

「実はぼく……あんまり学校とかで友だちいないから……ヤスがこうして仲良くしてくれるのが嬉うれしくて……」

「そうか」

　でもいまはそういう話をしてるんじゃないんだよな。

　早くシロを追いかけないとさ。

「……ぼく、今日はこのままヤスと一緒に遊びたいな。ヤスと一緒にいると、楽しいし……」

「でもシロは」

「……白さんは白さんで楽しそうにしてたよ。だからぼく、邪じや魔ましたくないっ」

　そんな馬ば鹿かな！

　お前、シロのことが好きなんじゃないのか。このままだとあいつはリリィの毒どく牙がにやられて大変なことになってしまうかもしれないけど、それでいいのか。

「……これがぼくの素す直なおな気持ち。ヤスと一緒にいて、楽しいって。ダメ？」

「いや、ダメってことはないけどさ……」

　……あれ、ひょっとしてアキラって本当にシロのこと好きじゃないわけ？

　俺の単なる思おもい違ちがい？　ちょっと見切り発車すぎたか？

　計画の前提が間違っている気がして、俺がうーむと唸うなったとき、

「さ、馬ば鹿かなことを言ってないで行きますよ」

　場が落ち着いたのを見計らってか、ここぞとばかりに夜美が促うながしてくる。

　くそっ、こうなってしまっては仕方がない。

　今後は夜美がアキラにちょっかいを出すのを、全てシャットアウトする方向に切きり替かえていく。

　そう、これは私利私欲のためではなく、全て可か愛わいいアキラのため！

　俺は一人やる気になった。

　けれども、それから特に夜美が率そつ先せんしてアキラに絡からもうとする機会は訪おとずれず、なんだかもやもやしたまま展示会場で過ごすことになった。
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　展示会場でフィギュアを堪たん能のうしたあと、俺たちは最も寄よりの駅に向かうまでの道中にあった喫きつ茶さ店てんに入った。

　夜美が「この店に寄りましょう！　雰ふん囲い気きを感じます！」と言いだして聞かなかったので、仕方なく。

　しかし実際に店に入ってみて、ここでも俺は頭を悩ませることになった。

　席に座る配置はどうする!?

　テーブル席で考えた場合、俺の隣となりに夜美が座ると、俺たちの向かいにはアキラが座ることになる。すると二人が向き合うことになり、会話しやすさが増してしまう！

　かといって、アキラと夜美を隣となり同士に配置するのもなんか嫌いやだ！

「何をしてるんです？　ほら、座りますよ」

「──カウンター席がいい！」

　俺はビシリとカウンター席を指差した。

　そうだ、この方法ならば二人が会話する危険性を極力排はい除じよできるではないか。

　二人の間に俺が座ってしまえばいいのである。

「テーブル席でいいですよ。こっちの方が楽ですし」

　しかし夜美はさっさとテーブル席の奥に座ってしまう。

　やはり、こいつはアキラと話しやすい状況を作りだしたいのか！

　思えばここに入りたいと言ったのも夜美。しまった、もっとこいつに何か企たくらみがあるという可能性を考えるべきだった……。

　俺が自分の愚おろかさを悔くやんでいるうちに、アキラは夜美の対面に座ってしまう。

「何をやってるんです、ヤス。早く座るんですよ」

　言いながら、自分の横をポンポンと叩たたく夜美。

　それで仕方なく俺は夜美の隣となりに腰こしを下ろした。

　注文を通し、アキラがトイレに行って席を立っている間、俺は夜美に釘くぎを刺さすことにした。

「……お前、どういうつもりだ？」

「どういうつもりとは？」

「お前の練習台は俺だろ。アキラを巻き込むなよ！」

「はあ？」

　夜美は胡う乱ろん気げに俺を見つめる。

　こいつ、とぼけた演技だけは上う手まくなりやがって！

「……わかった、この際だから譲じよう歩ほしよう。いいか？　仕方なくだからな……アキラを巻き込むと可哀かわい想そうだから俺が犠ぎ牲せいになる……」

「あの、さっきから何の話をしているんです？」

「お前がしたいことを、これからはちゃんと汲くんでやるって言ってるんだ！　だからアキラにはちょっかいをかけるなよ！」

「え」

　真っ赤になって固まる夜美。

　なんだこいつ。まさか、ばれてないとでも思ってたのか？

　残念だったな！　お前みたいなやつの考えは、全部お見通しなんだよ！

「よ、よくわかりませんが……その……それはとてもいい心がけです……やっとヤスも素す直なおになったということですね……」

　ごにょごにょと言いい淀よどみながら、夜美はそっと俺の手を握にぎりしめる。

　何だかむきになっていた俺は、その手を強く握にぎり返した。

「今日はこの手を放しちゃダメです……いいですね……？」

　言いながら、夜美はそれとなく俺の方に身を寄せてきた。

　ピタッとくっついた夜美の身体からだが、ほんのりと柔やわらかさとぬくもりを伝えてくる。

　それで俺は、この間抱だき締しめたときに感じた夜美の身体からだの心ここ地ちよさを思いだし、思わず身み震ぶるいしそうになった。

「そ、そうだ、せっかくだしさ。アキラの前でだけは、付き合ってることにしねえ？」

　俺は強がってほくそ笑えみながら、そう提案した。

　夜美の馬ば鹿かな考えをこれで完かん封ぷうできるというもの！

　俺と付き合っていると宣言させてしまえば、もう夜美はアキラに手を出せないだろう。

　出したところでアキラは純じゆん粋すいだし、彼氏がいる女からの誘さそいには嫌けん悪お感かんを抱いだくに違いない。浮うわ気きとか絶対許せないっていうタイプだろうし。

「ヤスがそうしたいっていうなら……別にいいですよ……？」

　もっと抵てい抗こうするかと思っていた夜美が、思っていたよりもすんなりとこちらの提案を受け入れて、俺は少し意外に思った。こんなにすぐ狙ねらっていた獲え物ものを諦あきらめるとは。

　でも、まあ結果オーライだからいいか。

　そのとき、アキラがトイレから帰ってきた。

「……あれ、どうしたの二人とも。急にそんなにくっついて」

「いや、他ならぬアキラに黙だまってるのも悪いかなって思ってさ」

「黙だまってる？　何を？」

「実は俺たち──」




「──失礼」




　そのとき、俺たちの会話に割わり込こんでくる声があった。

　ふいとそちらの方に意識を向けると、明るめの髪かみをツインテールにした少女が立っているのがわかった。

　彼女はブーツの音をコツコツと鳴らしながら近づいてくると、身み振ぶりでアキラをテーブル席の奥に座らせ、さも当然と言わんばかりの様子でその横に腰こしを下ろし、ふともも丸出しの足を組んだ。

「……え、何？　アキラの知り合い？」

「ううん、二人の知り合いじゃないの？」

　急に現れた闖ちん入にゆう者しやに、俺たちはひたすら困こん惑わくした。
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「申し訳ございません。実はわたくし、そちらのお嬢じようさんに用があって参りましたの」

　少女は身み振ぶりで夜美を示す。

　それで夜美の方を見ると、彼女は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「くっ……なんてタイミングの悪い……空気を読んで、せめてもう少しあとに……」

「はあ？　タイミング？」

　俺は、何やらごにょごにょと一人で呟つぶやく夜美を怪け訝げんに思って訊たずねた。

　すると夜美はハッと目開き、あたふたしながら叫さけび声ごえを上げる。

「い、いえ、何も！　そんなことよりも、はああ！　まさかあなたさまは！　《色しき欲よく五ご覇は星せい》の纏糸まといグリムさま！」

「い、いかにも」

　纏糸グリムと呼ばれた少女は、少し面食らい気味に頷うなずく。

「……わたくしをよくご存知でしたわね、夜美さん」

「何をおっしゃいますやら！　我々サキュバスにとって、《色しき欲よく五ご覇は星せい》の巫み女このみなさまは憧あこがれの的！　知らないはずがありませぬう！」

「色しき欲よく五ご覇は星せい？」

　俺は突とつ然ぜん現れた少女をじろじろと見つめた。

「ほら、さっきリリィが言っていたでしょう！　《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》の中でもトップクラスの力をお持ちになる組織のことです！」

「いや、言ってたけどさ」

　……何か早くね？　さっき説明を受けて、もうその本人が登場するってさ。

「説明を受けていれば話は早いですわ。では、わたくしがあなたのもとにやってきた理由も聞いていましょうね？」

　困こん惑わくする俺そっちのけで、グリムとやらは話を進める。

「もちろんですとも！　私が色欲さまから直接託たく宣せんを賜たまわったということをお認めになり、託たく宣せん等とう級きゆうの話をされにきたのでしょう！」

　当の夜美も、グリムをすんなり受け入れて話を進める。

「いや、ちょっと待てって！　いきなりわけのわからない身内話をしようとするんじゃねえよ！　俺とアキラはサキュバスとか関係ない一いつ般ぱん人じんだぞ！」

「あなた方が夜美っち……こほん……夜美さんからサキュバスについて説明を受けていることは、わたくしたちの調査でも明らかになっていること。ならば、ともに話を聞いていただいた方がその後がスムーズになるというものなのですのよ」

「いま、夜美っちって言った？」

「すみません、少し口が渇かわいて」

　そう言うと、グリムはアキラの前に置いてあるお冷ひやに手を伸ばし、およそ礼れい儀ぎ正ただしいとは思えないやり方でぐいっとあおった。

　丁てい寧ねいぶった口調と、外見とか雰ふん囲い気きが一いつ致ちしない人だな……。

　そう思って、俺は改めてグリムの姿をまじまじと見つめた。

　見た目だけなら、その辺にいるギャルにしか見えない。

　明るい髪かみ色いろのツインテール。ふともも丸出しの短いスカート。胸むな元もとも大きく開かれていて、そこにできた豊かな谷間が露あらわになっている。

「……おい、それアキラのお冷ひやだぞ」

「ああ、いいよ。ぼくまだ飲んでなかったし」

「飲んでなかった？」

　アキラの言葉を聞いてグリムは落らく胆たんしたように肩を落としてから……さっとカウンターの方を振ふり向むいて、ひらひらと手を振ふって見せた。

「──っませーん！　お冷一つー！」

　そう言ってから、アキラの方にそっとお冷を返す。

「わたくしは新しくもらいますから、こちらをどうぞ……」

「いや、おかしいだろ！　それをあんたが飲んで、アキラに新しい方を渡わたすのが普通だろ！」

「……ちっ……細かい人ですわね」

「おい、なんだいまの！　舌打ちしたろ！」

「いえ、していませんけど？」

「大丈夫だよ、ヤス。別にぼくこういうの気にしないし」

　アキラはグリムからお冷を受け取り、気にした様子もなくそれに口をつける。

　するとその横で、グリムがボンッと音を立てそうな勢いで真っ赤になるのがわかった。

「何なんだよ、あんた……」

「し、失礼」

　誤ご魔ま化かすように、こほんと咳せき払ばらいするグリム。

「……あれ、ところで何の話をしていましたっけ？」

「わ、私の託たく宣せん等とう級きゆうの話ですよ、グリムさま！」

　夜美が何やら慌あわてた様子で助け船を出す。

「そ、そう言えばそうでしたわ。夜美さん、あなたは色欲さまから直接の託たく宣せんを賜たまわりましたわね。しっかりとその事実確認が取れましたので、我々《色しき欲よく五ご覇は星せい》は、あなたに託たく宣せん等とう級きゆうを授じゆ与よしたいと考えておりますのよ」

「ははあ……ありがたき幸せ」

　芝しば居いがかった仕草で平へい伏ふくする夜美。

「しかし、そのためにはしっかりと条件をクリアしてもらわなければなりません。わたくしはあなたの査定を一任され、五ご覇は星せいより派は遣けんされて参りましたの」

「査定、ですか」

「ええ。まがりなりにも色欲さまのお名前を冠かんする組織の候補に、中ちゆう途と半はん端ぱなサキュバスを加えるわけにはいきませんからね」

「私はどうすればいいのでしょう、グリムさま！」

「いえ、簡単なこと。色欲さまがお求めになるものは、いついかなるときも人の欲望。ゆえに、滞とどこおりなくあの方に欲望を送れるよう、きちんとした搾さく欲よく環かん境きようが整っているかどうか……これが、栄光ある託たく宣せん等とう級きゆう授じゆ与よのための条件になりますの」

「なるほど、なるほど。確かにそれは重要なことです」

　うむうむと頷うなずく夜美。

「具体的に言うと、パートナーの有う無むですわ。それは、最低限これだけは定期的な搾さく欲よくが確保できている、という証あかしになりますからね」

　パートナー？　と俺が考えているうちに、グリムは極きわめて衝しよう撃げき的な言葉を続けた。

「夜美さん、あなたには恋人がいますか？」
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　グリムが言ってから、場はシンと静まり返っていた。

　しばらくしてから、夜美は無言のまま、テーブルの下で握にぎっていた俺の手ごと自分の手を卓たく上じようにあげる。

「ほう、なるほど！」

　それを見て、グリムが瞳ひとみをきらりと輝かがやかせた。

「ちょ、ちょっと待て──」

「これを見れば明らかなはずでしょう、グリムさま！」

　慌あわててストップをかけようとする俺を無視し、夜美はグリムの方にぐいっと身を乗りだす。

「私はこのヤスとお付き合いしております！　それはもう、『ラブラブ』という言葉ですら言い表せないほど！」

「すばらしい！　確かにあなた方の仲なか睦むつまじさは客観的にも明らか！」

「だからちょっと待てええ！　勝手に話を進めるんじゃねえ！」

　叫さけんで立ち上がる。

　すると、またグリムが小さく「……ちっ」と舌打ちした。

「……何か？」

「何かじゃねえっつうの！　誰が誰と──むぐっ!?」

　にゅっと伸びてきた夜美の手が、俺の口をふさぐ。

「ヤスは照れ屋さんなんです、グリムさま！　気持ちを落ち着かせるために、ちょっとだけ時間をください！」

　そう言って、店の奥へと俺を連れて行く夜美。

　グリムたちに声が届かなくなったくらい距きよ離りを取ってから、彼女はきゅっと眉まゆを吊つり上あげた。

「……もう、どういうつもりです！」

「……どういうつもりはこっちの台詞せりふだろうが！　なんで俺がお前と付き合ってることになってんだ！」

「さっき、付き合ってることにしようって言ったのヤスでしょう！」

「それはアキラの前でだけって話だろうが！　なんでサキュバス界とやらのわけわからん組織に付き合ってる宣言せにゃならんのだ！」

「必要なことなんです」

「それはお前にとってだろうが！　俺には関係ない！」

　夜美はキッと俺を睨にらみつけると……途と端たんに落らく胆たんした様子で目を伏ふせる。

「……せっかくエリートサキュバスになれるチャンスなのに……」

「え」

「……ヤスがちょっと助けてくれたら、私は《色しき欲よく五ご覇は星せい》の候補になれるのに……」

　それから、夜美は何も言わずにぷいとそっぽを向く。

　顔を赤くしたまま拗すねたように唇くちびるを嚙かむ夜美を見て、俺は大いに慌あわてることになった。

「な、なんだよ、それ？」

「……もうヤスなんて知りませんっ。人の気も知らないで……」

「ちょっと待てって。わかった、わかったから……俺はサキュバス界のことをよく知らないだけなんだって……色しき欲よく五ご覇は星せいってそんなに重要なポジションなのかよ……？」

「日本政府で言う閣かく僚りようレベル」

　すげえな、おい！

　まあ、そこまでの地位になれるかもしれないとなれば、夜美が必死になるのもわからないでもないか……？

「いや、でも……」

「ふりをするだけでいいんです。グリムの査定が終わるまでの間、恋人のふりをするだけで」

「グリム？」

「け、敬けい称しよう略です」

　ははは、と誤ご魔ま化かすように夜美は笑う。

　そんなエリートさの欠片かけらもないポンコツサキュバスを見ながら、俺はまたこのパターンか、と思っていた。

　恋人のふり。

　夜美と出会ってから、いったいこれで何度目だろうか。

　最初は学校で。次は初対面時のアキラの前で。さらには夜美の実家で……。

「お願いします。ね？　もし私が五ご覇は星せい候補になることができたら、今度は反対にヤスのお願いを何でも聞いてあげますから……」

　お願いを何でも……？

　それはあれってこと……？　前みたいに膝ひざ枕まくらしてもらったり、ぎゅってしたりしてもいいってこと………………って、いやいや何を考えている、俺！

　俺が夜美にして欲ほしいことなんて、イラストを描いてもらうこと以外にないだろ!?

　突とつ如じよとして頭の中に広がってくる夜美の柔やわらかい身体からだを、思考から追いだそうとしてぶんぶん頭を振ふる。

「ヤス？　どうしたんです？」

「う、うるさいな！」

　いつの間にか、俺はこちらに熱っぽい目を向けてきている夜美の顔を、まともに見ることができなくなっていた。

「……し、しょうがないな、あくまでもふりだからな？」

「やってくれるんですか？」

「……だって俺がやらないと、他のやつが犠ぎ牲せいになるかもしれねえし？」

　そうとも、俺だって本当はこんなことやりたくはない！　でも、ここで俺が犠ぎ牲せいになっておかないと、例えばアキラとかがサキュバスのわけわからん権けん力りよく闘とう争そうに巻き込まれる恐おそれだってあるわけで。

　今日夜美のやつがアキラにちょっかいをかけようとしていたことを考えても、ここはやはり俺が身体からだを張るのがベスト！

　俺は理路整然とした動機付けができたと確信すると、無理やりふっと笑ってみせた。

「……やってやろうじゃねえか。あくまでも仕方なくだけどな。その代わり、もうお前今日みたいに他のやつにちょっかいかけようとするんじゃねえぞ……」

「今日みたいに？　何のことです？」

　まだとぼけようとする夜美にイライラしたが、俺はもうそんなことに構わず、夜美の手を取ってグリムたちのところへ戻ることにした。

　こうなってしまった以上、とっととその査定とやらを終わらせてしまった方がいい。

　テーブル席では、依い然ぜんとして二人が隣となり合あって座っている。

　彼らがやっていることを見て、俺はおやっと眉まゆをひそめた。

　アキラはノートを取りだし、テーブルの上でペンを走らせている。その隣となりに座るグリムは、興きよう味み津しん々しんという表情でその様を覗のぞき込こんでいた。

「へえ、絵描くのマジ上手じゃん、アキラだっけ？」

「えへへ、ぼくこれだけが得意なんです」

「モデル役、もうちょい露ろ出しゆつした方がいい？」

　そう言って、自分の胸むな元もとをぐいっと開くグリム。

「ううん、自然体で大丈夫──って、あ！」

　アキラは俺たちに気づくと、パッと笑え顔がおになった。

「もう話し合いは終わった？　早かったね」

「まあ、それは、うん」

　曖あい昧まいな返事をしてから、俺は公共の場で乳の大部分を露あらわにしようとしているグリムに、冷たい目を向けた。

「……何してんだよ、あんた？」

「……いえ、アキラさんは絵が得意とおっしゃるので、わたくしをモデルにした絵を描いていただいておりましたの。とてもすばらしいですわ」

「いまその脂し肪ぼうの塊かたまりを放りだそうとしてた件については？」

　グリムは、また「……ちっ」と舌打ちする。

　やっぱなんか育ち悪くない？　この人……。

　なんかいま、口調も違ってたような気もするし。

「……そのようなことはどうでもいいでしょう」

「まあ、そんな脂し肪ぼうの話はいいや。俺が問題にしてんのは、あんたの無知無理解さだ。あんた、自分が何やってたかわかってんのか？」

「はあ？」

「アキラはプロのイラストレーターなんだぞ。しかも業界において知らぬものはいないと言われるくらい有名な」

　そう言って、ずいと凄すごむ。

「だからどうしたというのです？」

「どうしたもこうしたもあるか！　なんでイラストを暇ひまつぶし感覚で依い頼らいしてるんだよ！　アキラに絵を描いてもらいたいっていう人は、この世に腐くさるほどいるんだぞお！」

「……夜美さん。この人は何を言っているのでしょう？」

　困こん惑わく気味のグリムが、助けを求めるようにして夜美に訊たずねる。

「すみません、ちょっとヤス特有の面めん倒どう臭くさいところが出ちゃって……」

「面めん倒どうくさいってなんだ！　俺はいま正論を言ってるだろ！　あんたはサキュバス界のお偉えらいさんかもしれねえけどな、アキラはイラスト界のお偉えらいさんなんだ！　界かい隈わいをぶつけあったらイラスト界の方が上だろ！」

「あなたはサキュバス界を少し誤解しておられるようですわね？　そんなわけのわからない界かい隈わいとは、比ひ較かくされることすら許されないのですよ」

「き、貴様！　そういう態度がイラストの買かい叩たたきを生むんだ！　イラストレーターさんがどれほど苦労して、一枚のイラストを仕上げているかを理解しようともせずにぃ！」

　怒ど気きを発する俺を、アキラがやんわりと制止する。

「ヤス、別にぼく気にしてないから……いまのだって、遊びで描いてただけだし」

「……遊び」

　アキラの言葉を受け、なぜかグリムがショックを受けたようにうなだれる。

　それからいそいそと胸むな元もとを直す彼女を見て、俺は急に毒気を抜かれたというか、肩かた透すかしをくらったような気になった。

「あんた何なんだよ、マジで……」

「あのう、グリムさま……こっちの話し合いは終わったんですけど」

　そのとき、夜美がおずおずと切りだす。

「……ほう、それは結構。それで？」

　こほんと咳せき払ばらいしてから、何事もなかったかのように姿勢を正すグリム。

　すると夜美はいつものドヤ顔を浮かべ、

「──ヤスの口からどうぞ」

「……え」

　まさかのキラーパスを出してきた。

　何だよ、直接言えよ。なんで俺に言わせようとするんだよ。

　目線でそう訴うつたえるも、夜美は素知らぬ様子でたたずんでいるだけ。

　仕方がないと腹をくくり、俺はこっぱずかしい言葉を口にした。

「いあ、その……いままで他の人には内ない緒しよにしとこうって話だったから。さっきは焦あせっちゃったんだけど」

「はい」

「……俺たち、まあ、あの……付き合ってて」

　──そのとき、一いつ瞬しゆんだけだがグリムがニヤリと笑ったような気がした。

　次いで、ぞくりと悪お寒かんを覚える。

　何かがおかしい気がした。

　慌あわてて夜美を見ると、彼女は顔を真っ赤にしたまま、俺の手をぎゅっと握にぎり返してくるだけだった。
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「すばらしい。お二人は男女の仲にあると」

　グリムが何となくいやらしい言い方をする。

「男女の仲っていうか、まあ普通に付き合ってる的な……？」

「恋人という認にん識しきでよろしいですわね？」

「──そうだよ！　しつこいな！」

　俺は気まずくなって大声を出した。

「なるほど、なるほど。夜美さんはサキュバス界でも……ああ、つまり……少し有名な方でしたので心配だったのですが、いまやきちんと一般的な搾さく欲よくができるようになっているということですわね」

「有名？　それどういう意味だよ？」

「喧けん嘩か腰ごしにならないでくださる？　あなたも夜美さんの過去は知っているでしょう。それは変えられぬ確かな過去ですが、逆に言えば過去に過ぎません。いまの夜美さんとは違うと言っているのですわ」

　グリムが言っているのは、間違いなく夜美が業界の落ちこぼれだったころの話だろう。

　男性恐怖症のポンコツ。あまつさえ、独自に生みだしたイラストによる独特な搾さく欲よく方法にもいちゃもんをつけられ、一時期、夜美はただ搾さく取しゆされるだけの日々を送っていたのだ。

　思いだすだけで腹が立ってくるけれども、いまそんなことを言って場を乱しても仕方がない。

「……そうだよ。昔のことはどうあれ、夜美はサキュバスとして、もう一人前になったんだ。こうやって男の俺と手を繫つないでても平気なくらいにな」

「ふむ……平気、ね」

　グリムの声こわ色いろを怪け訝げんに思い、ちらりと横に目をやると、顔を真っ赤にして目を伏ふせる夜美の姿があった。

　このポンコツサキュバス！　いまくらい堂々としてやがれってんだ！

「夜美さん、このお方のおっしゃることは事実ですわね？」

「もちろん！　もちろんです！　ヤスは私のこ、恋人ですから！」

　大事なところで嚙かみやがる。

「私たちが両りよう想おもいになって、それはもう久しく！」

「では、ちなみにあなたはこのお方のどこに惹ひかれたのです？」

「え」

　グリムの質問に夜美は目を丸くすると、途と端たんにおろおろし始める。

「そ、それは訊きかないで欲ほしいっていうか……？　話と違うっていうか……？　あとで覚えてろよっていうか……？」

「お前は何をブツブツ言ってんだよ」

「そういうあなたは、夜美さんのどこに惹ひかれたのです？」

「え」

　グリムが質問の矛ほこ先さきをこちらに変え、俺は大いに慌あわててしまった。

「そ、そんなこと言えるわけないだろ！　夜美だって言わなかったし……」

「どちらも言えないということは、やはりあなた方の仲はその程度ということに……」

「わああああ、待ってください！　ちゃんと言いますから！」

　夜美はひとしきりわたわたしてから、

「──ヤスから先に言います！」

　また俺にキラーパスを出してきた。

「おい！　なんで俺が先なんだ！　最初に質問を振ふられたのはお前だろ！」

「こういうのは男の人を立ててなんぼだと思います」

「でもレディーファーストっていうし」

「いいから！　ヤスが先に言ったら、私もちゃんと言います！」

　夜美は頑かたくなだった。

　味方を求めてグリムの方に目をやると、「……いいからお前が早く言えよ、うぜえな」みたいな顔で俺を見ている。

　なにそれ？　なんでいつの間にか俺が悪者っぽくなってるわけ？　理り不ふ尽じんすぎるだろ。

　時間が経過しても、事態は一向に変わらない。むしろ悪化しているようにすら感じた。

　その場の空気をどうすることもできず、俺は適当なことを言って場を切り抜けようとした。

「よ、夜美はな？　あんたらは知らないだろうけど、結構頑がん張ばり屋やなところがあって……」

「ほう」

「と、とにかく一いつ生しよう懸けん命めいなんだよ！　男性恐怖症だって、こうやって克こく服ふくしたし！　ほら見てくれ！　昔の夜美は、手をつなぐだけで固まって動けなくなってたけど、いまは堂々としている！」

「……堂々としていますかね？」

　グリムにそう言われてふいと自分の隣となりを見ると、真っ赤になった夜美が顔を伏ふせてもじもじしているところだった。

　こいつ、いい加減にしろよ！　俺がなけなしの協調性を発揮して褒ほめてやってるのに、話を合わせることくらいできねえのか！

「まあいいでしょう。それで、夜美さんはこの少年のどこが好きなのです？」

　すると夜美は、いまにも発火するのではないかと思えるくらい、ますます顔を赤くして、ごにょごにょと言いい淀よどんだ。

「や、優やさしいところとか……口で何て言ってても、最終的には私のお願いを聞いてくれるとことか……」

「はあ？　よく聞こえませんわ」

「つ、つまりですね！　ヤスは私のことを、いつもいまみたいに褒ほめてくれます！　そこに惹ひかれました……」

「──は？」

「だから私の方は、ヤスに好き好きって言われて好きになっちゃった感じです……」

「てめえ、卑ひ怯きようだぞ！　なんだその俺の答えありきの回答は！」

「話は全てわかりました！」

「あんたはあんたで、いまのやりとりでわかろうとするんじゃねえよ！　ずるいだろ！　夜美はちゃんと答えてないだろ！」

　グリムに怒ど気きを向けるも、彼女はひょうひょうとして取り合おうとしない。

　……と言うか、すでにちょっとうんざりしているような感じもした。

　いや、ひどすぎない？　話振ふったのそっちじゃん。

　頭を抱かかえる俺を脇わき目めに、グリムは凜りんとした声を出す。

「いいでしょう、査定は合格です──と、言いたいところですが、念には念を入れた方がいいですわね」

「はあ？」

「いえ、夜美さんとあなたの言葉を信じるだけですよ。あなた方はしっかりと恋こい仲なかにある。その言葉に、噓うそ偽いつわりはありませんね？」

「そ、そりゃあこんなこと、冗じよう談だんで言うもんかよ……」

　俺はちょっと気き後おくれしながら返す。

「では、まったく問題ないでしょう。これからお二人には、恋人として我々の提供する場所に行ってもらいますわ。そこで最終的な査定を行いましょう」

　なんだそれ。なんでそんな面めん倒どうくさいことしなきゃいけないってんだ。

　慌あわてて夜美の肩に手を回し、ぐいっと引き寄せる。

　夜美の頭が俺の胸にあたり、ドキドキと早はや鐘がねを打つ心臓の音が彼女に聞こえないか心配になったものの、構わず言い放った。

「そんなことする必要なんてないって！　ほら、見ろよ！　これで査定は合格！　そう上に報告してくれたらいいから！」

「何をそんなに慌あわてているのです？　わたくしたちは、いわばあなた方お二人に、ちょっとした旅行をプレゼントして差し上げようと言っているだけなのですよ？　そこで、お二人はいつもどおり仲良く過ごしていただければいいのです」

「……ヤス」

　もじもじする夜美が、上目づかいで俺を見つめてくる。

「こ、ここはグリムさまの提案を受けましょう。私たちからしたら、断る理由なんてないんですから……ね？」

　そう言わないといけない状況ってことくらいわかるけどさ！

　もうちょっとこう……別の方法を探す努力をしてみてもいいんじゃないのか！

「では話は決まりということで。なに、そこまで構えなくとも、本当に大したことをするわけではないのです。恋人であるお二人が、恋人らしく振ふる舞まっている様を観察できればそれで結構なのですわ」

「……観察するってどういうことだよ？」

「そこは我々《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》が管理する地……そこで起こったあらゆる出来事は、全て我々の把は握あくするところとなります」

　そう言って、グリムは懐ふところから封ふう書しよを取りだした。

「夢と現うつつの狭はざ間ま……《夢見の街》で、お二人をお待ちしておりますわ」

　封ふう書しよには、「天あま谷がい夜美御一行様」と書かれている。

　──あれ、ちょっと準備よくね？　と、俺は思った。
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　纏糸まといグリムなるサキュバスと会った日の翌日。

　俺は学校の休み時間に、《夢見の街》なるものの詳しよう細さいを聞く片手間、リリィと昨日のことを共有するために話し込んでいた。

「……ふうん、それじゃ夜よ美みのところに派は遣けんされてきたのはグリムさまだったわけね」

「なんか変なやつだったぞ。喋しやべり方かたはいかにもお嬢じようさまって感じだったけど、見た目とか雰ふん囲い気きはギャルっぽかったし」

　リリィはすっと目を逸そらした。

「……人を見た目で判断しちゃいけないわ。すごく立派な方なんだから」

「あれだっけ？　色しき欲よく五ご覇は星せいとやらの一員なんだっけか？」

「そうよ。託たく宣せん等とう級きゆうは五位。わりと最近になって入にゆう星せいされた方なの。品格を求められるようになって間もない方だから、あんたもちょっとあの方の雰ふん囲い気きに違い和わ感かんを覚えたのかもね」

「はあ、そういうもんか」

　てか、五ご覇は星せい入りすることを「入にゆう星せい」っていうんだ。ほんとどうでもいい情報だけど。

「それで、私が昨日忠告したとおり、失礼のないように接した？」

「え、その……うん」

　リリィの言葉に、今度は俺が目を逸そらす番だった。

　そりゃあちょっと失礼なことをしたかもしれないけど、突とつ然ぜんのことでこっちも焦あせってたわけだし？　あれくらいの態度は汲くみ取とってくれるはずだよな……？

　いまになって、ちょっと怖くなってくる。

「……よかった。《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》のトップレベルにいる方だから、怒らせたらとんでもないことになるところだったわ」

　リリィはいま、囁ささやくようにしてしゃべっていた。

　というのも、辺りで聞き耳を立てているらしき生徒の数が、あまりにも多かったから。

　リリィとはクラスが違うため、話し合いの場所は教室前の廊ろう下かだったが、いつもに比べて人口密度がえらいことになっている。

　リリィはすでに学校で知らぬものがいないほどの人気を誇ほこり、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが注目の的となっているらしい。ちなみにその人気は男女を問わず。

　サキュバスとは、かくも恐おそろしいものか。いや、女子生徒も惹ひきつけてるのは完全にリリィの性せい癖へきがかかわってると思うけど……。

　ともあれ、こういう情景を改めて目まの当あたりにすると、いまリリィが言った《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》の力のすさまじさを痛感してしまうというもの。

　彼女たちをおろそかにしていては政治もままならないとかいう冗じよう談だんじみた話も、なまじ噓うそとも言い切れない。政治家全員が骨ほね抜ぬきにされていないとも言い切れないわけで……。

「いやあ、まさか……ははは、グリムさまは器うつわの大きそうな方だったし……？　怒ってないはずだ……怒ってないよな？」

「どうして私に聞くのよ？　まあ、夜美は昨日帰ってきてから上じよう機き嫌げんだったから、大丈夫だったんじゃないの？」

「そ、そうだよな！」

「……一応、もう一度釘くぎを刺さしておくけどね」

　そう言って、リリィがずいっと顔を近づけてくる。

「ここからは、絶対に変な行動をしちゃダメよ？　いまからあんたが夜美と一緒に行くのは、サキュバスたちのホームグラウンドなんだから」

「《夢見の街》だったっけ……そこって、どんなところなわけ？」

「夢と現うつつの境にある空間よ。普通の人間じゃ、決してたどり着けない場所。サキュバスたちの案内がない限りね」

「魔ま法ほうの国とかそういう感じ？」

「言ってしまえばそうね。完全な自じ我がを保ったまま、夢の世界に入るようなものよ。そこでは全てが思い通りになるの。思い通りって言うのはつまり、サキュバスの思い通りって意味だけどね」

　そんな場所が存在するのか。

「どうやって行くんだよ、そんなところに……」

「列車が出るのよ」

「キングスクロス駅の九と四分の三番線とか、ああいう感じ？」

　そう言えばハリー・●ッターにはサキュバスとかいなかったなあ、とかどうでもいいことを考える。

「まあ似たようなものよ。ただ、列車はどの駅にもやって来るの。サキュバスが呼びさえすればね」

「なんかそれ、怪かい談だんで似たような話なかった……？」

「もともとサキュバスは怖い悪あく魔まなのよ。あんたが何を勘かん違ちがいしているか知らないけど」

　ひそひそとそう言うリリィは、そこはかとなくドヤ顔だった。

「ま、まあいいや。夜美と一緒に、適当な駅に行けばいいんだな？　それで《夢見の街》とやらに行けると……」

「そうね。言っておくけど、あんたはかなり幸運なのよ？　そこは本来、サキュバスがお気に入りの人間を招待するときによく使われたりするところなんだから」

「恩着せがましいな。別に俺は行きたくないってのに。だいたい、サキュバスは夢を見せることができるわけだし、わざわざそんな場所に行かなくても夢で対処すればよくね？」

「本物の夢の中だと、どうしても不合理さが物事の邪じや魔まをしてくることがあるでしょ？　どんなに人を誘ゆう惑わくしても、夢が覚めるとそれがなかったことになってしまったり、ね。……でも、《夢見の街》は違う。そこで起こった夢のような体験は、なかったことにはならないの」

　説明を受けて、俺は思わずごくりと喉のどを鳴らしてしまっていた。

　だって、そんな場所に夜美と一緒に行くわけだし……しかも恋人として。

　いまさらながら、とんでもない事態になってしまったのではないかと戦せん慄りつする。

「……ヤス、これはチャンスよ」

「は、はあ？」

「あんたが夜美のことをどう思っているか、私が知らないとでも思っているの？　いまこそ素す直なおになるときだわ」

「なあにを馬ば鹿かな！　俺は夜美のことなんて──」

　そのとき、リリィの人差し指が俺の唇くちびるにそっと触ふれ、びっくりして言葉を続けることができなくなる。

「……恋人であることの査定に行くんだから、当然そこでは恋人らしく振ふる舞まう必要があるのよ。夜美もそのことはわかっているはずだから、あんたは演技だっていう名目のもと、夜美に何をしたっていいわけ。わかる？」

「何をしたっていい……？」

「あとで夜美に何か言われても、そういう言いい逃のがれができるのよ。『演技だった』って。『俺は仕方なくやってただけだ』って」

「う、ううっ……!!」

　マジか！　ということは、あーんなことやそーんなことをやっても──って、いやいや待て、俺！　俺は夜美をどうこうしたいなんて思ってないはずだろ！

　俺がドッと冷ひや汗あせをかいている間にも、リリィは囁ささやくのをやめない。

「……あんたにとって、とっても都合のいい状況だわ。あんたは意地っぱりだけど、意地を張ったまま素す直なおになれる場所ってわけ。だから、なあんにも気負わずに、楽しんでくればいいのよ。私は夜美の味方だけど、あんたの味方でもあるんだから……」

　その声に追従するようにして、俺の中でまた悪あく魔まが囁ささやく。

「いいんだよ、もうそろそろ素す直なおになろうよ、うん」

　──いや、ダメだダメだ！

　仮に夜美が、どうしても俺と本当にそういう関係になりたいと言うのならともかく、俺から切りだすのは絶対にない！

　だって、夜美はアキラにちょっかいをかけようとしていたくらいだし……俺のことだって、男性恐怖症を克こく服ふくするための練習台くらいにしか思っていないはずだから。

　そんな俺が──仮に夜美に「付き合って」みたいなことを言ったとして、

「はあ？　偽ぎ装そう恋れん愛あいでなに本気になっちゃってるんですか？　笑えるんですけど」

　とか言われたら、もう立ち直れない！

　そんなことを考えているうちに、俺は次し第だいに冷静さを取り戻す。

　……いやいや、そもそも俺は夜美のことなんて好きでもなんでもないわけだし？

　仮に「付き合って」みたいなことを言ったとして……とかいう仮定が、前提として間違っているわけで。

「……ま、ちょっとの間だけ、サキュバスのホームグラウンドで適当に過ごすだけだろ？　大したことねえよ」

　精神的な余よ裕ゆうを取り戻した俺は、リリィに向かって悠ゆう然ぜんとそう嘯うそぶいてみせた。

　そのとき、

「あ、夜美」

「──どわあああああああああああ！」

「冗じよう談だんよ。どうしたの、急に大声なんて出して」

「お、お前な……」

　クスクスと笑うリリィの顔が、俺には悪あく魔まのそれにしか見えなかった。
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　夜美の査定──つまり、《夢見の街》行きの夜行列車を呼ぶのは週末という話だった。

　それから俺はその運命の日を迎むかえるまでの間、ずっと緊きん張ちよう状態が続いていて、頭がおかしくなりそうだった。

　一方で、夜美は見た感じ普通にしている。

　何だよ、少しくらい動どう揺ようした素そ振ぶりを見せた方が可か愛わいげもあるってのに……俺ばっかり焦あせって、馬ば鹿かみたいじゃねえか。

　そんなことを考えながら、俺もムキになって平静を装よそおい続けた。

　時折、さもいま思いだしたようなふりをして、

「……なあ、《夢見の街》でどんなことをするわけ？」

　とか訊きいてみたものの、それでめぼしい情報が得られるようなこともなかった。

「知りません。行ってみないとわかりませんよ」

「俺、そこを勝手にディズ●ーランドみたいに思ってるんだけど、この想像はあってる？」

「そういう場所もありますけど、グリムさまの目的地はまったく違う場所である可能性もあります。とにかく《夢見の街》は広いですから」

　それじゃあ本当にどういう場所でどういうことをさせられるのか、まったく不明なのか……。

　サキュバス一派は頼たよりにならず、こうなってしまうともういまの俺の心の拠よりどころはアキラだけだった。

　サキュバスたちのことを知っていながら、あいつらの派は閥ばつに与くみしていないのはアキラだけだからだ。

　とある日の放課後、俺はハンバーガーのチェーン店でアキラと待ち合わせると、世間話を装よそおって悩みを打ち明けた。

「……もうじき俺は、《夢見の街》とやらに拉ら致ちされることになる」

「拉ら致ちって大げさじゃない？　サキュバスの人たちって、みんな気さくないい人なのに」

「お前はあいつらの本ほん性しようを知らないんだ」

「でも、ヤスって結局、夜美ちゃんと付き合ってたわけでしょ？」

「え」

　一いつ瞬しゆん、戸と惑まどう。

「ま、まあそうだな……ははは……あいつがどうしてもっていうから、付き合ってやってる感じなんだけどな……」

「ふうん、そうなんだ。あ！　サキュバスの彼女だったら、夢の中でも一緒に遊んだりできるわけ？」

「できるだろうけど、俺に変な夢を見せるなとは言ってる」

　つい口から出た俺の正直な言葉に、アキラはきょとんとした様子だった。

「どうして？　見たい夢が見れるって、いいことじゃないの？」

「そ、そういうわけにもいかないんだよな。あいつらが見せる夢って、結局あいつらにとって都合のいい夢に過ぎないからさ……」

「へえ、そうなんだ」

　そうぽつりと呟つぶやいてから、何か思うところがあったのか、考え込むように手を口元に持って行くアキラ。

「……ひょっとして最近、ぼくもサキュバスさんに夢を見せてもらっているのかなって思ったけど、そうじゃないみたいだね。あはは」

「夢を？　どういうことだ？」

　俺が怪け訝げんに思って訊きくと、アキラは頰ほおを染め、照れくさそうな顔をして答える。

「えっとね……？　実は最近、すごくいい夢ばっかり見てさ」

「な、何だって」

「内容はよく覚えてないんだけどね？　でも起きたとき、すごく気分がよくって。ひょっとしてサキュバスさんの仕業？　って思ったけど、ぼくにいい思いをさせたところであの人たちに得はないし、やっぱり思い違いかなって」

「内容をよく覚えてない？　な、何とか思いだせないか？」

　俺は慌あわてていた。

　もちろん、頭にあったのは夜美のこと。

　あのポンコツサキュバス、まさかアキラの夢の中に入ってるんじゃないだろうな……？　リアルでの接せつ触しよくは俺に止められても、夢の中は別──そんな風に考えたのかもしれない。

　何しろ、あいつらは悪あく魔ま！　俺たちとは違う価値観で生きているのだから。

　アキラは首を傾かしげ、頰ほおを指でトントンと叩たたく。

「う～ん、いつも誰かと一緒にいるんだよね……でも、それが誰かまでは……」

「男か女かはわからない？」

「それは多分、男の人だよ」

　何のためらいもなく発せられたその言葉に、意表を突つかれる。

「はあ？　男？　なんでお前、野や郎ろうなんかと一緒にいて気分がよくなるんだよ……ひょっとしてアキラってそっち系？」

「だ、だから、何でみんなそう恋愛脳なの!?　男友だちと一緒にいると、楽しいじゃん！　ぼくはヤスと一緒にいて、いまも楽しいけど……」

　頰ほおを染めて、もじもじとそんなことを言うアキラ。

　なんだこの可か愛わいいやつ。

「ヤスは楽しくない？」

「えっ……いや、そりゃまあ楽しいけど……」

「嬉うれしいな、えへへ……」

　なんか変な空気になった。

　俺がそっち系なら、アキラの貞てい操そうは奪うばわれていたかもしれない。

「前も言ったけど、ぼく学校じゃちょっと……その、浮いてるからさ……リアルでの男友だちとかって、憧あこがれだったんだよね」

　アキラは上目づかいでちらちらとこちらを見てくる。

「そうなんだ」

「二次元好きのオタクってやっぱり、周りから変な目で見られない？」

「見られてるのかな？　俺はあんまり気にしたことなかったけど……」

　学校のクラスメートとは、普通に漫まん画がとかソシャゲの話をしたりするし。そりゃあ、深夜アニメの話をしたりはしないけど。

　結局、そういうのは使いわけなんじゃないかと思う。

「ヤスは堂々としてるもんね……なんだろう、ぼくが一番二次元文化を馬ば鹿かにしてるのかもね。好きってことを周りに隠かくして、でも好きだからそのことばっかり考えちゃって。他の会話にもついていけないから、一人ぼっちになっちゃって……」

「ネットに大量のファンがいるのに、アキラにもそういう悩みってあるんだなあ」

「まあ、非リアだからネットに逃にげたってのもあるんだけどね。絵を描いて、ＳＮＳとかに投とう稿こうしてたら話しかけてくれる人も増えて。それが嬉うれしかったから、もっと絵を上う手まく描けるようになろうって思ったんだよ」

「俺はアキラのこと尊敬してるよ。神絵師だからな。悩みがあったら、何でも相談してくれ」

「……うん、ありがと」

　そう言って、アキラはぎこちなく微ほほ笑えむ。

　今日は俺が悩みを相談しようと思っていたのに、どういうわけか逆になってしまった。とはいえ、俺の方は困っているアキラを放っておいてまでしたい話でもない。どうせ、あいつらの愚ぐ痴ちを言うくらいだったろうし。

「あーあ、でもぼくも、ヤスと一緒の学校だったらよかったなあ……年ねん齢れいも同じなのに」

　アキラは、テーブルに突つっ伏ぷしてそんなことを言いだす。

「そういや、夜美のやつも最近転校してきたんだっけか」

「そうなの？」

「ああ。《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》とやらの力を使って」

「そしたら、ぼくにもサキュバスさんが取り憑ついてくれたらいいのに……願いを叶かなえてくれるんだったら、欲望でもなんでも持って行ってくれていいからさ」

　どこかむくれるようなアキラの言葉を聞いて、俺はまた大いに慌あわてる羽目になった。

　し、しまった！　いまのは悪手だった！　過程はどうあれ、アキラに夜美への興味を植え付けてしまったのだから……。

　最近、アキラが見ているという「いい夢」が、サキュバスによって見せられている可能性は否定できない。

　そして、アキラに興味を持っているサキュバスとして、真っ先に思い浮かぶのは夜美……。

　しかしそうなると今度は、なんであいつがアキラに男の登場する夢を見せているのか、という疑問は出てくるものの、そこはほらアレだ──最初のころ、サキュバスは「獲え物ものに見たい夢を見せてやる」という例の習性が働いているのかもしれない。

　夜美とアキラの利害は一いつ致ちしている。

　夜美は男性恐怖症を克こく服ふくするための人材を必要としているし、アキラはいまサキュバスとの接せつ触しよくを望んでいる。

　そして夜美が練習台にするのは、俺である必要がないのだ……。

　いつも馬ば鹿かを言い合っている夜美が自分のそばからいなくなるのを想像すると、どういうわけか心が苦しくなった。




　……あんたにとって、とっても都合のいい状況だわ。あんたは意地っぱりだけど、意地を張ったまま素す直なおになれる場所ってわけ……




　俺は、少し前にリリィのやつが口にした言葉を思いだしていた。

　ひょっとして《夢見の街》に行くのは、俺にとってそう厄やつ介かいなことじゃないんじゃないか？

　夜美とずっと一緒にいて、夜美の心を俺に向けさせる好機と言えるかもしれない……。

「さ、サキュバスを甘あまく見るなよ、アキラ……あいつらは自分たちの都合のいいように生きてるだけなんだからな……」

「それは別にサキュバスさんたちに限った話じゃないと思うけどな。ぼくたちだって、やりたいように生きようとしてるわけだし。それができなくて、悩みが出てくるだけでしょ？」

「それはそうかもしれないけど……」

　やりたいように生きる。

　アキラのその言葉が、そのときの俺にはものすごく重さを持っているように感じられた。
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　出発日の夕方、俺はおかんに「友だちの家に泊とまってくる」と伝えてから、夜美と約束した駅の時計台に向かった。

　時計台に到とう着ちやくしたのは約束の三十分前だったが、夜美はもうやって来ていた。

　そう言えば初めて夜美とデートの真ま似ね事ごとをしたときも、あいつは約束した時間より随ずい分ぶんと早く来ていたことを思いだし、もっと早く家を出ればよかったと後こう悔かいする。

　……そしてすぐ、後こう悔かいしたことにイライラした。

　約束した時間に遅おくれているわけでもないんだから、あいつが勝手に待ってることまで気にする必要なんてないだろ！

「……おいっす」

　と声をかけると、夜美は俺の方をちらりと見てドヤ顔を浮かべる。

「早かったですね？」

「……お前の方が早いじゃん」

　夕日が夜美の顔を赤く照らし、俺は何だかドキドキしてしまった。

「そんなに早く私に会いたかったんですか？　むはは、ヤスもいよいよ自分の気持ちに噓うそを吐つけなくなってきたようですね……」

「その理り屈くつだと、お前こそ俺に早く会いたかったってことになるぞ」

　そう言って夜美の手を握にぎる。

「ふえ……？」

「俺たちは今日、恋人なんだろ？」

「そ、それはそうですけど……」

　真っ赤になっておろおろする夜美を見て、ちょっと溜りゆう飲いんを下げる。

　ずっと一緒にいる俺でもまだそんなに慌あわてるくらいなんだから、他のやつに手を出そうとするんじゃねえっつうの。手を広げるのは、せめて俺にこういうことをされてもまったく動じなくなってからでいいだろ……。

「ヤス、今日ちょっと強ごう引いんかもです……」

「は、腹をくくっただけだし？　後で『非協力的だったから査定に合格できなかった！』とか色々言われるのが癪しやくなだけ」

「別に不服ってわけじゃありませんっ」

　そう言うと、夜美は俺の手の中で自分の手をもぞもぞと動かす。しばらくしてから、指と指の間に夜美の指が入ってきてドキリとした。こいつはその……恋人つなぎというやつだ。

「ふ、ふふん、ちゃんとヤスが、そういう心構えで来てくれているようで安心しました……《夢見の街》でも、いまの気持ちを忘れないでくださいね……？」

「わかってるよ」

「そ、そしたら、その……今日はよろしくお願いします」

　夜美はペコリと頭を下げる。

　こんな風に改めて言われると、何だか無む性しように緊きん張ちようしてしまった。

「いいい、言っとくけど、恋人役として手加減しねえからな。そうしないと査定に通らないかもしれないわけで……」

「私だって手加減しませんよ……？　恋人の演技で、いっぱい甘あまえちゃいますから……」

　俺たちはしばらく顔をひきつらせながら、お互たがいを挑ちよう発はつするようにして笑い合っていた。

「……まだ日も落ちてないけど、どうする？　どこか入って時間潰つぶす？」

　いつまでも夜美の顔を見ているのが厳しくなり、俺は目を逸そらして切りだした。

　列車が来るのは深夜という話なので、いまからだとまだまだ時間がある。夜遅くに家を抜けだすのも怪あやしまれるということで集合がこの時間になっただけで、何かやることを決めていたわけでもなかった。

「カラオケにしましょう」

　即そく答とうする夜美。

「あれ、好きだっけそういうの？」

「好きですよ……それに二人っきりになれるし……」

　最後の方をごにょごにょ言うと、夜美は俺の手を引いてズンズン進んで行く。

　進行方向には、「カラオケ」の看板があるビル。

　どうやら、待っている間に目ざとく見つけていたらしい。

　夜美は俺を先導し、迷わずそこに入っていく。

　カウンターで受け付けを済ませ、個室で二人っきりになった途と端たん、周りの気温が数度上がったような気がした。

「よ、夜美ってどういうの歌うの？」

　沈ちん黙もくに耐たえきれず、誤ご魔ま化かすようにして訊たずねる。

「演歌が得意ですね。サキュバス界ではこぶしのプロって言われてますから」

「……渋しぶくね？」

「そういうヤスはどんなの歌うんです？」

「俺は基本的に、アニソンしか歌わないんだけど」

「アニソンだっていけますよ、私は」

　夜美がマイクを握にぎって、ピンと小指を伸ばす。

　何なんだよ、そのイキった小指は。顔も何となくドヤ顔だし。

「それじゃあ、ヤス。いまから言う曲を入力してください」

「え？　自分で入力しろよ」

「私は両手がふさがってるじゃないですか」

　見ると、夜美の片手にはマイク。残るもう片方は、俺の手と恋人つなぎの真っ最中。

　手を振ふりほどこうとしてみたものの、ぎゅっと強く力を込められてどうにもならない。

　……仕方なく、俺は夜美の言う曲をデンモクに入力した。

　部屋に聞き知ったアニソンのメロディーが流れだし、ノリノリで熱唱する夜美。

　普通に上う手まかった。

　こいつ、こういうところだけはそつなくこなしやがって。

　ちなみにその曲は、前クールに放送されていたラノベ原作アニメのオープニング曲だった。

「このラノベのイラストもいいよな」

　夜美が歌い終えてから、俺はうむうむと頷うなずいた。

「私、この作品のイラストレーターさんとも知り合いですよ」

「……マジ？」

「前のしろみんさんのときと同じで、ＳＮＳ上の付き合いですけどね。ちょくちょく絡からみますよ。こないだなんか、アニメのエンドカード描いてくれないかって頼たのまれたくらいです」

「そういうのって、絵師さんから頼たのまれるもんなの？」

「いえ、そのときは軽いジャブくらいの感じでした。いいよって言ったら、アニメ作ってるとこから正式に頼たのまれたんじゃないですかね？」

「お前もそろそろ、商業の仕事やればいいのに。そりゃ、サキュバスとして搾さく欲よくするだけなら必要ないんだろうけどさ」

　何気なく俺が言うと、夜美はほんのりと頰ほおを染め、ちらりとこちらをうかがってきた。

「……ヤスはそうした方が嬉うれしいですか？」

「え」

「私が商業の……たとえばラノベの仕事をして、それがアニメ化しちゃったりなんかしたら、嬉うれしいですか？」

「そ、そりゃあ嬉うれしいんじゃないの？　知り合いにそういうすごい人がいたら……」

「知り合いじゃなくて、恋人ですっ……こ、恋人がアニメ原作のイラストレーターだったら、ヤスも周りに自じ慢まんとかしちゃいますか？」

　ぐっと身を寄せてくる夜美の圧力に押され、俺は少しのけぞり気味に答えた。

「お、お前は何の話をしてるんだよ……」

「主題歌をカラオケで歌っちゃいます？」

「歌う、歌うから……」

　ほとんどお互たがいの鼻がくっつきそうな距きよ離りに夜美の顔がある……。

　熱っぽく上気した夜美の表情を見ていると、心臓を誰かにぎゅっと摑つかまれた気がする。

「そ、そう言えば、アキラは！」

　窮きゆう地ちを逃のがれるため、気づいたとき俺はそんなことを口にしていた。

「アキラは、もうすぐだよなあ！　あいつの担当作品、もう少しでアニメ化しそうって話じゃん──」

　そして、すぐにそれが失敗だったと思い知る。

　夜美の前でアキラのことを言うのは悪手以外の何ものでもないのに……。

「──アキラさんの話なんて、いまはどうでもいいじゃないですか！」

　しかし夜美はまったくアキラの名前に食いつかず、ますます熱っぽく俺に迫せまってくる。

「……え、あれ……？」

「いまは私の話をしてるんですっ。ヤスの恋人は私じゃないですか。もしヤスが私にそうして欲ほしいって言うんだったら、私は何だってしてあげます……商業のお仕事だって……」

　これはどういうことだ？　夜美はアキラに執しゆう着ちやくしてたはずじゃないのか？

　しまったと思った手前、いまの俺にとってはありがたい話だったけれども、夜美の態度がこの間と違い過ぎることは気になった。

　夜美のやつ、アキラのことは諦あきらめたのか!?　じゃあ、ここ最近あいつが見てた「いい夢」ってのは、サキュバスの仕業じゃなかったのか!?

　考えてもわからない。というよりも、いまは考える余よ裕ゆうがない。

　目の前にある、火ほ照てった夜美の顔……。

　ちょ、ちょっと待て！　恋人のふりをするにしたって、まだ査定は始まってないだろ！　いや、そう見せかけて、実はもうサキュバスたちは俺たちを監かん視ししてるってのか!?

　その可能性は否定できない……と思ったとき、俺の目が部屋の隅すみにある防犯カメラを捉とらえる。

　なるほど、そういうことだったのか！　夜美のやつは、やっぱり《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》に向けた恋人演技の真っ最中ってわけだ！

　それに気付くと、俺は憔しよう悴すいの中にほんの少しだけ余よ裕ゆうを取り戻すことができた。

　ならばこれも演技だと自分を奮い立たせ、俺は夜美の手を振ふりほどくと、目の前にある柔やわらかい身体からだに腕を回そうとした──

「ああ、夜美！　嬉うれしいよ！　そんなにも俺のことを──」




「──ドリンクでーす」




　──そのとき部屋のドアがガチャリと開けられ、俺たちは危機を感じ取った海え老びさながらの俊しゆん敏びんさで距きよ離りを取った。

「……あれ、どうかされましたか？」

「い、いえ、ありがとうございますうううう！　もう喉のどがカラカラだったからグッドタイミングでしたあああああ！」

「？　ごゆっくりどうぞー」

　店員さんが出て行ったあと、しばらく俺たちは二人とも真っ赤になって動けずにいた。
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　カラオケ店を後にしてから、俺たちは結局、深夜までやっているファストフード店で時間を潰つぶすことになった。

　もう査定は始まっている──そう思うと、ひとときも気を抜くことができない。

　どこから向けられているかわからないサキュバスたちの目を意識してか、夜美はいつも以上にくっついてくるし、俺もそれに喜んだふりをしないといけないしで、《夢見の街》に行く前からもうへとへとに疲つかれ果はててしまった。

「……さて、そろそろ行きましょうか」

　夜美がそう言ったのは、日付が変わって少ししたくらいの深夜。

「当たり前だけど、終電はもうないよな……」

「終電の後じゃないと来ませんからね。《夢見の街》行きの列車は」

　俺たちはがらんとした街を歩き、駅の構内へと入った。

　改札に誰もおらず、辺りは不気味なほど静まり返っている。

「この場所自体に、人ひと払ばらいの催さい眠みんをかけています。すると無意識のうちに、人はここから離はなれてしまうわけです。ふ、これがサキュバスの力なんですよ」

「お前がやったわけ？」

「いえ、これはグリムさまが手配してくれたんだと思います」

　じゃあドヤ顔を浮かべるんじゃねえよ。さも自分の手て柄がらみたいな言い方をしやがって。

　特に切きつ符ぷを買ったりせずに改札をくぐると、線路に黒基調の列車が止まっているのがわかった。二両編成で、両方の車両にゴシック体で「夜よ鷹たか号ごう」と書かれている。

　いや、そのネーミングは何とかした方がいいと思う。

　ちなみに、運転室にいる車しや掌しようは女性だった。

「ご苦労さまです」

「天あま谷がい夜美さまですね？」

　夜美の挨あい拶さつに、車しや掌しようが答える。

　それから彼女は、俺の方をちらりと見て目を細めた。

「そうです。今日はよろしくお願いします」

「すぐに出発いたします。《夢見の街》をたっぷりとお楽しみくださいね。あと、お連れさまは催さい眠みん状態にないようですが、よろしいのですね？」

「はい」

　聞き捨てならない言葉があり、俺は眉まゆをひそめた。

「……何だよ、催さい眠みんって？」

「そういうことをするサキュバスもいるってことです。でも、私は正々堂々を重んじる騎き士し道どう精神あふれるサキュバスですので、そんなことはしません」

「あ、そう」

「いいから行きますよ」

　夜美は俺の手を引っ張って列車に乗のり込こむ。

　ほどなくして入り口がしまったかと思うと、夜よ鷹たか号ごうがゆっくり動きだした。

　俺はしばらく窓の外に広がる夜の街を見ていた──しかし、途と中ちゆうでピンク色の霧きりが外に立ち込めて、風景を見ることができなくなる。

　ゴトンゴトン、と線路を走る音が、いつの間にか消え去っている。

　飛んでいると言われても信じてしまいそうになるほど、辺りは静まり返っていた。

　次し第だいに、俺は眠くなってきた。

　そう思った瞬しゆん間かん、夜美の頭がコテンと俺の肩に当たる。

　見ると、夜美のやつはすうすうと寝ね息いきを立てているではないか。

　無防備な夜美の姿を見てドキリとしたものの、それ以上に眠くてたまらなかった。

　そうして、俺の意識は闇やみへと吞のみ込こまれていった。





※






「ヤス、ヤス……」

　誰かに身体からだを揺ゆすられている。

　ゆっくり瞼まぶたを開くと、目の前に夜美の顔があった。

「？　……──っうわあああああああああああああああああ！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、俺は反射的に飛とび退しさって、夜美から思い切り距きよ離りを取っていた。

「むわあああああ！　な、何ですいきなり大声出して！」

「こ、こっちの台詞せりふだろうがあ！　何でお前が俺の家に……って、あれ？」

「何を寝ぼけているんです。ここはヤスのお家うちではありません」

「えーっと……」

「ほら、もうすぐつきますよ、《夢見の街》に」

　そう言う夜美はいつものドヤ顔だった。

「《夢見の街》……そうか、変な列車に乗ったんだっけ……？」

　辺りをキョロキョロと見み渡わたすと、列車の窓の外を覆おおっていたピンク色の霧きりは晴れている。

　窓から光が差し込んでいるのを見る限り、もう夜は明けたのだろう。

　列車はどこかの森の中を走っている。

　次し第だいに木々がまばらになっていき、その代わり辺りには古めかしい木造の建物がぽつぽつと現れ始める。

　テレビの時代劇とかで出てきそうな、古風な建物だった。

「……なあ夜美。ここ、ちゃんと現代日本？」

「何を言ってるんです、違いますよ」

「え」

「《夢見の街》の主権は《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》にあります」

「いや、俺はどっちかっていうと、時間的な方を問題にしてるんだけどな」

「ともかく、ここは《夢ゆめ見みの街まち》です。それ以外の名めい称しようは存在しません」

　よくわからないものの、ここはすでに現代日本ではないらしい。

「どうやら、グリムさまが招待してくれたのは温泉街エリアのようですね」

　外の風景を見ながら、夜美がぽつりと呟つぶやいた。顔が少し赤い。

「……温泉街エリア？」

「風ふ情ぜいを出すために、その辺りは古っぽい建物ばかりにしているんですよ。温泉街エリアを近代化しようとした派は閥ばつもいましたけど、他の勢力に反対されて失しつ脚きやくしました。それくらい、ここはサキュバスたちにとってノスタルジさ溢あふれる場所なんです」

「お前らサキュバスって、実は結構どうでもいいことで争ってたりするのか」

　あと、「ノスタルジさ」ってなんだ。

「そんなことよりも、ここはかなり冷える場所ですので、防寒をした方がいいですね。防寒具を持ってきましたか？」

「持ってきてるわけないじゃん。どのレベルで冷えるわけ？」

「東京の真冬レベルですね」

　噓うそだろ。

　いまはまだ、夏休みが明けてちょっと経たったくらいの九月。感覚的には、まだ夏が終わり切っていない季節だ。

「はあ、準備不足ですねえ。仕方ありませんから、私が持ってきた防寒具を貸してあげます」

　夜美はこれ見よがしに溜ため息いきを吐はき、またいつものドヤ顔を浮かべる。

　なんて恩着せがましいやつだ。

「……しょうがねえだろ。こっちは、まさか季節が変わるとか思ってもねえんだから」

「はい、これを半分貸してあげます」

　夜美がバッグから取り出したのは、恐おそろしく長い毛糸のマフラーだった。

「……何これ？」

「見たらわかるじゃないですか。マフラーですよ」

　言いながら、それをくるくると自分の首元に巻きつける夜美。しかし結構巻きつけても、マフラーの丈たけはまだまだ余っている。

「い、いや、おい……半分貸すってまさか」

「……風か邪ぜを引きたくないでしょう！　わ、私だって、本当はこれを一人で独どく占せんしたい思いでいっぱいなんですよ！　でもヤスがかわいそうだから、半分使ってもいいよって言ってるんです……」

　そう言って、おずおずとマフラーの先を俺に手て渡わたしてくる。

　首にそれを巻く前から、カァッと血が顔に上がってくるのを感じた。

「ちょ、ちょっと待って……これは流石さすがに……」

「──別に恋人だったら普通です！」

　強ごう引いん極きわまりない態度で、俺の首にマフラーを巻きつけてくる夜美。

「グエエエッ！　助けてええええ！」

「大人しくしてください！　暴れると絞しまっちゃいますから！　ああ、絞しまる──ギギギ──連帯責任による酸欠を感じる！」

　夜美は真っ赤になりながら、意味不明なことを言う。首が絞しまって頭に血が回っていないのかもしれない。

　そんなやりとりをしているうちに、列車がゆっくりと止まる。

　プシューという音とともにドアが開き、そこからひんやりと冷たい空気が流れ込んできた。

「……ふう、間に合いましたね。あやうくヤスは凍とう死しするところでしたよ」

「……いや、普通に寒いんだけど。首だけ温めても、俺いま半はん袖そでだぞ」

「どこかでコートを仕入れましょうか」

「……俺、そんなに金持って来てねえぞ」

　自然な会話をしようと思いながらも、俺は気が気でなかった。

　ほんのすぐ横に、夜美の顔がある。どちらかが少し首を傾かたむければ、お互たがいの頭がぶつかってしまいそうな距きよ離りに……。

「……大丈夫です。ここではお金なんて必要ありません。ヤスは招待されているお客さんなんですから、ただ楽しむことだけを考えればいいんです」

「そ、そしたらいまのこの状況を何とかしてほしいんだけど……動きづらいしさ……」

「ここはもう《夢見の街》なんですよ？　どこに査定の目があるかわかりません。ほら、恋人らしく振ふる舞まうんです……」

　そう言って、俺の腕にぎゅっとしがみついてくる夜美。

　寒さは消え、むしろいま俺は息苦しさを覚えるほどの暑さを感じていた。
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　駅の改札を抜けると、そこでグリムが待っていた。

「……おや？　これはこれは、随ずい分ぶんと仲なか睦むつまじい光景ですわ」

　マフラーの恋人巻きをする俺たちを見て、目を細めるグリムの第一声がそれだった。

「グリムさま、本日はお招きありがとうございました！　実はあんまり、こうして彼と一緒に旅行する機会ってなかったので、いいきっかけになりました」

　彼、ときた。夜美のやつは、もうすっかり準備万ばん端たんらしい。

「それはよかったですわ」

　そう言って、グリムは俺たちに向けて何かの冊子を差しだしてくる。

　見ると「ラブラブ温泉旅行のしおり」と書かれている。

「な、何これ……？」

「お二人がこの街で楽しむのに必要な旅のしおりです」

　いや、それじゃ説明不足すぎるだろ。託たく宣せん等とう級きゆうとやらの話はどこにいった。

　しかし夜美はそれを受け取るや否いなや、謎なぞのテンションで叫さけび声ごえを上げる。

「なるほど、私たちはここに書かれているプラン通りに過ごせばいいわけですね！　そしてその様子を、グリムさまたちが人知れず観察されると！」

「その通りですわ」

「何かやたら察しがいいな、お前」

「よ、よくあることですからね。このレベルのことは、サキュバス的常識と言うか……」

　夜美がもじもじと動くたび、マフラーで繫つながっている俺にもその動きが伝わってくる。

　そしてそれは、自動的に俺の正常な思考を阻そ害がいしてくる……何とも、やりづらい状況だった。

「さて、必要なことは全てそのしおりに書いてありますわ。せっかく二人きりでいらっしゃるところをお邪じや魔ましても悪いので、わたくしはこれで失礼いたします」

「お疲れ様です、グリムさま！」

「あと、そこのロッカーに防寒具一式が入っておりますわ。必要なら使って下さいね。それでは二人とも、ごゆっくり」

　そばに立つ古めかしい木製のロッカーに目を向け、視線を戻すと、もうグリムの姿は消えてなくなっていた。

　……まあ、これくらいで驚おどろいたりはしない。リリィのやつも姿を消したりできるらしいし、エリートサキュバスにとっては忽こつ然ぜんと消え去るくらい朝飯前なのだろう。

「さあ、ヤス。張り切っていきますよ。グリムさまたちに、私たちのラブラブ具合を見せつけるんです……」

「お、おう」

　返事をしつつも、俺はひとまず夜美を引きずるようにしてロッカーに向かった。この恋人巻きを解除しないことには、まともな行動が取れないから……。

　木製の扉とびらを開き、中にしまわれていたコートを見て、ほっと安心の息を吐つく。

「……よし、そしたらこれを装備するために、マフラーを解除するか。仕方ないなあ……このままじゃ着れないもんな……」

「はい、ヤス。それを貸すんです」

　夜美は俺の手からコートをむしりとると、くるりとその場で一回転して、マフラーの拘こう束そくをひと巻き分だけ緩ゆるめた。

　それで、俺たちの間に先ほどよりも距きよ離りができる。

「はい、ちょっと向こうを向いてください」

　言われるがまま指示された方向を向き、夜美に背を見せた瞬しゆん間かん──

「……よいしょっと」

　──夜美は恐おそろしい手て際ぎわの良さで俺の両りよう腕うでにコートを通すと、またくるりと一回転して、元の場所に戻ってきた。

「……え？」

「はい、もうあったかですね。それじゃ行きましょうか」

　そして夜美は俺の腕に自分の腕を絡からませ、ぴったりと身体からだをくっつけながら歩き出す。

　正直言って、俺はひどい困こん惑わくの中にいた。

　もしも自分のステータス欄らんを見ることができたら、




　Ｅ　半はん袖そでシャツ

　Ｅ　恋人巻きマフラー




　から、




　Ｅ　冬用コート

　Ｅ　恋人巻きマフラー




　へと、一いつ瞬しゆんで変わった様子を観察できたはずだ。

　……いや、ちょっと待て！　肝かん心じんの恋人巻きマフラーの装備を外せてないんですけど！

　これってまさか呪のろいの装備か何かか!?　教会で頼たのまないと外せないとか、そういう類たぐいのやつなのか!?

「……い、いつか私たちが結けつ婚こんしたら、いまのコートみたいに……ヤスのネクタイは、毎朝私が巻いてあげることになるんでしょうね……？」

　そのとき、夜美がいきなりとんでもないことを言いだして、俺は卒そつ倒とうしそうになった。

「は、はあ!?　何言ってんだお前!?」

「もちろん、いますぐって話じゃありませんよ！　将来的に、です！」

　すぐそこにいる夜美が、真っ赤になりながらバチバチとウインクを飛ばしてくる。

　話を合わせろ、と言わんばかりに。

　──そ、そうか、動転してすっかり忘れてた！　いまの俺たちはラブラブな恋人だったな！

「それとも、ヤスはそんなに適当な気持ちで……その……私と付き合っているんですか……？」

「そそそんなことはないともお！　俺は夜美の巻いてくれたネクタイなら、それで首を吊つってもいいくらいだ！」

「覚かく悟ごのたとえがよくわかりませんけど、それくらい私一筋ってことですね？」

「あったりまえだろうがあああ！　首を吊つって死んで、転生先でも夜美と付き合いたいレベル！」

　それを聞き、むふーと満足そうに息を吐はきだす夜美。

「……せっかくの旅行ですから、いつも言えないこともちゃんと言って下さいね。彼女である私に、ここを改善して欲ほしいなー、とかきっとあるでしょう……？」

「そんなものはない！　夜美がいてくれるだけで、俺は幸せだからな！　ああ、今日も夜美のおかげで空気が美う味まい！」

「もう、大げさですよ、ヤス……」

　甘あまえるように言って、ぴったりとくっついてくる夜美。

「でも、私もヤスがいてくれて幸せです……」

　刹せつ那な、心臓を見えない手で鷲わし摑づかみにされたような感覚を覚え、ふらふらと蛇だ行こうしそうになる。しかし夜美に支えられていることもあって、何とかまっすぐ歩き続けることができた。

　くそっ、夜美のやつ、いつもこれくらい可か愛わいかったら……。

　一いつ瞬しゆんそう思ったけれど、残念ながらこいつのいまの態度は、打算からきた演技なのだ。

　こちらばかりダメージを受けているのが癪しやくだったので、俺も攻こう撃げきを繰くりだすことにする。

「……なあ夜美、目をつぶってくれないか？」

「へ……？」

　不安そうに見つめてくる夜美を見て、俺は内心でほくそ笑えんだ。

「な、なんで目をつぶるんです……？」

「理由を言わないといけない？」

　ベタな恋愛ドラマとかでよく見る光景だ。

　しかしいま肝かん心じんなのは、俺たちの間に恋愛感情がないこと。

　俺たちは、査定のためにそれっぽく演技をしているに過ぎない。ゆえに本当の恋人しかできないような──たとえば、キスとかは──絶対にＮＧだ。

　しかし夜美とは、その線引きを決めていない。ＮＧであるキス（もしくはそれ以上の行こう為い）を、俺があくまで恋人演技の範はん疇ちゆうとして捉とらえているかもしれない、と夜美が悟さとったとき、きっとこいつは動どう揺ようするはずなのだ。

　演技でファーストキスを奪うばわれるんじゃ、たまったもんじゃないよなあ！

　さあ怯おびえろ！　そして、みっともなく誤ご魔ま化かしの言葉を口にするがいい！




　──しかし次の瞬しゆん間かん、その場で立ち止まった夜美が意を決したように目をつぶり、逆に俺がとてつもなく動どう揺ようすることになった。

[image: ]




　──ちょっと待ってえええ！　あんた、何を素す直なおに目つぶっちゃってるんスか！

　まさか、目をつぶることがキスの前段階だってことをご存じない!?　これはそういうルールなんだってば！　閉眼はキスの枕まくら詞ことば的てきサムシングなんだってば！

　俺がただただ動どう揺ようしていると、夜美がうっすらと目を開ける。

　そして、

「……まだですか……？」

　いや、まだって何の話!?　俺は君に何もする気ありませんけど!?

「いや、その……夜美のまつ毛にゴミがついてたから取ろうと思ったんだけど、勝手に取れちゃったみたい……」

　苦肉の策でそう言ってから、すっと目を逸そらす。

「……意気地なし」

「まったく夜美のまつ毛にとりつくとは、ふてえゴミだ！　命拾いしたな！　次会ったらただじゃおかねえ！」

　夜美が小さく何か言ったような気がしたけれども、俺は空気を誤ご魔ま化かすために叫さけぶのに必死だったので、内容までは聞き取れなかった。
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　街をしばらく歩くうち、ようやく俺は落ち着いてきた。

　そうすると、辺りに意識を向ける余よ裕ゆうも出てくるというもの。改めていまいる場所を見み渡わたしてみても、本当に時代を間違えたかのような古風な街並みだった。

　また、特別な条件でしか来ることができないと言っていた割に、《夢見の街》には多くの人が生活しているように見えた。

　そのことを訊たずねると、夜美はいつものドヤ顔を浮かべて答える。

「人に見えるでしょうけど、大半は悪あく魔まですよ。色欲さまは寛かん大だいな神さまですから、サキュバス以外の悪あく魔まにもここにいる権利をあげているんです」

「……マジで？　人は見かけによらないって言うけど、人にしか見えないのにそうじゃない場合もあるんだな……」

「そもそも悪あく魔まは人の心を糧かてにしているわけですから、人の姿になるくらい簡単なんです」

「そしたら、お前も別の姿とかあるわけ？」

「ふ、もちろんありますよ」

　それを聞いて驚おどろいた。いままで夜美から、そんな話を聞いたことなど一度もなかったからだ。

「ここは空気が悪あく魔ま的に澄すんでいますからね。私もフルパワーになれそうです……ちょっと見せてあげましょうか」

「な、何だって……？」

「私はあと二回変身を残しています。その意味がわかりますか？」

　ドヤ顔でピースする夜美。よくよく考えると、ピースではなく「２」を表しているのだろう。

「──むおおおおおお！」

　古風な建物の立ち並ぶ道みち端ばたで、夜美はいきなり気合を入れ始める。

　人のものではないとはいえ、周りの目がすごい気になった。

　正直、やめて欲ほしかった。

　しばらくののち、夜美は一層のドヤ顔を浮かべると、くるくるとふた巻きほどマフラーを緩ゆるめて、俺から二歩ほど離はなれて立った。

「……どうです？　これが私の第二形態です」

「あ、羽が生えてる」

　夜美の背中から、コウモリのそれのような小さな黒い羽が生えている。

「なんだよ、あんまり変わんないじゃん」

　言いながら羽を触さわると、夜美はビクリと身体からだを震ふるわせて真っ赤になった。

「さ、触さわらないでください！　普ふ段だん表に出ない部分だから、敏びん感かんなんです！」

「変身して弱体化してるじゃねえか」

「これはまだフルパワーじゃありませんからね。最終形態は、容姿ともにかなり変わりますよ？」

「別に見たくないけ──」

「──むおおおおおおおおお！」

　俺の言葉を無視し、夜美はまた気合を入れ始める。

　相変わらず、周りの目がすごい気になった。

　やっぱり、やめて欲ほしかった。

「……ふう、これぞお待ちかね百パーセントォ！」

「あ、尻しつ尾ぽが生えてる」

　夜美の尻しり付近から、ウナギのような黒いにょろんとした尻しつ尾ぽが生えている。

　ちなみにウナギの色が黒いのは日焼けらしい。つまりかば焼きされる前に、あいつらはすでに焼けているわけだ。どうでもいい話だけど。

「なんだよ、結局あんまり変わってないじゃん」

　言いながら、尻しつ尾ぽを触さわった。夜美は今度身を小さくして「ひゃあっ……」と叫さけび、そのあと力なくぺたんと尻しり餅もちをつく。

「もう、なんで触さわるんですっ！　敏びん感かんだから触さわらないでって言ってるじゃないですか……」

「い、いや、だってお前さっきと違うって言うから……！」

　真っ赤になって涙なみだ目めで睨にらんでくる夜美を前に、俺はおろおろと狼狽うろたえた。

「サキュバス的パワーは跳はね上あがってるんです！　エリートサキュバスはちゃんと羽と尻しつ尾ぽを鍛きたえてますから、変身にメリットしかないんですよ！」

「それ、暗にお前はエリートサキュバスじゃないって言ってない……？」

「私の戦い方は、変身に頼たよってないのでいいんです！」

　夜美が手を差し出してくるので、ぐいっと引っ張って立たせてやる。

「……そしたら、お前はどうやって戦うんだよ？」

「リリィがフルパワーになってやっつけてくれます」

「完全に他力本願じゃねえか！　あいつがそばにいないときはどうするんだ！」

「もう他に守ってくれる人を見つけたからいいんです！」

　そう言って、また俺の腕にしがみついてくる。

「ずっと一緒にいればいいだけの話ですから！　ヤスはこれから一生私のそばを離はなれちゃダメですからね！」

「いや、それは流石さすがに無理があるだろ……」

　そんな馬ば鹿かなやりとりをしながら、街を歩く。

　グリムから手て渡わたされた「ラブラブ温泉旅行のしおり」は、夜美が持っている。どうやらいまは、今日向かうよう日程表に記き載さいされている場所を目指して歩いているようだった。

　街を進むにつれて、次し第だいに傾けい斜しやがきつくなってくる。この街は斜しや面めんにできていて、いま俺たちは街の上に向かって進んでいるらしい。

「あ！　ありました！　あの階段が登山口です」

「……登山口？」

　夜美の示した方を見ると、開かれた土面の広場の向こうに、長い登りの階段があった。脇わきには木々が立ち並び、少し視線を上にやると、森へと続いているのがわかる。

「え、いまから山に登るの？」

「そうですね。山の頂上に絶景スポットがあるそうです」

「そこが目的地ってことか……？」

「そういうことになりますね」

「俺、シティボーイなんだけど。おまけに文化系」

「大丈夫、大丈夫。私も普ふ段だん運動なんてしませんし」

　それは大丈夫って言わないんじゃないか。ダメなやつとダメなやつで足を引っ張り合う展開しか待っていない気がする。

「この辺りはモンスターとか出ませんから安心ですよ。足を動かしていさえいれば勝手につくので、難易度としては最低レベル」

「──いや、ちょっと待ってえ！　モンスターとか何の話!?　俺はその足を動かし続けることがしんどいって言ってるのに、さらに上の困難があったわけ!?」

「ですから、その心配はないと……ここはもう十年も前に、危険区域じゃなくなりましたから」

「……ひょっとしてお前たちの世界って、わりと死と隣となり合あわせだったりするのか？」

「人間は悪夢を見ますからね。悪夢はたまに色欲さまの御ご膳ぜんにも上がりますけど、あの方はそれを嫌きらってこの街に放り込むんです。それが魔ま物ものとなって暴れる感じです。つまり……」

「つまり？」

「つまり、もとをたどると人間が悪夢なんて見るのが悪いんですよ！　最近はストレス社会の進行とともに、この《夢見の街》の治安も悪くなっていますから、《悪夢対策委員会》が発ほつ足そくして事にあたってます」

　悪夢対策委員会。

「なんかお前らって、よく組織を作るよな」

「そりゃあ、みんなで知ち恵えを出し合う必要がありますから」

　ふっ、とドヤ顔を浮かべる夜美。流石さすが他人に頼たよりまくって生きているサキュバス、言葉の重みが違う。

「馬ば鹿かなことを言ってないで、行きますよ」

「待て、せめて山の上で何をするか教えてくれ。しおりに、それくらいは書いてあるんだろ？」

「温泉が待っています」

　夜美は何でもない風にそう言う。しかし、ほんのりと頰ほおが赤い気がした。

　温泉か……まあ温泉街エリアって聞いたときから、そうじゃないかと思ってたけど……。

「一応確認しておくけど、変な温泉じゃねえよな……？」

「ごく普通の温泉です。肩かた凝こりと冷えに効き……あと恋愛の成じよう就じゆにも効能があります」

「恋愛に効くのはごく普通の温泉じゃなくね!?　どういう成分!?　いったいどういう成分が入ってたら恋愛に効くわけ!?」

　そのとき、登山口の階段をちょうど下りてきた年配の男女がいた。

「うふふ、あなたったら、本当にスゴかったわ……また来ましょうね♥」

「タッパーにお湯を詰つめてきたから、しばらくは楽しめるよ♥」

「嫌いやだわ、まだあの人のところに帰してくれないの……♥？」

　ベタベタくっつきながら、彼らは俺たちの横を通り過ぎていく。

　去りゆく年配カップルの後姿を見守ってから、夜美が、はははと笑った。

「タッパーって（笑）ホテルの料理じゃないんですから。お湯を入れるならせめて水すい筒とうでしょう」

「突つっ込こむとこそこじゃなくね!?　いま変な会話してなかった!?」

「な、何を」

「スゴかったとか！　あの人のところに帰してくれないとか！」

「……行けばわかります」

「行きたくねえっつうの！　絶対お湯に変なもん混ざってるだろ！」

「──すでにラブラブな恋人同士である私たちにとっては、まったく関係のない効能です！」

　ひとしきり大きな声で、夜美はそんなことを言った。

　それで、俺はハッと状況を思いだす。

　そう言えばいま、俺と夜美は恋人なのだった。ついいつものノリで会話してしまったけれども、俺たちの動向には常に《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》の目が向けられていると考えておかなければならない。

「楽しみですねえ。運動後の温泉は格別ですよ」

　夜美は、ぐいっと俺の腕を引っ張って階段を登って行く。

　……何だったら、突とつ発ぱつ的てきにモンスターとか出たりしねえかな？　それでこの査定自体が中止になったりさ。

　しかし、登山の道中はいたって平和だった。途と中ちゆう足元が雪に変わり、引き返せるかもしれないと思ったのも束つかの間ま、近くに建っていた山小屋で登と山ざん靴ぐつをレンタルできたので、何の問題もなかった。

　しかもその靴くつを履はいた途と端たん、どういうわけか身体からだがほとんど疲つかれなくなったのである。

　それから山頂に向けて三、四時間以上は歩いたはずなのに、俺も夜美も息切れひとつしていないどころか、出発時点よりも元気になっているようにすら感じた。

　まるで目的地までの、一いつ切さいの困難が排はい除じよされているかのようだ……俺には、どうにもそう思えてならなかった。
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「『淫いんの湯ゆ』へようこそ、天谷夜美御一行さま。お待ちしておりました」

　山頂付近に建っているこれまた古めかしい温泉旅館が、しおりにあった目的地のようだった。

　入るや否いなや、若い仲居さんが俺たちを出で迎むかえてくれた。

　ははは、そうか、この温泉は淫いんの湯ゆと言いますか。金の湯とか銀の湯とかは聞いたことありますけど、淫いんの湯ゆは初めてですな。改名をお勧すすめしますな。

「チェックインをお願いします」

　ははは、今度はチェック淫いんときましたか──

「──って、チェックイン!?　泊とまるのか!?」

　我に返ったとき、俺は思わず大声で叫さけんでいた。

「当たり前でしょう。もうすぐ日も暮れちゃいますよ。夜の暗くら闇やみで、いまの道を帰る自信あります？」

「いや、サキュバスは夜になると強くなるんだろ!?　風ふ呂ろに入ったら、俺ごと飛ぶなりして麓ふもとまで一気に帰るもんかと思ってたよ！」

「何を馬ば鹿かな。そんな急な旅行がありますか」

　夜美は頰ほおをほんのりと赤く染め、コホンと咳せき払ばらいして仲居さんに向き直る。

「あの、大丈夫でしょうか？　お連れさまと何やら行いき違ちがいがあったようですが……」

「いえ、ご心配なく。ちゃんと泊とまります」

　ちょっと待って！　せめて予約は二部屋だよね!?

「そしたらこちらの鍵かぎをどうぞ。グリムさまから、最高級のおもてなしをするようにと賜たまわっております」

　その鍵かぎには『昇しよう天てんの間ま』と刻まれていた。

「あらかじめ言っておきますけど、変なサービスは結構ですので。私たちは二人っきりでゆっくりしに来ました」

「かしこまりました。それではお部屋の方に案内いたしますね」

「あの……俺の部屋は……？」

　勝手に物事が進むのをよしとせず、俺は待ったをかけた。

「はい？　ええ、ですから、いまからご案内いたします」

　にっこりと笑う仲居さん。

　ぐいっと俺の腕を引っ張る夜美。

　答えは明らかだった。

「……噓うそだろ……？」

「こ、恋人が別々の部屋に泊とまってどうするんですっ。ほら、行きますよ……」

　いや、お前は俺と一緒でいいのかよ!?　──ははあ、さては俺が三次元には欲情しないと思っていやがるな!?　そうだったな！　俺はお前がそばにいても、絶対にそういう気持ちにならないからな！　今日は安心して寝ろよ！

　通された部屋から受けた印象は、ただ物もの凄すごいの一言だった。

　まず、とにかく広さがすさまじい。中学時代八人くらいで泊とまった部屋でも、ここまで大きくなかったと思う。

　そして、ほとんど壁かべ一いち面めんをガラス張りにしているのかと思うほど大きな窓から、遥はるか彼方に脈々と連なる山々が見える。

　雪の冠かんむりを抱いだくそれらが夕日の光を浴びて真っ赤に光ひかり輝かがやく幻げん想そう的な光景は、まさしく絶景と呼ぶほかない……。

　俺があまりの美しさに啞あ然ぜんとしている間に、仲居さんはおっとりした様子で部屋の説明を始める。もちろん俺には、そんなものなど聞こえていない──と、そのとき彼女が部屋の奥にある引き戸をガラガラと開いた。

「こちらからお部屋専用の温泉に行けますので」

「──は？」

　……え、いまなんて言った？　専用の温泉とか聞こえたんですけど？

「それではお部屋の説明は以上になります。何かご不明な点がございましたら、何なりとお申し付け下さいませ」

「ありがとうございます」

「また少ししたら、夕食をお持ちいたしますね。それでは、ごゆっくり」

　夜美と俺に向け、それぞれ一度ずつ深々と頭を下げて退室する仲居さん。

　だだっ広い部屋がシンと静まり返り、俺は気まずさでいっぱいになった。

　夜美がのろのろした動作でマフラーを外し、ようやく俺たちは何時間ぶりかというレベルで距きよ離りを取る。

「……二人っきりですね」

　そう言って、夜美はちらりと俺の方を一いち瞥べつした。

　いや、そうだけど改めて言うなよ。意識しちまうだろうが……。

　俺は夜美から目を逸そらしながら、その場に腰こしを下ろした。

　ここにも査定の目は届くのかという質問は、すんでのところで吞のみ込こむ。

　当たり前のことを聞いて、俺たちの動向を見守るやつらに不自然さを与あたえてはならないからだ……。

「お風ふ呂ろ、入ります……？」

「さ、先入っていいよ！　俺はもうちょっと休きゆう憩けいしてから入るからさ！」

「……じゃあもう少し休きゆう憩けいしましょうか」

　夜美は持ってきていたカバンをゴソゴソやり、中からトランプを取りだす。

「……ババ抜きしましょうか？」

「……二人で？」

　また嫌いやな沈ちん黙もくがあった。

　こういうときの救世主、スマホを取りだして眺ながめる。

　しかしホームボタンを押しても、スマホはブラックアウトしたまま動かない。

「残念ながら、この世界ではそういう電子機器は使えませんよ」

「……マジか」

「あの、やっぱりお風ふ呂ろに」

「ちょ、ちょっと疲つかれたから横になろうかな！　夜美は先に入ってきたら!?」

　慌あわててごろりと横になり、夜美に背を向ける。

　しかし背後でゴソゴソ動く音が聞こえたかと思うと、俺の顔に影かげが落ちた。

　ハッとなって視線を上げると、夜美の赤面顔が俺を見下ろしているではないか。

「……お疲つかれでしたら、私がマッサージしてあげます。はい、うつぶせになってください」

「い、いや、そんなこと別にいいから！　夜美も疲つかれてるだろ──」

「私にも後でマッサージしてくれたらいいですから！」

　夜美は暴れる俺をうつぶせに押し倒し、ふとももを両足で挟はさみ込こむようにしてのしかかってくる。

「う、うぅっ……!!」

「はい、そしたらマッサージしますよ。凝こってるとこがあったら言って下さいね」

　背中にぐっぐっと圧力がかかるのを感じる。

「ふ、ふむ、なるほど……」

「ど、どうかした？」

「いえ、ヤスもやっぱり男の人なんだなって……おっきいですね、背中……」

　それを聞いて、一いつ瞬しゆんにしてカッと血が顔に上ってくる。

　風ふ呂ろに入る前から、のぼせあがってしまいそうだ。

「──タイムタイム！」

　叫さけんで畳たたみをバシバシとタップする。このままでは、頭がどうにかなってしまう。

　夜美が身体からだの上から退いたのを確認して、俺はガバッと身体からだを起こした。

　瞬しゆん間かん、夜美と目が合う。それからしばらくの間、俺たちは見つめ合っていた。

「お、お風ふ呂ろに……」

　夜美がかすれ声を出す。

　……俺の頭には、もうこの窮きゆう地ちを脱だつする方法が思い浮かばなかった。
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　あの部屋専用の温泉とやらは、そりゃあすばらしいものだった。

　まず何よりも露ろ天てん。これだけでポイントが高い。

　木製の柵さくの向こうには森が広がっていて、振ふり積もった雪が木々に白い雪ゆき化げ粧しようを施ほどこしている。日本的な情じよう緒ちよも完かん璧ぺきである。

　……しかし、いまの俺にはそんなものを楽しむ余よ裕ゆうがなかった。

　半ばパニック状態になりながら、いそいそと身体からだを洗っていると、後ろから引き戸がガラガラと開かれた音が聞こえてくる。

　それからペタペタとこちらに足音が近づいてきて、椅い子すが床ゆかを擦こする音──次いで、隣となりに誰かが座る気配。

「はあ……す、すごくいいお風ふ呂ろですね……？」

　澄すんだ空気に声が響ひびき渡わたり、俺はますますドキリとした。

　目だけを動かして一いつ瞬しゆんだけ横をちら見すると、そこには確かにタオルを身体からだに巻いた夜美がいるのがわかった。ほんの少しの時間だったにもかかわらず、起き伏ふくのついた柔やわらかそうな身体からだのラインが脳のう裏りに焼きついて離はなれない……。

　以前、夢の中で同じような光景を目まの当あたりにしたことがあるけれども、いまはどうしようもなくリアル。臨場感も質感も半はん端ぱないし、何だったら逆に意識を失ってしまいそうになるほどの緊きん張ちよう感までひとセットだ。

「……ヤス？」

「ああ、うん！　いい風ふ呂ろだなあ！　こんな贅ぜい沢たく、一生かかっても味わえねえやつもいるに違いねえよ！　俺は本当に運がいい、ははっは！」

「お背中、流しますね……？」

「え」

「せっかく、一緒に入ってるんですし……」

「いいいいいや、いいって！　もう洗ったし！　あとはもう湯船に浸つかって出るだけ！」

　むしろ湯船すらショートカットしてもいいくらいだ。

　しかし夜美は俺がみっともなくわたついている間に、座っている椅い子すと一緒に、俺の背後に回ってしまう。

「──やめな！　俺の背後に立つんじゃねえ！」

　……とでも、いつものふざけた調子で言えたらよかったのだろうが、いまの俺にできたのは歯を食いしばりながら、身体からだを硬こう直ちよくさせることだけ。

「ね、ヤス。夢でヤスが私にさせたこと覚えてます……？」

「……うえ」

　何か変な声しか出てこないんですけど。緊きん張ちよう感かんがピークになると、人間は人間性を失うのか。

「か、身体からだを使って洗ってって、ヤスはそう言ったんですよ？　あのときは、本当に恥はずかしかったんですからね……？」

　背中に柔やわらかい何かが押し付けられ、俺は飛び上がりそうになった。

「ざ、残念でした……今日は普通にタオルで洗いますから。あんな恥はずかしいこと、まだしてあげません……」

　まだって何なんだ！　そしたらいつかはしてくれるってのかよ！

　背中を夜美の手がゴシゴシと往復し、その度にむず痒がゆい気持ちになる。わけがわからないくらい気持ちがよくて、わけがわからなかった。わけがわからないという言葉の意味を知りたかったら、風ふ情ぜいある温泉で女の子に背中を流してもらうといい。

　背中にお湯がかけられ、ついていた泡あわが流れ落ちる。

「……はい、今度は交代です」

「……うえ？」

　夜美は隣となりに移動して向こうを向き、タオルを後ろだけはだけさせる。

　真っ白い背中が露あらわになり、俺は心臓を直接なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「……早く身体からだを洗ってお湯につからないと、風か邪ぜひいちゃいます……」

　見ると、夜美の背中は小さく震ふるえていた。

　い、いかん！　とっとと洗って湯船につけないと、夜美が風か邪ぜをひいてしまう！

　俺は意を決してタオルを手に取ると、石せつ鹼けんで泡あわを立ててから、夜美の背中を極力見ないようにして、ごしごしと洗い始めた。

　手先を見ていないこともあってか、ときどき俺の繰くりだしたタオルの軌き道どうが夜美の背中からずれた。女の子の背中は随ずい分ぶんと小さいらしい……。

　洗面器に張ったお湯で泡あわを流してから、俺は逃にげるようにして湯の方に駆かけだした。

　ザバンとつかって、いい湯であることを「うむ」と確認してから、俺は即そく座ざにこの場からの撤てつ退たいを選せん択たくした。

「……ちゃんと肩までつからないとダメですっ」

　──が、ダメ！

　タオルを巻き直した夜美が逃にげようとする俺の前に立ちふさがり、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。

　俺は湯の中を後退した。それと同時に、夜美は前進してくる。

「……はい、そこで腰こしを下ろしてください」

　仁に王おう立だちする夜美の迫はく力りよくに押され、言われるがままに腰こしを下ろす。

「はあ、いいお湯ですね」

　……気づいたとき、俺は温泉の中央で体育座りしていた。

　もちろん、すぐ隣となりに夜美。肩がときどき触ふれあい、その度に電でん撃げきのようなものが身体からだを流れる。

　俺はなぜこんな試練を受けているのかわからなくなり、泣きそうになっていた。

　ひどすぎる。いったい前世でどんな悪行を働いたら、こんな目に遭あわせられるってんだ？

　すぐそこにほとんど裸はだか状態の夜美がいて、それでいて手出しすることは禁じられている。

　……いや、手の出し方も知らないんだけどさ。童どう貞ていだし。

　ともかく、これ以上の拷ごう問もんがあるだろうか？

「このお湯には催さい淫いんの効果があるそうですよ……？」

　そのとき、夜美がいきなりそんなことを言いだす。

「え」

「つかってると、え、えっちな気持ちになっちゃうそうです……絶対に普ふ段だんはそんなことをしないっていう人でも、ムラムラとそういう気が湧わいてきちゃうとか……」

　つまりは媚び薬やくというやつか。いや、それはなんとなく想像ついてたけど。

　ふもとで会った年配カップル（おそらく不ふ倫りん）がそれっぽいこと言ってたし。

　しかも名前が「淫いんの湯ゆ」ときた。

　でも、それが何……？

「だ、だから、全部このお湯が悪いんです……私、いま変な気持ちになってますけど……私のせいじゃなくって……その……」

　そう言って夜美はさらに距きよ離りを詰つめ、俺にぴったりとくっついてくる。

　カッと頭が熱くなったと思った途と端たん、俺はふわりと不思議な浮ふ遊ゆう感かんを得た。

　そして次の瞬しゆん間かん、俺は温泉の上に浮かび上がり、第三者的視点かつ空くう中ちゆう浮ふ遊ゆう者しや観点から、ぴったりとくっつく俺と夜美の姿を見ていた。

　──なんだこれは。なんで俺が俺を見ている？

　不思議と頭は冷静だった。ただひたすらに夜風が気持ちいい。

「よ、夜美……！」

　そのとき、眼下の俺が大声を出す。

「だったら、俺だって悪くねえからな！　全部このお湯が悪いんだ！　俺は……俺は……!!」

　それから、ガバッと夜美に抱だきつく。

「きゃっ……」

「もう我が慢まんできねえ！」

　──な、何をやっていやがる！　やめろ、俺の許可を得ず勝手なことをするんじゃねえ！

　そう叫さけぼうとしても声が出ない。

　仕方がないので、俺は勢いよく夜美に襲おそいかかる俺に襲おそいかかった。

　そして、隙すきだらけの無防備な後頭部にヘッドバットを決める。

　生き物というやつは、攻こう撃げきの瞬しゆん間かんが隙すきだらけになるというのは本当らしい。後頭部を攻こう撃げきすることに若じやつ干かんのためらいを覚えるほど、俺は冷静だった。

　目の前にパッと火花が散り、視界がぐるぐると回転する……次の瞬しゆん間かん、俺は口の中に熱い湯が流れ込んでくるのを感じた。

「──ヤス！　ちょっと、ヤス！　大丈夫ですか！」

　遠くから、夜美の声が聞こえた。

　しかしその声はますます遠くなり、俺の意識は吸いこまれるようにして闇やみに落ちていった。
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　はっと気がつくと、俺は布ふ団とんの中にいた。

「こ、ここは……」

「あ、気がつきました……？」

　声のした方を見ると、浴衣ゆかた姿すがたの夜美が心配そうな顔で俺を見つめていた。

「温泉で、ヤス……のぼせちゃったみたいで……」

「マジか……」

　言いながら身体からだを起こす。

　俺も浴衣ゆかた姿すがただった。もぞもぞ下半身をまさぐると、きちんとパンツも穿はいていて「これはいったいどういうことだい？」と世界を問とい詰つめたくなる。

「りょ、旅館の人に手伝ってもらって、ここまでヤスを運んだんです。着き替がえもそのときに……」

　俺の挙動を見て、真っ赤になりながら目を泳がせる夜美。

　それ以上を深く追及すると立ち直れなくなれそうなので、俺は即そく座ざに気持ちを切きり替かえることにした。

　そうとも、何はともあれ、先ほどの窮きゆう地ちを逃のがれることができたのだから！　いまから思うと幽ゆう体たい離り脱だつ的てきなオカルト体験をしていたような気もするけど、あの場を切り抜けるためなら大したことじゃない！

「迷めい惑わくをかけたな……その、ごめん」

「い、いえ、ヤスが無事でよかったです……。急に抱だきついてきたときはびっくりしましたけど……」

「だ、抱だきついたっていうか、倒れ込んだけどな？　意識が朦もう朧ろうとしてたからさ！」

　誤ご魔ま化かすように言ってから、俺はほっと安心の息を吐ついた。

　もう温泉イベントは終わりだ。夜美がもう一回一緒につかりたいと言っても、のぼせて迷めい惑わくをかけてしまったことを盾たてにすれば、不自然なく拒きよ否ひできるはず。

　実際のところ、温泉と聞いたときから、正直混浴になるかもしれないという心づもりはあった。

　それを乗のり越こえたのである。この旅行のピークは完全に過ぎ去り、俺は自分を褒ほめてやりたい気持ちでいっぱいだった。

　内心でほくそ笑えみながら、布ふ団とんから出る。

　……そして自分の布ふ団とんの隣となりに、ぴったりと別の布ふ団とんがくっつけて敷しかれていることに気がついた。

「……これは何だい？」

「私の布ふ団とんです」

　夜美は、ますます顔を真っ赤にして答える。

「さっき、ヤスの布ふ団とんを敷しくならついでに私用のやつも敷しいちゃおうって旅館の人が……」

　それを聞いて、ぶわりと全身から冷ひや汗あせが吹ふきだしてくるのを感じた。

　こ、この距きよ離りはまずいだろ！

　直接狙ねらえる距きよ離りじゃん。誰だ、こんなところでファール取られたやつ……。

　そのときノックが響ひびき、最初に対応してもらった仲居さんが部屋に現れる。

「あら、お連れさまがお気づきになりましたか？」

「さっきはありがとうございました」

　俺に代わって、夜美がぺこりと頭を下げる。

「それではお夕食をお持ちしましょうか。それとも、もう少しあとにした方がよろしいですか？」

「……どうしましょう、ヤス」

　おずおずと俺に決定権を預けてくる夜美。

　そんな夜美が可か愛わいく見えて仕方ない。きっと、さっきの温泉の効能がまだ残っているに違いないと自分に言い聞かせ、ブンブンと頭を振ふる。

　お風ふ呂ろにする、ご飯にする、それとも私？

　そんな馬ば鹿かなテンプレが脳のう裏りをよぎる。

　お風ふ呂ろは終わった。じゃあご飯を食べたら、その後は……？

「ま、まだいいですう！　全然お腹なか減ってないので！」

　慌あわてて叫さけぶ。しかし実に間の悪いことに、そのとき俺の腹がぐうと鳴った。

　それを見て、夜美は苦く笑しようしながら仲居さんに向き直る。

「持ってきてください」

「かしこまりました」

　運ばれてきた夕食は見たことがないくらい豪ごう華かな料理だったけれども、緊きん張ちようでほとんど味がしなかった。

　口を動かしていても、俺の頭には先ほど温泉で見た夜美の身体からだがずっと浮かんでいる。

　くそっ、恐おそろしきは媚び薬やくの効能！

　普ふ段だんなら何とも感じないはずなのに、いまでは夜美のことしか考えられない。

　これは違うこれは違う、と念じていると、目の前ににゅっと箸はしが突つきだされる。

「……え」

「お行ぎよう儀ぎは悪いですけど。はい、あーん」

　夜美が俺に料理を差しだしていた。

　潤うるんだ瞳ひとみ、火ほ照てった頰ほお、浴衣ゆかたの下に伸びた真っ白い脚あし……。




　目の前にいる女の子は、世界一可か愛わいかった。




　完全に日は落ち、真っ黒になった大きい窓に俺の姿が映っている。

「お、俺は……」

「はい？」

「俺は何だ、夜美……？」

　喉のどから出てくる声は震ふるえていた。

「何って、ヤスでしょう？　その……私のとっても大事な恋人です……」

　それは、そう言わないといけないから言っているんだろう。あくまで俺たちの関係はいまだけの一時的なもので、この日が終わればすべてが元に戻る。

　俺はただのオタクなんだ……しかも、そこらへんにいっぱいいる十じつ把ぱ一ひと絡からげの野の良らオタク……世界一可か愛わいい夜美にはふさわしくない……。

　そう思って、なけなしの理性を働かせる。

　夕食が終わってからも、俺たちは手て持もち無ぶ沙さ汰たのまま部屋の中で過ごした。

　置時計のチッチッという音だけが響ひびき、気まずい沈ちん黙もくが場を支配していた。

「そろそろ、寝ましょうか……？」

　夜美がそう言って、布ふ団とんのそばに行く。

　もう俺も無む駄だな抵てい抗こうをしなかった。

　ここを乗り切れば、全てが終わる──そのはずだ。

　不思議といまの俺は冷静だった。




　窮きゆう地ちの中、訪おとずれた悟さとり。




　そう、最初から認めてしまえばよかったのだ。

　夜美は可か愛わいい。それも、世界一可か愛わいい。

　そんな簡単なことを認められないばかりに、随ずい分ぶんと苦労していた気がする。

　俺は世界一可か愛わいい夜美と釣つり合あうような人間じゃないのだ！　だからこそ、手を出してはならない！　そうとも、今後はこの方向で自分を勇気づけていく……。

　電気が消え、しばらくしてからごそごそと俺の布ふ団とんに夜美が潜もぐりこんでくる気配を感じた。

「真っ暗は苦手ですから……一緒に寝てもいいですか……？」

　そして、背中に柔やわらかい身体からだが押し付けられる。

「……や、ヤスの匂においがします……これなら怖くありません……」
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　前に回ってきた夜美の手が、俺の腕をさすさすと撫なでた。どうしようもない緊きん張ちようで総そう毛け立だっていることが、もうばれてしまっているに違いない……。

　思わず小さく身じろぎすると、手が夜美の柔やわらかいふとももに触ふれた。それでさっき見た真っ白な脚あしを思いだし、俺はゴクリと喉のどを鳴らしてしまう。

　はっきり言って気が気でなかったけれども、俺はすでに悟さとりを開いているのだ。

　夜美は可か愛わいく、俺はそんな夜美にふさわしい男ではない！　考えろ、俺！　お前は十じつ把ぱ一ひと絡からげのオタクなんだぞ！

　念仏のように自分サゲを行う。そうして俺は、背中にじっとりと汗あせをかきながら、夜美がすうすうと寝ね息いきを立てるのを待ち続けた。





※






　悶もん々もんとしたまま、時間が経過する。

　途と中ちゆうから何と戦っているのかさっぱりわからなくなり、自分本来の目的をハッと思いだしたときには、すでに事態は取り返しのつかないところまで進行してしまっていた。




　……あれ、俺って夜美の意識を俺に向けさせようとしてこの旅に来たんじゃなかったっけ？

　……なのに何で卑ひ屈くつになってまで、こいつアゲをしようとしているんだ？




「むにゃ……ヤス、やっと私と……むへへ……」

　ドヤ顔で寝ね言ごとをほざく夜美を見下ろしたときには、すっかり温泉の余熱も冷めきり、俺はこんなポンコツサキュバスのことを「可か愛わいい」と認めてしまった自分が恥はずかしくなり、バタバタと一人でのたうち回ることになったのだった。
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　まどろみの中、誰かが言い争う声が聞こえて、俺は寝ぼけまなこをこすった。

　片方の声には、なんだか聞き覚えがある気がする。

「……お姉ちゃん、ちょっと──話を聞いてってば！　勝手にここを使ったのは悪かったって！　謝あやまるから！」

「わたくしはあなたに怒っているのではありませんよ、グリム。わたくしは──この──汚きたならしい──俗ぞく物ぶつに怒っておりますの……!!　わたくしの可か愛わいいグリムに手を出しただけに飽あきたらず、他の女と一夜を共にするとは！」

「ウチは別に手を出されたりしてないし！」

「いいえ、わたくしには全てお見通しですのよ。あなたが毎日いじらしくもつけている日記を、わたくしが知らないと思って？」

「……え？」

「あなたには恋こい焦こがれる殿との方がたがいる……そして、最近あなたはこの男の周りをこそこそとつけ回っていた……これらのことが示すのは一つ！」

「ち、違うし！　てか、人の日記を勝手に見ないでよ！」

「妹のプライベートを把は握あくしておくのは、姉として当然の務め！　悪い虫が寄りつかぬよう、見張っていなければなりませんからね！」

　うるせえなあ、と寝ね返がえりを打とうとした瞬しゆん間かん、顔にふにょんと柔やわらかい感かん触しよくが襲おそってくる。

　違い和わ感かんを覚えてゆっくり目を開くと、そこには肌はだ色いろが広がっていた。

「……？」

　頭を引いて、その謎なぞの柔やわらかい物体の正体を確かめようとする。

　そうして広がった視界が、幸せそうな顔で寝ね息いきを立てる夜よ美みの姿を捉とらえた。

　浴衣ゆかたがはだけ、その胸むな元もとが大きく開かれている。ちょうどそこに、いま俺は顔を押し付けていたらしく……。

「────うわあああああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようし、ごろごろと床ゆかを回転しながら夜美から遠ざかる。

　理解は一いつ瞬しゆんでやってきた。

　そう言えば、俺は昨日夜美と一夜をともにしたのだ。そして、暗くら闇やみが怖いとか極きわめて悪あく魔まらしくないことを言ったあいつが、俺の布ふ団とんに潜もぐりこんできて……。

「……お目覚めのようですわね、俗ぞく物ぶつ」

　頭上から冷ややかな声が聞こえ、俺はハッとなって上を見上げた。

　黒い着物を着こんだ女性が、憎にく々にくしげに俺を睥へい睨げいしている。

　真っ黒で艶つやのある髪かみを腰こしまで伸ばし、目鼻立ちが彫ちよう刻こくのように整っている美女……。

「……え、誰？」

「俗ぞく物ぶつに名乗る名前などありませんわ！」

「わあ、危ない！」

　視界の外から例のグリムが現れ、黒くろ髪かみの女性の腰こしにタックル気味に飛びつく。

　──刹せつ那な、すさまじい轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、近くの畳たたみがごっそりとこそげ落ちた。

　その周囲に、黒い炎ほのおがメラメラと燃もえ盛さかっている。

「ちょ、お姉ちゃん！　いきなりそんな力使うなんて、何考えてるわけ!?」

「放しなさい、グリム！　これは粛しゆく清せいなのですわ！　あなたをたぶらかした男……!!　こんな汚けがらわしい者に、生きている資格などありません！」

　女性は瞳ひとみに狂きよう気きじみた光を宿し、俺を睨にらみつけてくる。

　わけがわからなくて、俺は右往左往する羽目になった。

　なんでこの人、こんなに怒ってるんだ？　そもそも、この人誰だ？

　グリムが「お姉ちゃん」と呼んでいたということは、彼女の姉し妹まい？　にしても、なんでそんな人がいま急に現れる……？

　様々な疑問を頭に浮かべながら、俺はふいとそばの畳たたみに目をやった。

　畳たたみはプスプスと煙けむりを上げ、炭化してしまっている。どうすればこんなことができるのかはさておいて、ともかくこれをやったのはこの女性で間違いないらしい。

　そして彼女はどうやら状況的に考えて、俺に向かってこの力を放ったらしい……。

　そこまで考えたとき、俺はゾッと寒気を覚えた。

　尻しり餅もちをつきながら、ずりずりと後ずさる。

　ずりずり……ずりずり……ふにょん。

　手が柔やわらかいものに触ふれる。

「──ん？」

　違い和わ感かんを覚えて見ると、俺の手が夜美の胸にジャストミートしていた。

「────うわあああああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようし、ごろごろと床ゆかを回転しながら夜美から遠ざかる。

「……覚かく悟ごを決めたようですね、俗ぞく物ぶつ！」

　頭上から冷ややかな声が聞こえ、俺はまた慌あわてて上を見上げた。

　憎にく々にくしげにこちらを睥へい睨げいする女性。

　さっきの位置に帰ってきていた。

「ま、待ってくれ！　これってどういう状況!?」

「……うるさいですねえ、もう」

　そのとき、背後で夜美の声がした。むにゃむにゃしていて、しっかり舌が回っていない感じだった。

「ああ、夜美っち、起きた!?　い、いま超ちようヤバいから！　彼氏連れて逃にげて！」

「……あれ、何でグリムが私のお家うちにいるんです？」

　言いながら、きょろきょろと辺りを見回した夜美は、俺を見てピタリと動きを止める。

「──むわああああ、ヤス!?　……ああ！　っていうか、そうでした！　いまは温泉旅行中でしたね！」

「そんなものはおしまいですよ、天あま谷がい夜美さん」

　仁に王おう立だちする女性が、ピシャリと言い放つ。

「え……お、オトギさま!?」

　彼女を見るや否いなや、夜美はますます目を白黒させた。

「ど、どうしてオトギさまがここに!?」

「知れたこと。粛しゆく清せいを与あたえに来たのですわ」

「粛しゆく清せい……？」
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　わたわたとひとしきり慌あわててから、夜美はその場でビシリと完かん璧ぺきな土下座の体勢を取る。

「ははあ……!!　わたくしめは卑いやしくも従順なサキュバスでございますう！　オトギさまのご尊顔を拝見し、恐きよう悦えつ至し極ごくでございますう！」

　急に何をそんなにへりくだってんだよ、お前は。

　夜美の態度を見て、「オトギ」と呼ばれた女性は少し怒りを和やわらげたようだった。

　彼女は夜美と俺の間で、視線を何度か往復させてから、

「……昨夜はわたくしの管理する施し設せつで、随ずい分ぶんと楽しんだようですわね、夜美さん？」

「そ、それは……！　その、グリムが『そうしたら？』って提案してきて……」

「お黙だまりなさい！　わたくしのグリムがそんなことを言うはずがありませんわ。この子の純じゆん粋すいさに目をつけ、あなたがよからぬことを教え込んだのでしょう」

「ちょっとお姉ちゃんやめてよ、恥はずいから……」

「あなたは何も気にすることなんてないのですわ、グリム」

　おろおろするグリムに、にっこりと微ほほ笑えみかけるオトギ。

　あまりにも整った顔立ちの彼女が浮かべる微ほほ笑えみは、まるで聖女のそれに見えた──しかし次の瞬しゆん間かん、その顔が修しゆ羅らの如ごとく歪ゆがむ。

「あなたには罰ばつを与あたえなければいけませんね、夜美さん？　あまりにも重い罪……わたくしのグリムをそそのかし、己おのれの欲求を満たすために利用したのですから。しかも見せつけるようにして、グリムの思い人を寝ね取とるとは！」

「えーっと……寝ね取とる、とは……？」

「とぼけたことを！　この男と昨晩肌はだを重ねたのでしょう！　あなたの乱れた姿を見れば、ここで何があったかは火を見るより明らか！」

　それで夜美はハッと顔を赤くし、寝ている間に乱れた浴衣ゆかたを整えた。

「私は寝ね相ぞうが悪くて……こ、ここでは、その……何もありませんでした。ねえ、ヤス……？」

「馬ば鹿かな！　男と女が一晩同じ部屋にいて、何もないわけがないでしょう！」

「私もそう思ってたんですけど……」

「わけのわからぬことを言う方ですわ！」

　再び激げつ昂こうするオトギ。

「ちょっと思ったことを言ってもいいスか……？」

　流石さすがに黙だまっていられず、俺はおずおずと手を挙げた。いまだに状況がよくわからなかったけれども、一つ確かなことがある。

「何です、俗ぞく物ぶつ？」

「グリムって、その……確か偉えらいサキュバスなのでは……？」

「当然でしょう？　わたくしの妹なのですから」

　ふんと鼻を鳴らし、オトギは得意そうに胸を張った。

「それじゃあさ、サキュバス界では、世間的な地位よりも血けつ縁えんの方が重視されるわけ？」

「何が言いたいのです？」

「サキュバスカーストでは、グリムの方があんたよりも上じゃないの？」

　それを聞いて、オトギが眉まゆをひそめる。

「……はあ？」

「色しき欲よく五ご覇は星せいっていう組織は、サキュバス界でもかなり力があるって聞いてたんだけど。グリムはその一員なんだろ？」

「いずれその日が訪おとずれることを願っておりますわ。しかしいまは違いますよ」

「……ヤバ」

　グリムが小さく呻うめくようにして言い、今度は俺が眉まゆをひそめることになった。

「違う？　グリムは託たく宣せん等とう級きゆうの五位にいるって聞いてたけど」

「愚おろかなことを。それはわたくしです」

「え」

「《色しき欲よく五ご覇は星せい》五ご等とう巫み女こ、纏糸まといオトギ。色欲さまの寵ちよう愛あいを受けた栄はえあるサキュバスにして、夜空に一ひと際きわ輝かがやく色しき欲よく座ざ五ご芒ぼう星せいの一角を任された巫み女こ……それがわたくしですわ」

　彼女の言葉には、いままで認にん識しきしていた情報との齟そ齬ごがあるような気がして、俺はますます困こん惑わくすることになった。
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「……いや、おかしいだろ。だって俺はグリムが託たく宣せん等とう級きゆうの査定をするとか言いだしたから、ここに来たんだぞ」

「何を言っているのです？　たとえグリムがどれほど優すぐれたサキュバスであろうと、いまのこの子にそんな権限はありませんわ」

「でも現に、俺はこうして査定のためにここにいるわけだし……」

「どういうことです……？」

「どういうことはこっちの台詞せりふだってば」

　話がいまいちかみ合っていない。

　オトギは俺に怪け訝げんな眼まな差ざしを向けていたけれども、しばらくして、すっとその矛ほこ先さきを夜美に移した。

「……夜美さん？」

「は、はひ！」

　急に自分の名前を呼ばれ、正座したまま背筋をピンと伸ばす夜美。

「説明してもらえませんこと？　何やらこの俗ぞく物ぶつは勘かん違ちがいをしているようです。いったい、彼に何を吹ふき込こんだのです？」

「それはその……つまり……」

「夜美っちが、そっちの彼氏ともっと仲良くなりたいっていうからさ。ウチが力を貸してあげようと思って」

　ごにょごにょと言いい淀よどむ夜美に代わって答えたのは、グリムだった。

「むわああああああ！　な、何を言うんです、グリム！」

「もうこうなっちゃったら、正直に言うよりしょうがないっしょ？」

　言いながら、グリムは観念したように肩をすくめる。

「待って、待って！　そんなことをしたら──」

「つまりね、《色しき欲よく五ご覇は星せい》の名前を借りて、ウチら一ひと芝しば居い打ったってわけ」

「──や、ヤスは聞いちゃダメです！」

　グリムを止められぬと判断したのか、夜美は今度俺との距きよ離りを猛もう然ぜんと詰つめ、耳を塞ふさごうとしてくる。

「うるさいですわ。グリムのお話が聞こえないでしょう」

　バタバタと動く夜美を見とがめ、オトギがさっと手を振ふった。すると黒い炎ほのおのようなものが突とつ然ぜん現れ、夜美にまきつく。

「──わああああああ！　むわあああああああああ！」

　身動きが取れなくなっても夜美は騒さわいでいたが、オトギがどこからか取りだしたガムテープを口に貼はられ、「うー、うー！」としか言えなくなる。

「……これでよし、と。さてグリム。あなたのお話を聞かせてくださいます？」

「うん。まあまあ、夜美っち。そんなに睨にらまないでよ。悪いようにはしないからさ」

　それから、グリムは説明を始めた。




　夜美とグリムの本当の関係は、どうやら昔からの友人という話だった。

　今回の事の発ほつ端たんは、グリムがそんな昔なじみの夜美に恋愛相談をしたこと。

　グリムは夜美が最近仲良くなったとある男の子に一目ぼれをしてしまい、その紹しよう介かいを夜美に頼たのんだらしい。

「夜美っちも夜美っちで悩んでたみたいだったからさ、それを解決してあげる代わりに、ウチの方もヨロシクってわけ」

「おい、ちょっと待て。そしたら、お前がサキュバス界の偉えらいさんだっていうのは……」

「噓うそに決まってんじゃん？　言ったっしょ？　《色しき欲よく五ご覇は星せい》の名前を借りて、一ひと芝しば居い打ったってさ」

　あっけらんと笑うグリムを見て、俺は大きな脱だつ力りよく感を覚えた。

　なんだそれ……？　噓うそ……？　芝しば居い……？　しかし、いったいどこまでが……？

「リリっちとかとも口裏を合わせて、色しき欲よく五ご覇は星せいのふりをしようってなったんだよね」

　そう言えば展示会場で会ったとき、リリィのやつは用よう意い周しゆう到とうな感じだった。あそこから、こいつらの計画は始まってたってことか？

「そのために、ウチがお姉ちゃんになり切ってさ。モデルが身近にいたから、やりやすかったんだけど。結構、それっぽかったでしょ？」

「わ、わたくしになり切って……？　グリムが……？」

　なぜか顔を赤らめ、もじもじし始めるオトギ。

　グリムは手をひらひらと振ふりながら、いたずらっぽく笑った。

「そうそう！　口調とか真ま似ねしてさ。『威い厳げんのある五ご等とう巫み女こさま』のふりをしてたの。あることないこと言っても、格式あるしきたりだからって説明すれば押おし通とおせると思って」

「それじゃ、まさか託たく宣せん等とう級きゆうをサキュバスが貰もらうためには、パートナーが必要だってのも……？」

「あはは、そんなわけないじゃん！　でも、あんた完全に引っかかってたよね？」

　こいつ、マジでふざけんじゃねえぞ！

　俺はあまりの衝しよう撃げきで、頭を抱かかえたくなった。

　全部、噓うそ、うそ、ウソ！　……ってことは昨日のあれやこれも、全部やる必要のないことだったってこと？　査定云うん々ぬんの話が噓うそなら、そういうことになる。

　昨日の俺ってば、我ながらかなり頑がん張ばってなかった？　あれが全部徒労ってこと？

　がっくりと脱だつ力りよくしながらも、夜美を睨にらみつける。

　そのとき、グリムがあくまでも軽い調子で続けた。

「騙だますみたいなことしてごめんね？　でもさ、あんたもいい思いできたからいいっしょ？　夜美っち超ちよう可か愛わいかったし。そろそろさ、ちゃんと夜美っちの気持ちに気づいてあげなよ」

「よ、夜美の気持ち……？」

「鈍にぶいよねえ、ほんと。あんたのことが好きに決まってんじゃん。夜美っちがあんなに積極的になってたのに、まだ気づかないの？」

「──違う！　違う、違う、ちっがああああああああああう！」

　ガムテープの拘こう束そくをはねのけ、口周りを真っ赤にした夜美が叫さけぶ。

「グリムは昔から、ずっといたずらっ子でしたからあ！　周りをかき回して、自分たちだけ楽しむようなタイプ！　だからいまも噓うそを吐ついて、私たちの反応を見て楽しんでいるんですよ！」

「昔のいたずらは、夜美っちがだいたい首しゆ謀ぼう者しやだったじゃん」

「残念でしたあ！　私はもう、そういうの卒業しましたあ！　心を入いれ替かえて、いまは善良なサキュバスなんですう！」

「でも、いま噓うそ吐ついてるじゃん」

「はあ!?　噓うそなんて吐ついてないですけど!?」

「こいつのこと好きなのに、そうじゃないって。それ、噓うそじゃん」

　すると夜美は赤い顔を、ますます真っ赤に染めていく。

「むっ……ぐっ……!!」

「あんたもさ」

　プルプルと震ふるえる夜美を放置して、グリムは今度俺に向き直る。

「ぶっちゃけ夜美っちに告られたとしたら、普通に付き合うでしょ？」

「──なっ!?」

「付き合ったら、昨日みたいなことずっとしてていいんだよ？　楽しかったでしょ？」

「そ、それは……」

　答えに困り、俺はちらりと夜美の方を見た。

　夜美のやつは、こちらをぐっと熱のこもった目で見つめている。

「ま、まあ、夜美のやつが俺とどうしてもそういう関係になりたいってんなら、考えてやらなくもないかなあ……」

「むあっ……!?」

「じゃあカップル成立でいいじゃん。夜美っち、あんたのことが好きなわけだし」

「そ、そういやあそうだよなあ！　査定のためと割り切って『演技』してただけの俺と違って、夜美はそういうの関係なく俺にベタベタしてきてたわけだし？　俺のことが……その、好きだからあんなことをしていたわけで……」

「ちっがあああう！　昨日のあれはお手本を示していたに過ぎなあい！　ゆえに、本心からではありませんよお！」

　夜美は身動きが取れないなりに、バタバタと足を動かして叫さけぶ。

「手本……？　何の手本だってんだ……？」

「『恋人とはかくあるもの！』というお手本です！　グリムが好きだというあの人と、これからどう付き合えばいいかを実演していただけです！　何せグリムは恋愛初心者ですからね！」

　夜美は真っ赤なドヤ顔を浮かべている。

「ゆえに、昨日の私の行動は、百パーセントグリムのための演技です！　Ｑ．Ｅ．Ｄ．証明終しゆう了りよう！」

「いや、ウチはウチのやり方でやるつもりだったけど」

「──黙だまれえ！　そういう初心者の驕おごりが、一番危ないんですよ！　何事もまずは、真ま似ねから入るべき！」

「……少しよろしいですこと？」

　そのとき、ずっと黙だまっていたオトギが口をはさんだ。

「ははあ！　何でしょうかオトギさま！　いま完全になされた証明のとおり、私は私利私欲のためではなく、オトギさまの大事なグリムのために全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽つくしていました！　なあに、誰にでも誤解はあります！　私はこのような謂いわれなき処しよ遇ぐうを受けても、別に腹を立てたりしていませんので！」

　夜美が、へこへこと頭を下げながら、ここぞとばかりに自己正当化を図はかる。

　何て情けないやつだ。とはいえ、これがこいつの本調子のような気もする。

「そのようなことはどうでもいいですわ」

　しかし、オトギは夜美の訴うつたえを一いつ蹴しゆうする。

　それから、おろおろと心配そうな眼まな差ざしで妹のグリムを見つめた。

「……グリム、あなたにはやはり好意を寄せる殿との方がたがいるのですね……？」

「うん」

　きっぱりと答えたグリムの答えを受け、ぐらりとよろけるオトギ。

　彼女は畳たたみに両手をつくと、息も絶え絶えとばかりの様子で俺を睨にらみつけた。

「そ、そうでしょうとも……ふふふ……そ、それはあなたの日記を密ひそかに読んでいたときからわかっていたこと……しかし、話を聞く限り……それはこの俗ぞく物ぶつではないようですね……？」

「そうだよ。それはお姉ちゃんの勘かん違ちがい」

「では、いったいどなた……？　あなたの寵ちよう愛あいを一身に受ける、うらやま……いえ、果報者の名前は……？」

「……言うわけないじゃん、恥はずいし」

　グリムはほんのりと頰ほおを染め、ぷいとそっぽを向く。

「──水みず和わアキラという男おとこの娘こですよ、オトギさま！」

　そのとき鬼おにの首を取ったと言わんばかりの勢いで、ドヤ顔の夜美が叫さけび声ごえを上げる。

「私は縦社会を重んじる忠実なサキュバス！　グリムのことなら何でも聞いてください！」

「ちょ、夜美っちサイテー！　なんで言うわけ!?」

「むはは！　散々私で遊んでいたくせに、自分だけぬくぬくと安全地帯にいられると思ったら大間違いです！」

　ギャーギャーと喚わめく二人を尻しり目めに、目を血走らせたオトギがゆらりと立ち上がる。

「……水和アキラ……」

　ぼそりと呟つぶやくと、彼女はふらふらと身体からだを揺ゆらしながら部屋を出て行った。





３






　まさかグリムの好きな相手というのがアキラだったとは思わなかった。

　しかしいまから考えてみると、グリムは偽いつわりの身分である『五ご等とう巫み女こ』を演じていたとき、積極的にアキラに絡からもうとしていた気がする。

　絵のモデルになって自分を描かせたり、その際に胸を強調して誘ゆう惑わくしようとしてみたり。

　やり方がちょっとサキュバス的過ぎている気がするけれども、それも彼女なりの必死さだったのかもしれない。

「あー、サイアク。お姉ちゃんに知られちゃったじゃん」

　一緒に下山する途と中ちゆう、グリムはしばらくプリプリと怒っていた。

「自じ業ごう自じ得とくだろ。こんなクソ雑ざ魚こサキュバスと手を組んだ時点で、お前の失敗は決まっていたんだ」

「何それ？　ってか、まだ失敗したわけじゃないし」

　グリムは俺をジロリと睨にらみつけてから、後ろを歩く夜美を振ふり返かえった。

「夜美っち、いまからウチの方を手伝ってくれるんだよね？」

「は？　なんで私が手伝う必要があるんです？」

「はあ!?　そういう約束だったじゃん！　こうなったのも全部夜美っちの責任なんだから、ちゃんと協力してよね！」

　すると、夜美はこれ見よがしに指先をこすり合わせる。

　おお、もう……。

「……何してんの、それ？」

「チップを要求しています。協力するには、何か対価がないと」

「昨日ウチのおかげで散々楽しんだくせに！」

「だ、だからあれはグリムのためにやってあげてたんですう！　別に私が楽しんでたわけじゃないんですう！」

　夜美は顔を朱しゆに染めながら、唇くちびるを尖とがらせる。

　こいつら、本当にどっちもどっちだな。それによく似ている。自分のことしか考えてないところとか。

　二人は、しばらく険悪な様子で睨にらみ合あっていた。

「……ねえ、彼氏さん。夜美っちの昔話してあげよっか？」

「昔話？」

「夜美っちが小等部だったころなんだけど、林間学習の肝きも試だめしで同行してくれた世話役の先せん輩ぱいにいたずらしようとしたんだよね。でも逆に驚おどろかされる羽目になって、十歳にもなっておも──」

「──ストーップ！　グリム、私たちの仲じゃないですかあ！　何をそんなに遠えん慮りよすることがあるっていうんです？　いくらでも私を頼たよることです！」

　夜美はグリムに飛とび掛かかり、両手で口を押さえた。

「もがあ！　もがもが！」

「あ、アキラさんのことなら任せてください！　ね、ヤス？」

　なぜか夜美は俺に同意を求めてくる。

「え、なんで俺に聞くわけ？」

「なんでって、アキラさんと一番仲いいのヤスじゃないですか」

「一番かどうかはわかんないし、仮にそうだったとしても、何で俺がお前に協力することが前提みたいな言い方なんだよ？」

「アキラさんのためなんですよ」

　夜美はふんすと鼻を鳴らして言う。

「何がアキラのためだ。お前、いい加減にしろよ」

「いえ、アキラさんはシロさんというパートナーをあのパッキン・ビッチに寝ね取とられ、いま失意の中にいるのです。それは、この間フィギュアの展示会場でイチャイチャする二人を見たとき、アキラさんが物もの欲ほしそうな顔をしていたことからも明らか！」

「そんな顔してたか」

「していましたとも！　そして私はあのとき確信したのです！　私がやろうとしていることは間違いではないと！　もうおわかりでしょう！　すでにあのとき、私はアキラさんにシロさんの代わりとなるパートナーを用意してあげるつもりだったんですよ！　それがこのグリム！」

「いぇーい、流石さすがは夜美っち！　サイコー！」

「そう、私は友情に厚いサキュバス！」

　再び波長が合ったのか、パンとハイタッチを交かわすサキュバス二人。

　しかし、俺はそんな光景を見ながら、「──ん？」と一人小さく首を傾かしげる羽目になった。

　……アキラにパートナーを用意するつもりだった？

　あのとき夜美は「パートナーが見つかることを保証する」みたいなことを繰くり返かえし言って、俺を焦あせらせた。

　というのも、まるで夜美自身がそのパートナーとして名乗りを挙げているように感じたから。

　でも、どうやらそれはグリムのことだったらしい……。

　──ってことは、つまりだ。




　夜美がアキラのことを狙ねらっていたとか、別にそういうことはなかったんじゃないか。




　独ひとり相撲ずもうをしていた気まずさから、自然と渋しぶい顔になる。

　……その一方で、ドッと安心している自分がいることに気がついた。

　そうか、そうか。ま、夜美の男性恐怖症入りは筋金入りだし？　女の子みたいに見えるアキラでも、やっぱ無理だよな。

　なんだ結局、こいつの相手をできるのは俺だけってことか……。

「あれ、ヤス？　どうしたんです、急に変な顔して？」

　こういうときだけ妙みように目ざとく、夜美が胡う乱ろんげな目を向けてくる。

「べ、別に変な顔なんてしてねえだろ！　こういう顔だ、生まれつき！」

「ええ……ヤスって、なんかニヤニヤ笑いながら生まれてきたんですか？」

「──笑ってねえっつうの！　どこが笑ってる!?」

　顔に血が上ってくるのを感じる。

　変なことを考えてた手前、俺は気まずくなった。なんとかこの場を切り抜けなければならないと思ったとき、パッと頭に浮かんだのはアキラのこと。

　──すまんな、アキラ！

「そんなことより、アキラの件だがァ!?」

「ああ、はいはい」

「──ことによっちゃ、協力してやってもいい」

「マジ!?　やっぱあんた話せるじゃん、ヤスっち！」

　そう言うと、満面の笑え顔がおで俺に抱だきついてくるグリム。

「かあっ！　このツインテ・ビッチ！　男を紹しよう介かいしてもらうくせに、他の男に抱だきついてるんじゃないですよ！」

「何そんなにむきになってんの？　別にウチ、寝ね取とりとか略りやく奪だつ愛あいとかは興味ないから」

　慌あわてて俺たちの間に割って入ってきた夜美にペロッと舌を出してから、グリムは俺から距きよ離りを取る。

「そ、そんなことより、聞け！　アキラは俺の大事な友だちなんだ。紹しよう介かいくらいはしてもいいけど、あいつの意に反するようなことはやりたくない」

「んー？　別にそれでいいよ？」

「……お前、最近アキラの夢に出てるだろ」

　俺が言った途と端たん、グリムはきょとんと目を瞬しばたたかせた。

「え、こわ……あんたエスパーか何かなわけ？」

「やっぱりそうか！　もうあいつは薄うす々うす、それがサキュバスの仕業なんじゃないかって思い始めてるぞ」

「マジで？　すごいじゃん！　やっぱウチら相あい性しよういいかも」

「お前、まさかあいつを夢で籠ろう絡らくしようとしてるんじゃないだろうな」

「違うって。アキラが見たい夢を見せてあげてるだけだし。可か愛わいいよね、あいつ。ニコニコ笑ってさ……」

　言いながら、ほんのりと頰ほおを染めるグリム。

「そういやアキラは、男が出てくる夢を見るとか言ってたっけか」

「うん、友だちが欲ほしいんだってさ。だからウチも、最初は友だちからの方がいいのかな……どう思う？」

「どう思うったって」

「あんたはどうやってアキラと仲良くなったわけ？　夜美っちに聞いたけど、まだ会って間もないんでしょ？」

　言われてみると、俺はアキラといま何の気がねもせずに話せているけれども、会ったのはひと月前とかそんなレベルだ。

「うーん、そう言えばなんでだろ……？　でもアキラって人ひと懐なつっこいからな。とりあえず苦手意識さえ持たれなければ、勝手に仲良くなれるんじゃねえの？」

「ウチを見てどう？　アキラ、苦手意識持つと思う？」

　そう言われ、俺は改めてグリムを見る。

「……まあ君、ギャルですわな」

「はあ、ギャルとかそういうのじゃないし！　あんな頭悪そうなやつらと一緒にすんなっての！」

　グリムが眉まゆの角度を急にする。どうやら彼女本人としては、ギャル的なアイデンティティを持っているわけではないらしい。

「お前がどういう自分像を持っていようと、道行く十人に聞いたら十人ともがお前を『ギャル』と答えると思う」

「うっそ、何それ！　サイアクじゃん！」

「まず髪かみを染めるのがよくないだろ。なんだその不自然に明るい髪かみは」

　言っているうちに、自分が生徒指導の教師にでもなったように錯さつ覚かくする。次はスカートの丈たけでも注意してやるか。ちなみにグリムは、スカートの丈たけもギャル種くらい短い。

「いや、これ地毛だし。生まれつきのことにどうこう言われたくないんだけど」

「地毛え？　姉貴は真っ黒だったろ」

「お姉ちゃんはパパ似。ウチはママ似なの」

　そうか、さっきのオトギはパパ似か。でもあんた、そのなりで誰かを「パパ」呼びはまずいんじゃないか。その……ことによると、どっちの意味かわかんなくなるしさ。

「……髪かみの毛けもそうだけど、お前らって姉し妹まいで全然違うのな」

「そうかもね。お姉ちゃんはイケイケ系だけど、ウチはおしとやかだし」

「俺なんて、さっき危あやうくとんでもない目に遭あわされるとこだったぞ。誤解で揚あげ物ものにされちゃたまったもんじゃねえ」

「……オトギさまは、重度のシスコンですからね」

　暗い目をしながら、ぼそりと夜美が呟つぶやく。ひょっとしたら、こいつも過去あの人に怖い目に遭あわされたのかもしれない。

「アキラは大丈夫だよな……？」

　そのとき、俺はふと気になって訊たずねた。

「んー？　アキラがあんたみたいな目に遭あうかってこと？」

「そうだ。あの人ブツブツ言いながらどっか行ったけど、もしかしてヤバいんじゃないのか」

「大丈夫だって。アキラとあんたじゃ状況が違うじゃん。お姉ちゃん、あんたがウチと他の女に二ふた股またかけてると思って怒っただけだと思うし」

　アハハと笑うグリムの態度は、あくまでも軽い。

「ああ見えてお姉ちゃん、本当はすごく優やさしいんだから。心配しなくていいって！」

「……ちなみに、グリムもシスコンですよ……ゆえにオトギさまの本ほん性しように対して、評価が甘あまめになることが多いです……」

　またぼそりと夜美が口にした言葉で、俺はぞっと背筋に寒気を感じることになった。
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　山のふもとまで降りると、俺たちは近場の茶屋で例の『夜よ鷹たか号ごう』が出発する夜を待った。

　そこで聞いた話によれば、この温泉街エリアは《色しき欲よく五ご覇は星せい》の一員であるオトギが管理を任された区画であり、そのことを利用してグリムは今回の一件を計画したという。

「妹だからって、勝手にそんなことしていいわけ……？」

「お姉ちゃんがそういう命令を出してるからいいの。ウチの言うことは自分の言うことと同じように扱あつかいなさいって」

　完全に言っていることが社長の馬ば鹿か息むす子こ──もとい、馬ば鹿か妹いもうとだけど、こんなノリで区画管理していてサキュバス界は大丈夫なんですかね……？

「ここの重要なポジションには、お姉ちゃんの知り合いがいっぱいついてるからさ。ウチとも顔なじみってわけ。いわゆる顔パスだよ、顔パス」

「そ、そうすか」

「あんたたちを対応した旅館の仲居さんとか、もともとはお姉ちゃんの親衛隊だからね。めちゃ強いし、めちゃエロいんだよ」

　仲居さんの話になった途と端たん、どういうわけか夜美がおろおろし始める。

「ちょ、ちょっとお手洗いに行ってきます！」

　誤ご魔ま化かすようにして叫さけぶと、夜美はいそいそとトイレの方に消えてしまった。

「……なんだあいつ？」

「いやまあ、多分だけど、恥はずかしいことでも思いだしたんじゃない？」

「恥はずかしいこと？」

「あの仲居さんさ、さっき出で掛がけにちょっと話したら、あんたに一目置いたらしいよ。搾さく欲よくできなかったって」

「……はあ？　いきなり何の話だよ」

「昨日あんたがぶっ倒たおれたとき、夜美っちがどうしようもなくなってあの人を呼んだんだよね。で、介かい抱ほうして浴衣ゆかたを着せようってとき、あんたのアレを見てさ」

　グリムはこれほど面おも白しろいものはないと言わんばかりに、クスクス笑う。

　お、俺のアレを見た？　そりゃあいったい、何のことだって言うんだい……？

「それでちょっとムラムラっと来て、つまみ食い感覚で夢に入ったらしいんだけど。あんた、全然相手にもしてくれなかったって。悔くやしがってたよ？　『あんな屈くつ辱じよくは初めてです』って」

「ひ、人がのぼせてる間に、変なことをするんじゃねえ！」

「夜美っちの裸はだかに興奮して倒たおれたのに、他の女の人には反応しないなんて不思議じゃない？　何かあるわけ？」

　頰ほお杖づえをつき、俺の方を見てニヤニヤするグリム。

「こ、興奮なんてしてねえし？　のぼせただけだし？」

「はいはい、そうでしたねえ？」

　グリムは訳知り顔を崩くずさない。

　気まずく思いながら夜美が座っていた席を見ると、あいつは頼たのんだ茶屋の団子にまるで手をつけていないのがわかった。

　腹立ちまぎれに、それを全部ガツガツと貪むさぼり食くうに任せる。

　それからも色々な店をはしごして、ようやく出発時刻の深夜が訪おとずれると、俺たちは下りの夜よ鷹たか号ごうに乗って《夢見の街》をあとにした。

「……明日、また会いに行くからさ。早さつ速そく、対アキラ会議を開くってわけ。いい？」

　列車がピンク色の霧きりに包まれ、例によって襲おそってきた眠ねむ気けと戦いながら、俺はぼんやりとグリムの言葉を聞いていた……。




　……次に目が覚めるとそこは近所の公園だった。

　朝焼けが眩まぶしく、スマホを取りだして確認してみたところ、出発の日からきっちり二日が経たっている。

　あの場所で起こったことは、夢での出来事のようになかったことにはならない、というリリィの言葉を思いだす。

「うわ、てか今日学校じゃん……」

　スマホにはおかんからのメールが鬼おにのように届いていて、さっそく先行きに不安を覚えた。

　ちなみに、近くを見回しても夜美のやつはいなかった。俺を起こさずに帰るとも考えにくいし、こことはまた別の場所に移送されたのかもしれない。

「まあどうせあとで会うだろ」

　ぽつりと呟つぶやいてから、俺は怒り狂くるうおかんの待つ家に一時帰宅し──散々[image: 叱]しかり倒たおされたあと──這ほう這ほうの体ていで学校に向かった。




　……しかし、学校に夜美は来ていなかった。

　いつも一緒に登校しているのに、今日は待ち合わせ場所に来なかったので、うすうすそうじゃないかと思っていたけれども。

　一限目が終わり、俺はリリィを呼び出して夜美のやつの動向を訊たずねた。

「……あの野や郎ろう、ズル休みか？　巻き込まれた百パーセント被ひ害がい者しやの俺が、こうして逞たくましく登校してるってのに」

「あんた、事情はもう知ってるのよね……？」

　リリィは真しん剣けんな表情で声をひそめる。

「事情？　それってあれだろ？　お前らがまた馬ば鹿かなことを企たくらんでたって話だろ？」

「まあそうなんだけど、それがいまとんでもないことになっちゃってるのよ。あんた『淫いんの湯ゆ』で、オトギさまにもお会いになったでしょ？」

「オトギ？　……ああ、会ったよ。あのヒステリックなシスコンだろ」

「……それは否定しないわ。あの方の唯ゆい一いつの欠点が、その異い常じよう性せい癖へきだから」

　リリィは眉み間けんを押さえて呻うめく。

　いや異い常じよう性せい癖へきに関しちゃ、お前も人のこと言えねえだろ。って言うかむしろ、お前の方がひどいまであるぞ。

「……実は今朝、オトギさまが訪ねてこられたの。夜美に依い頼らいがあるって言ってね」

「依い頼らいって。サキュバス界のトップクラスにいるエリートが、あんなクソ雑ざ魚こサキュバスに何の依い頼らいがあるってんだ」

「もちろん、グリムとアキラのことよ。あの二人の件で、夜美は二重スパイみたいなことをやらされることになっちゃって」

「……どういうことだ？」

　説明するリリィの表情は、変わらず真しん剣けんそのもの。

「夜美はグリムから、アキラとのキューピッド役を頼たのまれてるでしょ？　でもその一方で、オトギさまは新しく夜美にキューピッドの役割を果たすふりをしながら、二人の関係をぶち壊こわしてほしいっておっしゃったのよ」

「な、なんだそれ。正気か」

「オトギさまは本気よ。グリムの恋こい路じを邪じや魔まするためなら、何だってするでしょうね。なんて言っても、オトギさまがグリムに向けている気持ちは、家族愛とかそんな生ぬるいものじゃないんだから……」

　言いながら、ゴクリと喉のどを鳴らすリリィ。

「以前あの方の別べつ荘そうにお招きいただいたことがあるけど、書しよ斎さいにはすさまじい量の姉し妹まい百ゆ合り本ぼんが収められていたわ……プラトニックなものからハードなものまで……」

「いまその情報って必要あったかな」

「グリムは一般的なサキュバスだわ。リアルの処女だけは守り通しているような、ね。オトギさまは、妹の純潔を奪うばうのは自分以外にありえないと考えるようなお方なのよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「あんたが困こん惑わくするのもわかるわ」

　リリィは、俺の困こん惑わくをどう捉とらえたのか、訳知り顔でうむうむと頷うなずく。

「『サキュバスが処女なんて、いったいどういうことだろう？』……あんたが言いたいのはそういうことでしょう？」

「そんなことはどうでもいいんだよ。俺が言いたいのは、妹の貞てい操そうを狙ねらうような姉がいていいのかってこと──」

「世のサキュバスは主に、二つの大きなタイプにわけられるの」

　リリィは俺の声が聞こえないほど熱のこもった様子で、説明を始めた。何だろう……こいつは変な話をするときだけ妙みようにテンションを上げるから、嫌いやな予感しかしない。

「まず現実世界でも性に奔ほん放ぽうで、気に入った男なら誰でも誘ゆう惑わくして咥くわえ込こむ《リアルビッチ》タイプ。そして現実世界では自分を抑おさえつつも、獲え物ものである男に見せた夢の世界では欲望を解放する《ヴァーチャルビッチ》タイプ。その二つで大別したのち、特定の男を囲かこい込こむ【逆ハーレム型】と、不特定多数を対象にする【ワンナイトラブ型】に細分化されるのよ」

「……そうすか」

　やっぱりろくでもない話だった。

「グリムは夢の中ならいくらでも搾さく欲よくしてるでしょうけど、リアルの貞てい操そうは守り続けている《ヴァーチャルビッチ》【ワンナイトラブ型】よ。サキュバスとしては、別に珍めずらしいタイプじゃないんだけどね」

「どっちにせよビッチなんじゃねえか」

「サキュバスにとっては、リアルが何よりも重要なのよ。夢なんていくらでも操あやつれるんだから」

「ちなみにお前は……？」

　するとリリィは、誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいをして話を戻した。

「とにかく！　いま夜美は難しい立場に立たされているってことよ。友だちのグリムのお願いも聞いてあげたいし、かといって上役のオトギさまのご意向も無視できない……」

「あちらを立てればこちらが立たずってやつか……」

「そういうことね」

　それからリリィは俺の手を握にぎり、熱っぽい目でこちらを見つめてくる。

「私は立場上、オトギさまの指示に従っているよう振ふる舞まう必要があるわ……けど、あんたは夜美に協力してあげてね」

「……え、俺……？」

　突とつ然ぜん巻き込まれても困るんですけど。しかも、こんなサキュバス界かい隈わいの面めん倒どう事ごとに。

「夜美がどういう決断を下したとしても、あんただけはあの子の味方でいてあげて。夜美を支えてあげられるのは、結局のところあんたをおいて他にいないんだから」

「お、おい！」

「それじゃ頼たのんだわよ」

　リリィは自分の言いたいことだけ言うと、困こん惑わくする俺を置いて去って行った。
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　昼休みの時間に姿を現した夜美の表情は、どこか消しよう耗もうしているように見えた。

　そのくせ弁当だけはしっかり食べるらしく、いつものように中庭までついてくる。

「なあ、お前がいない間にリリィから話を聞いたんだけど……」

　隣となりでサンドイッチをもそもそと食べる夜美をちらりと一いち瞥べつしてから、俺はさっきの話を切り出した。

「……ああ、可哀かわい想そうなグリム」

　話を聞き終えた夜美の第一声がそれだった。

「──は、はやっ！　待て待て、もうちょっと悩んだりしねえのかよ！」

　即そく座ざに長いものに巻かれようとしている夜美に、待ったをかける。

「もちろんこの決断を下すまで、すごく悩みました。私がそんなに薄はく情じようなサキュバスに見えますか？」

「見える」

　即そく答とうしたところ、夜美は歯をむき出しにして威い嚇かくしてくる。

「し、失礼なことを！　私はグリムの友人ですよ！　彼女の喜びは私の喜びであり、彼女の悲しみは私の苦しみ……しかし……」

「しかし？」

「……めっちゃ怖いんですよ、オトギさま……」

　顔を蒼そう白はくにして、ブルブルと震ふるえる夜美。

「さっきまで監かん禁きんされて、従うようにずっと脅おどされていました……『はい』って言っても『信用できません』とか返ってきて。そんなこと言いだしたら、もうどう答えても無理じゃね？　って感じで……」

「そ、そうか」

「サキュバスカーストのトップにおられるような方に睨にらまれたら、私のような小市民はどうにもなりません。蛇へびに睨にらまれたカエルというやつです……」

「でもお前、日ごろは散々自分が優すぐれたサキュバスとか何とか言って、印象操作しようとしてるくせに」

「も、物事には限度というものがありますよ！　人間はどんなに強くなっても、クマに一対一で勝つことなんてできないでしょう！　それと同じです！」

　夜美は正当性を主張するように、ベンチをバンバンと叩たたく。

「それにしてもお前、その状況でよく解放されたな」

「計画書を作成して、ようやく認めてもらえたんです」

「……計画書？」

「プラン名は、デス・キューピッド作戦」

　冗じよう談だんを言っているのかと思って不意に顔を確認すると、夜美の表情は真しん剣けんそのものだった。

「デス・キューピッドって、それ言葉として合ってるかな」

「そんなことはどうでもいいんです。ニュアンスが伝われば」

「要するに、グリムの恋こい路じを邪じや魔ましようって作戦か」

「そういうことになります。グリムの方に動きがあれば逐ちく一いちオトギさまに報告し、それを阻そ止しするための作戦会議を開く、という枠わく組ぐみをまずしっかりと提示しました」

「会議主義じゃ機動性に欠けないか」

「誰かが勝手に動いて台無しになるよりマシです。それに、こうしておけば上う手まくいかなかったとき私だけの責任じゃなくなりますし……へへへ……」

　なんてこす狡ずるいやつだ。しかも、揉もみ手でまでしていやがる。

「デス・キューピッド作戦のメンバーはオトギさま、リリィ、私、そしてヤスです」

「──ん？　い、いや、ちょっと待って……」

「何です？」

「『何です』はこっちの台詞せりふだろうが！　なんでそこに俺がいる!?　勝手に俺をそんなわけわからん作戦のメンバーに加えるんじゃねえよ！」

「ふ、オトギさまは、ヤスを高く評価されています。《夢見の街》におけるヤスの話をお聞きになってね」

　夜美は、これ以上の名めい誉よはないと言わんばかりのドヤ顔だった。

「私が推すい薦せんしたんですよ！　フラグを叩たたき潰つぶすことに関して、ヤスの右に出るものはいないと！　その力を、今回の計画でも存分に発揮していただきたいんです！」

「いますぐ取り消してこい！　無関係の俺を巻き込むなあ！」

「……それは無理というものですね。私がオトギさまから解放された大きな理由の一つに、『ヤスの協力を取り付けられること』がありますから」

　言いながら、夜美はすっと目を逸そらす。

「え」

「つまりヤスが協力してくれないことには、私の基本的サキュバス権が犯おかされるということ！　このままでは、健康で文化的な最低限度の生活がままならなくなってしまう！」

「知るかよ、んなもん！」

「も、もうヤスしか頼たよれる人いないんですよお！　リリィより上のサキュバスが出てきちゃったら、私にはどうしようもないですもん！」

　半泣きですがりついてくる夜美を前に、俺はうっと詰つまった。

　最後に夜美を支えることができるのは、俺を置いて他にいないと言ったリリィの言葉を思いだす……。

　く、くそっ、こんなのずるいだろ！　俺は便利屋じゃねえってのに……!!

　おろおろと狼狽うろたえている最さ中なか、突とつ然ぜん俺たちの会話に入り込んでくる声があった。

「──ういいっす！　今日も熱いね、お二人さん？」

　肩をポンと叩たたかれて振ふり向むくと、そこには件くだんのツインテール少女がニコニコ顔で立っている。

「……え、グリム？」

「──むわああああああああああああ!?　ぐ、グリム!?」

　いきなり現れたデス・キューピッド作戦の対象に、目を白黒させる夜美。

「あはは、驚おどろいた？」

「ど、どうしてあなたがここに……？」

「いや、今日会いに行くって言ったじゃん」

「言ってましたけど……そ、その制服はどうしたんです……？」

　グリムは俺たちの高校の制服を着ていた。
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「更こう衣い室しつにあったのを借りただけ。可か愛わいいねえ、ここの制服」

　そう言って、グリムはその場でクルッと回って見せる。キラキラとエフェクトが舞まったように見え、道行く生徒がハッと足を止めて彼女を見つめた。

　やはりこいつも、腐くさってもサキュバスということらしい……。

「ねえ、いま何の話してたの？」

　周りを見回してクスクス笑いながら、グリムは俺たちにそんなことを訊きいてくる。

「な、何でもありませんとも！　ねえ、ヤス！」

「そ、そうだぞ！　別に俺たちはやましいことを話していたわけじゃないぞ！」

「やましいことって、なんかやらしー」

　あ、そっちの意味で解かい釈しやくしてくれると、いまこの場においては非常に助かります。

「それより聞いて！　ウチ、めっちゃいいこと思いついちゃってさ！　それでいても立ってもいられなくなって、すぐ来ちゃったってわけ」

　突とつ然ぜん現れ、マイペースに話を進めようとするグリム。

「い、いいこと？　何です？」

「転校しようと思って！」

「……転校？　この学校にですか？」

「なわけないじゃん！　アキラの学校！」

　グリムはキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせている。

「同じ学校に通ってれば接点も増えるしさ！　それに前も会ってるから、『あれ、これって運命？』みたいな感じになるじゃん！　ヤバくない？」

「うーん、ヤバいですかね？　ヤス、どう思います？」

「……俺個人の意見を言わせてもらうと、迷めい惑わくこの上ないな。いまこうして、転校してきたサキュバスから直接の被ひ害がいを受けてる身としたらさ」

「いい考えなんじゃないですかね、グリム」

「き、聞けえ！」

　俺の言葉を無視してグリムに返答する夜美に、慌あわてて突つっ込こみを入れる。

　グリムはグリムの方で、耳みみ触ざわりのいい夜美の意見を採用し、ニコニコと笑え顔がおを崩くずさない。

「そうだよねえ、やっぱいいアイデアだよねえ。よーし、そしたらこの作戦でいこっと！」

「そう言えばグリムって、アキラさんのどこが好きなんです？」

　そのとき、夜美が訊たずねた。さもいま思いついたかのように振ふる舞まっていたけれども、明らかにデス・キューピッド計画のためのネタ探しだと思う。

「可か愛わいいじゃん、女の子みたいで」

「でもグリムって、女の子が好きなわけじゃないですよね？」

「そうだけどウチ、ゴリッゴリの男って嫌いやだし。鶴つるみたいに細くて、あばら骨とか浮いてる方がタイプなんだよね」

「……まあ、アキラは華きや奢しやではあるよな」

「そうそう！　あの細い首筋に嚙かみつきたい！　こう両りよう腕うでを押さえつけて、抵てい抗こうできなくしてさ！　いまなら吸きゆう血けつ鬼きの気持ちがわかる気がする！」

　しかしそれならそれで、アキラにそういう気分になる夢を見せればよかったのでは、と思った。グリムはサキュバスなのだから、夢を操あやつることくらいお手の物だろう。どうして彼女は夢の中でアキラと一緒に過ごさず、男友だちと一緒にいさせるなどという回りくどい方法を取ったのだろうか。

　照れていただけか？　いやでもこんなにオープンな性格なやつが、夢の中というサキュバスにとっての主戦場で照れたりするか……？

　俺がそんな違い和わ感かんを覚えている間に、一人でキャーキャーと盛り上がりながら、ガジガジとエア吸血を行うグリム。

　ガジガジガジガジ──と、あまりにもガジつくので、ちょっと想像してしまう。

　くみしだかれ、抵てい抗こうむなしく純潔を散らすアキラ。

　ボトリと落ちる椿つばき。

「……アリだな」

「何を言ってるんです」

「そしたら善は急げだね！　お姉ちゃんに頼たのんで、アキラの学校に転校させてもらおっと！」

　グリムは周囲の注目を集めたまま中庭を駆かけて行き、途と中ちゆうで思いだしたかのようにこちらを振ふり返かえった。

「ありがと！　お二人さん！」

　いきなり来て、いきなりいなくなる。

　まさに台風のようなやつである。

　グリムが走り去ってから、俺たちはしばらく気まずくなって沈ちん黙もくしていた。多分、俺も夜美も考えていることは同じだろう。

「……あんまりこういうこと言いたくないんだけどさ」

「……何です？」

「……これって、結果的にあいつの背中を押したことになるんじゃね？　オトギさま怒るんじゃねえか……」

「いえ、最初からグリムは決めてましたし？　相談じゃなく同意を得るために来ただけだと思いますから、私たちに責任はありませんよ……ありませんよね……？」

「……俺に聞くなよ」

「し、正直に報告をすれば許してもらえます！　桜の木を折ったのは自分ですと正直に報告したからこそワシントンはお父さんに許してもらえましたし、そのままの勢いで大統領になったんです」

「それは違うだろ！」

「……ちゃんとオトギ・ホットラインに連れん絡らくを入れておきます。早さつ急きゆうに会議を開く必要があると。ヤスからも、きちんといまの話を伝えてくださいね……？」

　そうして俺は、なし崩くずし的にデス・キューピッド作戦の一員として見なされるようになってしまった。
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「……大変な事態ですわ。まさかあの奥おく手てなグリムが、こんなに行動的になってしまうなんて……くっ、やはり恋が人を変えてしまうというのは本当なのですね」

　放課後、俺は映画やドラマとかでしか見たことがないあの異様に長い車（リムジンというんだったか）の中で、居い心ごこ地ちの悪さを味わっていた。

　学校が終わったら、リリィも含ふくめて校門前で待つようにとの指示を受け、素す直なおに待っていたらこの展開である。

　誰も突つっ込こんでくれないけど、いま俺がここにいるのっておかしいからな？　メンバーとして、いて当たり前みたいな雰ふん囲い気きが漂ただよってるけど。

　オトギはティーポットを優ゆう雅がな仕草で操あやつりながら、カップに人数分の紅茶を注ぐ。しかしその一つを夜美の前に差しだすとき、ギラリと眼光鋭するどく夜美を睨にらみつけた。

「……しかしあなたには、グリムを止めることができたのではなくって？」

「ヒィッ……!!」

「恐おそれながら、オトギさま」

　やんわりと口を挟はさんだのはリリィだった。

「たとえその場にいたのが誰だったとしても、グリムの決定を止めることはできなかったと思われます。ここは責任の所在を問うのではなく、今後のことについて話し合った方が建設的ではないかと」

「ああ、そうですわね……確かにグリムほど素す直なおな子なら、自分の気持ちを抑おさえきれなくなっても仕方のないこと。わ、わたくしとしたことが、少し余よ裕ゆうを失ってしまっているようですわ……ありがとう、リリィさん」

「……頼たよりにしてください、オトギさま」

　献けん身しん的てきな様子で、そっとオトギの手を握にぎるリリィ。

　しかしその目に獲え物ものを見み据すえるような性欲の光が宿っているのを、俺は見み逃のがさなかった。

　こいつ、マジでいい加減にしろよ。見み目めかたちがよければ誰でもいいのか。

「では改めて、グリムの転校は避さけられないと考えた上で、どうするべきかを考えましょう」

「どなたか、アイデアはございませんこと？」

　オトギが言い、なぜか三人の目が俺に向けられる。

「ここは当計画の特とく別べつ顧こ問もんである、あなたのご意見をお聞かせいただけませんこと？」

「いや、いつ俺が特とく別べつ顧こ問もんになったんだよ！」

「夜美さんが提出された計画書には、そう記されていましたが」

　ふと目をやると、夜美は脂あぶら汗あせを額に浮かべながらも、したり顔で窓の外を見つめていた。

　このポンコツサキュバス！　人に迷めい惑わくをかけるときだけ、いっちょまえの悪あく魔まみたいな顔しやがって！

「……そういやアイデアってわけじゃないけど、アキラも転校したがってたな」

　ひとまず気持ちを切きり替かえて、そう切り出す。

「転校？　なぜ？」

「なんか友だちがいないとか言ってさ。俺とは仲良いから俺の学校に転校したいなあって。もちろん、本心からそんなことができるとは思ってないだろうけど」

「私の調べた情報によりますと、対象は半ば不登校状態のようですね」

　リリィが突とつ然ぜんそんなことを言いだして、俺は驚おどろいた。

「マジで？　そんな風には全然見えなかったけど……」

　どこからか現れたファイルから、リリィはアキラの写っている写真を取りだす。

　写真のアキラは、どこかの学校の制服姿だった。

「こちらをご覧ください、オトギさま」

「この少女は？」

「いえ、少女ではなく少年です。彼が当計画の対象……水和アキラでございます」

「な、なんと！　この俗ぞく物ぶつがグリムをたぶらかす諸悪の根源ッ！」

　オトギは、写真のアキラを憎にく々にくしげに眺ながめる。

「対象はこの愛くるしい見た目ですから、入学当初は女子生徒の目に留まり、彼女たちとばかり話していたそうです。そこからはよくある話ですね。やっかみの対象になって男子から村八分状態になり、そのまま女子とも……と」

「要はいじめじゃねえか」

　聞いていてムカムカした。

　初めて会ったときから自信なさげだったアキラを思いだす。あれはひょっとしたら、一度失敗した人間関係が、トラウマとしてあいつの中にあったからかもしれない。

　憤ふん慨がいする俺をちらりと一いち瞥べつすると、リリィは肩をすくめた。

「そんな折、ネットを介かいしてイラストレーターとして大成してしまったことも、対象の不登校を助長させる大きな要因となったようです。それで彼は、完全に学校生活に興味を失ってしまった、と」

「ふ、ふむ。同情の余地はありますが、それはそれ、これはこれ。いかにこれまでの境きよう遇ぐうに不幸があったとしても、わたくしのグリムに手を出していいという理由にはなりませんわ」

「一応言っておくけど、手を出そうとしてるのはグリムの方だからな。いまのところ、アキラはグリムのことなんて知り合いとすら認にん識しきしてないと思うぞ」

「グリムの寵ちよう愛あいを受けておきながら、何と傲ごう慢まんな！」

　いや、どっちだよ。アキラがグリムのことを何とも思ってないなら、あんたにとって好都合じゃねえか。

　リリィが場を取りなそうとして、また口を開く。

「ともあれ、この状況を利用してはいかがでしょうか？　つまり対象が不登校であるという事実をしっかりと教おしえ諭さとすことによって、グリムが彼の学校に転校してもしょうがないと思わせるのです。一緒に学校生活を送れないとわかれば、グリムも諦あきらめるのでは……」

「なるほど、それはすばらしいお考えですわ。流石さすがはリリィさん」

「どうかしら、ヤス？　あんたはこのアイデアをどう思う？」

　リリィが俺に水を向けてくる。どこか含ふくみのある表情だった。「本当にこれでいいの？」とでも言いたそうな顔……。

「……そんなことをしても、きっとグリムは別の方法を考えつくぞ」

　気づいたとき、俺は苛いら立だちに任せて突とつ拍ぴよう子しもない考えを口にしていた。

「別にアキラと同じ学校に転校させてやればいいじゃん。不満を抑おさえたまま変な方法を考えつくより、そっちの方が扱あつかいやすいし」

「……では意中の殿との方がたが不登校であることを伏ふせたままにし、いざグリムがその事実に直面したときの失望を、より大きくさせるということでしょうか……？　ええ、よくそんな悪あく魔ま的なことを思いつきますわね……？」

「違うっつうの！」

　てか、悪あく魔まはお前らだろ！

「……つ、つまり、あれだ。アキラとグリムが誰の目も届かないところで、勝手にいちゃいちゃするのが問題なわけであって、きちんと俺たちの監かん視し下かでそうする分には、いくらでもやりようがあるって話だよ……」

「話が見えませんわね」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるオトギに、俺は思い切り下した手てに出ながら訊たずねた。

「……あのさ、オトギさま。サキュバスってすごい権けん力りよくを持ってんだろ？　誰か一人を好きな学校に転校させるくらい朝飯前とかなんとか……」

「それはもちろん。まっさらな戸こ籍せきを作り出すことすら可能ですわ」

　いや、そこまでは求めてないですけど!?

「だったら、まずアキラを俺たちの学校に転校させてさ。それからグリムも一緒に転校させたらいいじゃん。そしたら、俺たちがあいつらの恋こい路じを邪じや魔まできるだろ！　味方だと思って信用している俺たちが、裏では総力をもって阻そ止ししようとしてるわけだ……絶対に上う手まくいくはずねえ！」

「……わざわざ一度、対象を転校させるのですか？」

「なるほど、流石さすがね」

　リリィが訳知り顔で頷うなずいてから、オトギに向かって口を開く。

「ヤスはこう言いたいのでしょう、オトギさま。フラグを立てないのではなく、小さなうちに一度フラグを立て、それをへし折った方が将来的に有効であると。抑おさえつけても、恋こい心ごころはどうにもなりません。それは種子のようなもので、必ずどこかで芽め吹ぶくことになるのです。ならば、育ちきる見み込こみのない不毛の地に植えるのが一番では」

「な、なるほど！　押さえつけて首をひっこませるのではなく、一度餌えさで釣つって首を伸ばさせ、そこにギロチンの刃はを落とすというわけですわね！　確かにそちらの方が、より大きなダメージを与あたえられるというもの！」

　なんかあんたの方のたとえ、残ざん虐ぎやく極きわまりなくね……？　いまって、あんたの妹の話をしてんだけどな……。

「ふふ、流石さすがはフラグ粉ふん砕さいのスペシャリスト！　フラグの扱あつかいに関してはお手の物というわけですか」

「ま、まあそういうことでいいよ……」

　なんかフラグフラグ言われてるけど、俺はそんなにギャルゲーやってるわけじゃないんだけどな。ギャルゲーなんて別にいまの時代、オタクの一般教養というわけでもないし。なんか勝手に納なつ得とくしてくれてるみたいだからいいけどさ……。

「すばらしい。あなたをこの計画に加えた夜美さんの目に狂くるいはなかったようですわね」

　オトギの言葉を聞いてちらりと夜美の方を見ると、いつの間にか先ほどまでの怯おびえきった表情はなりを潜ひそめ、満面のドヤ顔で紅茶に口をつける様子を確認できた。

　お前、よくそんな大物感だせるな。この会議が始まってから「ヒィッ……!!」としか言ってないくせして。

　俺が夜美に呆あきれている間に、リリィはメモを取り出し、そこにサラサラと何か書き込んでいく。

「それでは、私はこれから引きこもり支し援えんのＮＰＯ団体に根回しし、対象を取り巻く環かん境きように働きかけましょう。両親及および本人の説得が完かん了りようし次し第だい、滞とどこおりなく水和アキラの転校手続きを進めます」

「その辺りのことは、あなたにお任せしていれば大丈夫ですわね」

「はい、万ばん事じオトギさまのご意向どおりに」

　リリィは、まるでこうなるのがわかっていたかのような手て際ぎわの良さだった。

「……ところで、私たちの学校では教職員の欠員がありまして。養よう護ご教きよう諭ゆが休職し、別の人員を招集する手続きを取っているようなのですが」

「……ほう、それは面おも白しろい。その手続きはどこまでは進んでおりますの？」

　すっと目を細めて訊たずねるオトギ。

「まだまだこれからです。職員の休職も、つい最近の話ですので……」

「いけませんわ。わたくしのグリムの通う学校の整備が、万ばん全ぜんでないというのは。すぐに我々で手配することにいたしましょう」

「かしこまりました、オトギさま」

「ちょ、ちょっと待って。何か変なこと企たくらんでない……？」

　含ふくみ笑わらいする二人のサキュバスに、俺は待ったをかけた。

「変なことではありませんよ。忠実に、あなたの言葉を実行するまで……わたくしたちは、総力をもってグリムの恋こい路じを阻そ止しするのです」

　言いながらギラリと目を輝かがやかせるオトギを見て、俺は背筋にぞくりと寒気を感じることになった。
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「新しい保健室の先生、見た？　めちゃくちゃ美人だぞ」

　あの日の会議から五日後、クラスは休職した養よう護ご教きよう諭ゆに代わってやってきた新しい職員の話で持ちきりだった。

「……すまん、その人の話はしないでくれないか」

「はあ？　お前の馬ば鹿かげた二次元病も、あの先生ならきっと治してくれるって。ちょっと保健室に行こう。お前は治ち療りようを受けるべきだ」

「俺の二次元崇すう拝はいは悟さとりの道であって、病気じゃねえ」

「いいから。な？　見ただけで童どう貞ていを卒業できた気になれるぞ」

「童どう貞ていの定義を捻ねじ曲まげるな──って、放せえ！　やめろ、行くなら一人で行け！」

「心細いんだよお！　清せい楚そなのにエロエロなんだ！　あんな矛む盾じゆんを抱かかえた美人の前に立ったら、俺は死んでしまうかもしれねえ！　俺の骨を拾ってくれ、ヤス！」

　こんな感じで、みな用もないのに保健室に行こうとする。とびきり美人な新しい養よう護ご教きよう諭ゆを目当てに……。

　俺は頭を抱かかえたくなった。

　纏まとい糸オトギ……ご想像の通り、新しくやってきた新しい職員というのは彼女である。

　まさか妹の転校の前に、自ら学校に乗りこんでくるとは。もはやシスコンとかそんな言葉で表現していいレベルを、とうに超こえてしまっているような気がする。

「みなオトギさまのオーラに当てられているようですね。くっくっく、サキュバスの前では、高校生男子など生まれたての赤子も同然……」

　ドヤ顔の夜美がひそひそとそんなことを言う。

「自分を棚たなに上げて、よくサキュバスの一般論を語れるな」

「オトギさまが直接この学校にご降臨されたのは、私にとって幸運でした。くっくっく、これで責任を大分減らすことができますからね……」

　考えていることも、実にみみっちい。

「ま、オトギさまのことは完全に予想外だったけど、アキラの件が上う手まくいっているみたいで何よりだ」

「アキラさんから、何か連れん絡らくがあったんですか？」

「『もう少ししたらびっくりさせちゃうかも！』って、今日メールが来てたよ。これってつまり、そういうことだろ」

「ヤス、上う手まくやりましたね」

　夜美は意味深にふふふ……と笑う。

「何のことだよ？」

「またまた、とぼけちゃって。アキラさんの環かん境きようを変えたいと思って、この前あんなことを言ったんでしょう。私には、ちゃんとわかってるんですからね」

「り、リリィが言ってたことが全てだって。そう──俺はグリムの恋こい路じを、直接叩たたき潰つぶしたくてたまらねえんだ！　ああ、早くフラグをへし折りたい！」

「別にこれ、照てれ隠かくししないといけないようなことじゃないでしょう」

　そう言ってから、夜美は顔を赤らめてもじもじする。

「ヤスは優やさしい人ですからね……でも、みんなに優やさしくしてばっかりいるのはおかしいと思います。たまには誰かに甘あまえたり優やさしくされたりしないと、バランスが取れませんよ……？」

「なんだそれ」

「じ、実はオトギさまから、また《夢見の街》を使う許可をいただきまして。この間騙だますようなことをしてしまったお詫わびをかね、私がヤスを労ねぎらってあげようかと……」

「余計なことをするんじゃなあい！　あんな場所、二度と行かねえからな！」

「こ、今度は違うエリアですから！　もっとエキセントリックで刺し激げき的な場所です！」

「やだ！　行かない！　行かない！」

　そんなやりとりをしているとき、ガラガラと教室の扉とびらが開け放たれ、白衣姿の女性が姿を現した。シンと空間が静まり返る。

　というのも、そこに立っていたのが噂うわさの人物──オトギだったからだ。

「──突とつ然ぜんで申し訳ございませんわ。どなたか、この学校を案内していただけませんこと？」

　彼女の第一声がそれだった。

　そしてその言葉とほとんど同時に、オトギの後ろに隠かくれていたツインテールの少女が、ひょこりと顔を出す。

「はいはい！　俺がご案内して差し上げます！　先生、まだ赴ふ任にんして間もないですもんね!?」

「わたくしではなく、この子の案内を頼たのみたいのですわ。近く、このクラスに転入することになりますので」

　盛り上がった熱気が冷め、みなの意識がグリムに向く。そして、そこにいるのもまたとびきり可か愛わいい少女だとわかった途と端たん、また熱気が盛り返す。

「俺ェ！　俺が案内します！　俺ってば、この学校の明るみから恥ち部ぶまですべてを知しり尽つくしていると言っても過言じゃないんで！」

　口々に勝手なことを叫さけぶクラスメートたち。

　グリムはきょろきょろと辺りを見回してから、さもいま見つけたと言わんばかりの態度で、俺たちを指差した。

「お姉ちゃん、ウチあの二人がいいな」

「お姉ちゃん……？　いまあの子、オトギさまのことお姉ちゃんって言ったか……？」

　また教室に激げき震しんが走り、ざわつきが広がっていく。

　てか、ここでももう「さま」付けなのかよ……。

「そこの二人。わたくしの妹に、この学校を案内してくださる？」

「……は、ハハア！　ありがたき幸せ……」

　サキュバスカーストまるだしで、深く頭を下げる夜美。しかしそんな光景を見て誰も違い和わ感かんを覚えないくらい、保健医姿のオトギにはオーラがあった。

「それは結構。では、あとのことは任せますわ」

「ほ、ほら、ヤス、行きますよ！」

　慌あわてて俺の背を押す夜美に促うながされ、グリムの元へと向かう。周りから嫉しつ妬との眼まな差ざしを向けられているのがわかり、思わず渋じゆう面めんを作った。

　いや違うんだ、みんな。俺はいま大きなミッションの中に捕とらわれているだけで、みんなが考えてるようなラッキーイベントなんてまるで発生しちゃいないんだ。

「……あんま目立つようなことやめてくれない？」

　逃にげるようにして廊ろう下かに出てから、俺はグリムにそう懇こん願がんした。すると彼女は、嬉うれしそうにクスクス笑って言う。

「……ごめんごめん。実はアキラが、この学校に転校することになっちゃってさあ」

　ウチの彼ピッピがさあ、みたいなテンションでノロケ面になるな。お前ら、まだ何も始まってすらいないだろ。

「でもこの間、ここの制服着たときに、ビビッと来たんだよね。『あ、しっくりくるじゃん！』みたいな？　白昼夢の予知夢ってやつ？」

「適当なこと言いやがって」

「なんで不ふ機き嫌げんなわけ？　ウケる」

　そう言ってバシバシと俺の背中を叩たたこうとしたグリムは、二度目の「バシ」のタイミングで夜美に腕を摑つかまれた。

「……不要なボディタッチはいけませんよ、グリム。それはビッチの使いこなす技です」

「ああ、ごめんごめん。でもこれからはまた昔みたいにクラスメートなんだから、仲良くしてよ夜美っち！」

　夜美に抱だきつき、頰ほお擦ずりするグリム。

「し、仕方ありませんねえ。グリムは昔から手のかかるサキュバスでしたし？」

「あはは、夜美っちほどじゃないけどね。ま、今後とも恋愛同盟のお仲間として、お互たがい頑がん張ばって行こうよ」

「で、ですから、そういった事実無根の同盟を騙かたったりして、場を混乱に陥おとしいれようとするのをやめるんですよ！」

　真っ赤になって俺をちらちらとうかがいながら、夜美はグリムをぐいと引きはがした。

「お前ら元気だな……俺はもう、周りの視線が痛くてたまらないってのに……」

「ねえ、そんなことより今度の週末さ、アキラも誘さそって四人で遊びに行かない？」

「き、聞けえ！」

　おそろしく自分のペースを崩くずさないグリム。サキュバスに厄やつ介かい者ものが多いのは経験から知っていたけれども、こいつはまた独特の厄やつ介かいさがある。

「合コンってやつ？　ウチ、やったことないんだよねえ。幹事は任せるからさ、ひとつ頼たのむよヤスっち！」

「幹事って……」

「合コンは構いませんけど、グリムは以前アキラさんの前で、さもサキュバス界の重役であるかのように振ふる舞まってましたよね？　その辺はどうするんです？」

「んー？　正直に言ったらよくない？　夜美っちたちをくっつけるために、演技をしてましたって」

「──だあ！　だあから、それは違うでしょう！　何度言ったらわかるんです！」

「あはは、ごめんごめん。でも、まあ適当に何とかするって。ウチ、この間だってアキラの前では素に戻ってたし」

　ああ、そう言えば夜美との密談が終わって帰ったとき、グリムはアキラといまのノリで話していたような気がする。

「とにかく、セッティングよろしくね！　ちょっとずつ印象付けて、絶対にアキラを落とすんだからさ！」





※






　──ということを後で伝えると、オトギは満面の笑えみを浮かべながら、俺の肩にポンと手を置いた。

「……ふふふ、それはすばらしい展開ではありませんこと？」

「え」

「あなたの力を見せていただきますわよ。そうとも、早いか遅いかの違いで、いずれこうなることはわかっておりました……あとはあなたが、二人の間に立ったフラグを粉ふん砕さいしてくださればいいだけ……」

　肩に込められる力が、どんどんと増していく。

「いや、グリムはまだ軽いジャブくらいの気持ちだと思いますけど……ってか、あの肩ァ！　肩、痛いんですけど……!!」

「な、何をそんなに狼狽うろたえることがあります……ふ、ふ、これこそあなたが待ち望んでいたシチュエーションなのでしょう……？」

「別に俺は合コンに狼狽うろたえてるわけじゃなくて……い、いや、怖い！　怖い睨にらまないで！」

「期待しておりますわよ……？」

　オトギが脅おどすようにぼそりと呟つぶやき、俺は心の底から震ふるえ上あがった。
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　放課後の多目的室にて開かれる対合コン用会議は、重々しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

「──まずなによりも、場所ですね。きちんと盛り上がることのできる場所。かつ我々が観察し、万が一の事態を迎むかえて踏ふみ込こんだ際、不自然さを感じない場所です。候補として、いくつかピックアップして参りました」

　そう言ってから、リリィが人数分の資料を取り出し、それぞれに手て渡わたしていく。

「盛り上がる必要はないのではなくて？」

「そうしないと、グリムに感づかれる恐おそれがあります。彼女とて優ゆう秀しゆうなサキュバス。監かん視しする我々の気配を消し去るためには、盛り上がることは必ひつ須すかと。資料の五枚目をご覧ください」

　リリィに言われるがまま、俺たちは資料をパラパラとめくる。

　その五枚目は上下段に別れ、両方に男女のイラストが描かれていた。

　上段には、吹ふきだしで「ウェーイｗｗｗ」と騒さわぎながら、楽しそうな表情を浮かべる男女。下段には、ただ「……」と沈ちん黙もくしたまま、つまらなさそうにスマホをいじる男女。

「……こ、これは」

「これが合コンでございます、オトギさま。盛り上がらない合コンに参加しているときは、ただ帰るきっかけを探してしまったり、注意が卓たく外がいのことにばかり向いてしまうもの。ゆえに盛り上がることは必ひつ須すなのです」

「な、なるほど、俗ぞく物ぶつの文化というものは理解しがたいものがありますわね」

　リリィのやつ、オトギが知らないのをいいことに、適当なこと言ってんじゃねえのか。いや、俺も合コンとか知らないんだけどさ。

「私が合コンを開く最有力候補地として考えているのは、この学校にある漫まん研けんの部室です。夜よ美みとヤスが所属しておりますし、イラストを得意とするアキラが入室するのも不自然ではありません」

「しかし、対象はまだ転校していないのですよ」

「転校前の案内と言って呼び出すのです。休日ですから他の文化部も休み。隣りん室しつのＰＣ部から、合コンの動向を確認することができます。かつ、職員であるオトギさまが見回りと称しようして踏ふみ込こむこともできます」

　いや、それって合コンになるのかな……？　学校で生徒がだべってるだけじゃね？

「ふむ」

　しかしオトギは考え込むようにして、口元に手を持って行く。

　それから、俺にちらりと視線を送ってきた。

「……あなたの意見を聞きたいところですわ。漫まん研けんの部室で合コンが開かれたとして、勝算はいかほどのものになるとお考えですか？」

　知らねえよそんなこと。そもそも、何をもって勝ったことになるわけ？

「グリムに告白させてアキラがそれを振ふるとか、そんな感じでいいのか……？」

「すばらしい！　あなたの手にかかれば、そこまでのことが可能ですか！」

　いやいや、こっちはちょっと訊きいただけなんだけど！　できることを提案したんじゃないんだけど！

　しかし慌あわてる俺を尻しり目めに、オトギは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて続ける。

「それが最善ですわね！　グリムにきっちりと、その恋こい心ごころが無む駄だなものであると理解させるには！　あの子に恋愛はまだ早いのですわ……」

「では、合コンの場は漫まん研けんの部室で構いませんね？」

「ええ、地の利と確かな勝算がある以上、その場所で開くべきですわ」

「ちょ、ちょっと──」

「──かしこまりました。では、部室に監かん視しカメラ及および盗とう聴ちよう器き類を設置し、週末までにそこを覗のぞけるようにしておきます」

　有う無むを言いわせぬ勢いで俺の言葉を遮さえぎってから、メモに何かをさらさらと書き込んでいくリリィ。

「次に合コンで行われるであろう、催もよおし物ものについてです。資料の十ページをご覧ください」

　俺たちは、またリリィの言葉に従って資料をめくる。

　そこには今度、「合コンの定番──【王様ゲーム】」と書かれていた。

「……こ、これは」

「王様ゲームをご存知でしょうか、オトギさま？」

「いいえ、知りませんわ。俗ぞく物ぶつの遊びなど……」

「おっしゃられるように、これは庶しよ民みんが己おのれの卑ひ屈くつさに任せて作り出した児じ戯ぎでございます。普ふ段だんのみすぼらしい人生では味わえないような優ゆう越えつ感かんを、ゲームによって味わおうとするものなのです。次のページを」

　言われてめくった次のページには、いわゆる王様ゲームのルールが詳しよう細さいに記き載さいされていた。

「……王様の命令は絶対、ですか。しかも、その役割はくじ引きによって決められると」

「はい、つまり参加者全員に王になるチャンスが与あたえられるわけです」

「普通なら、世せ襲しゆう制せいを採用すべきではありませんこと？　一度きりの命令というのでは、あまりにもむなしい地位ですわ」

「王という地位自体に価値があるのではないのです。一度だけ命令できるという権利を、そのグループの中で回していくというゲームなのです」

「なるほど、よくわかりましたわ。しかしリリィさん、あなたがこのゲームを合コンの催もよおし物ものとして推おす理由は？」

「くじに細工をして、王権をコントロールします。そうすることで、ある程度その場を支配できるかと」

「院政を敷しくということですか」

「捉とらえようによってはそうなりますね」

「ふむ」

　ふむ、じゃないよね？　てか、おたくら真面目に議論する気ある？　なんで王様ゲームの話題で王権だの院政だのよくわからん話をしてるんだ。

　うんざりする俺を尻しり目めに、リリィはふところからトランプの束を取りだす。

「部室にさりげなくトランプを置いておきます。夜美とヤスの二人には、王選定のくじにこのトランプを使うよう誘ゆう導どうしてもらいたいのです」

「それでどうやっていかさまを仕し掛かけるわけ……？　俺も夜美も、凄すご腕うでのディーラーじゃないってのに」

「これは極ごく薄うすの電子パネルでできていて、遠えん隔かく操作で柄がらを自在に変へん更こうできるのよ。ほら、見なさい」

　束の中から、一枚のトランプを手て渡わたしてくるリリィ。一見なんの変へん哲てつもないカードに、ハートのキングが描かれている──と、リリィがスマホをちょこちょこっと弄いじった次の瞬しゆん間かん、カードの柄がらがパッとジョーカーに変わった！

「──うわ、すげえ！」

「まだ世に出回っていない技術よ。サキュバス驚きよう異いのメカニズム」

「確かにこれならば、くじの結果を思い通りに操あやつれそうですわね」

「ええ、そして王役は、基本的に夜美かヤスに委ねたいと思います。この場ではあらかじめ、王として二人がどのような命令を出すかを決めましょう」

　リリィが立ち上がり、ホワイトボードの前に立つ。

「とはいえ、いくつかパターンわけした方がいいでしょうね。グリムに命令を出す場合に関しては、全てオトギさまが決めてください」

　きゅっきゅっと音が鳴り、ホワイトボードに「グリムへの命令」と文字が走る。

　それを見て、途と端たんにオトギがそわそわし出した。

「な、なんでも？　それはなんでも結構ですの？」

「はい。王様の命令は絶対ですから」

「じゃ、じゃあハグをしてもらいましょうか……最近、一緒に寝なくなってお休み前のハグをしなくなってからというもの、グリムのハグ成分が補ほ充じゆうできていないのです」

「オトギさま、落ち着いてください。オトギさまは合コンの場にいないのですよ」

「……え？　あ、ああ、そうでしたわね。わたくしとしたことが、ついうっかり……」

「グリムにメンバーの誰かとハグをさせますか？」

「──させるわけがないでしょう！　グリムのハグはわたくしのみの特権ですわ！」

　オトギは態度を豹ひよう変へんさせ、バンバンと机を叩たたく。

　怖いよお……こんな頭おかしい人が監かん視ししてる合コンとか参加したくないよお。

　それから俺たちは、オトギの顔色をうかがいながら、各種命令についてアイデアを出し合った。当日のデス・キューピッド作戦に万ばん全ぜんの備えで挑いどめるとオトギが頷うなずいたときには、もう日は暮れかかっていた。
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　アキラを合コンの場に誘さそうためには、まずアキラの口から転校するという事実を聞かなければならない。というのも、俺はアキラの転校に関わっていないことになっているので、まだその事実を知らないはずだからだ。

　しかし、その問題についてはあっさりとクリアできた。オトギに脅おどされるようにしてかけさせられた電話で、アキラは自分からそのことを告白したのだ。

『実はぼく、今度転校することになって』

「転校？　ってことはあれか？　どこかに引ひっ越こすのか？」

　俺はせいいっぱい素知らぬふりをする。

『ううん、都内の高校に。しかも、それがヤスと同じ高校なんだよ！』

「マジかよ！　そりゃあいいじゃん！」

『えへへ、夢が叶かなっちゃった。この前、言ったでしょ？　ヤスと一緒の学校に通えたらなあって』

「た、確かに言ってたかもなあ、あはは……」

『でも何だか上う手まくいきすぎてる気がするんだよねえ……あ、ひょっとして夜美ちゃんが手を回してくれたのかなあ。それとも、リリィさんとか？』

　アキラはたまに鋭するどい。

「そ、そんなことないだろ。とにかくさ、アキラが同じ学校に通うなら、俺も嬉うれしいよ！」

『え……』

　それからしばらくの間、よくわからない沈ちん黙もくがあった。通話口の向こうから洟はなをすする音が聞こえてきて、次いでアキラの涙なみだ声ごえが響ひびく。

『……うん……ぼくも嬉うれしい……』

「ど、どうしたんだよ、急に!?」

『だってぼく、ヤスみたいな友だち初めてだから……』

「な、何言ってんだよ、大げさだな！」

『迷めい惑わくだったら言ってね……？　その……ヤスが嫌いやがることはしたくないし……』

「そういうことを言われるのが一番嫌いやだよ。いままで何があったか知らないけどさ。これからは俺がいるし、新しい友だちもたくさんできるって」

『ありがと……えへへ、ヤスは優やさしいね』

　思わずきゅんとくる。同時に、背後から無言の圧力を感じる。これだけの人数がいて、男のアキラが一番可か愛わいいってどういうことよ？

『ぼくにできることができたら何でも言ってね？』

「いままでみたく、イラストを描いてくれたらそれで十分だよ。言ったろ。俺はイラストに関わる者すべてを尊敬してるって」

　誤ご魔ま化かすように言う俺の頭にあったのは、もちろんあの馬ば鹿かげた計画。

　ひょっとしていまアキラに事情を話せば、言い寄ってくるグリムを振ふるようお願いできるのでは……？

　しかしそんなアイデアを思いつくやいなや、今度はグリムがアキラのことを話すとき、本当に楽しそうに笑っていたのを思いだす。

　俺は依い然ぜんとして迷いの中にいて、答えを見つけられていなかった。

　ちらりと後ろを振ふり返かえると、そこには酷こく薄はくな笑えみを浮かべるオトギとリリィ……と、あたかも二人と対等と言わんばかりにドヤ顔を浮かべる夜美の姿がある。

　──こいつだけは、ほんと腹立つな！

　しかしいったい、俺はどうすればいいんだ……!?　教えてくれアキラ！

『イラストかあ。ヤスって確か漫まん研けんに入ってるんだよね……？　ぼくも入ろうかなあ……ど、どう思う……？』

　俺の気も知らず、アキラはサキュバスたちにとって極きわめて都合のいい質問を繰くり出だしてくる。

「……もちろん歓かん迎げいだよ。なんだったら、今度部室に入れてやろうか？」

『いいの？』

「いいよ。そのとき、ついでに学校も案内するからさ」

『勝手に入って怒られないかなあ。ぼく、まだ部外者だし』

「俺らの学校、そういうところ厳しくないから……」

　というよりも、この学校はすでに《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》に全ての実権を掌しよう握あくされていると言っても過言ではない。彼女たちがいいと言えば、それらは全て肯こう定ていされる。もちろん、その逆も然しかり。

『それじゃあ、ちょっと早いけど案内してもらおうかなあ。えへへ、楽しみ』

「そしたら今週の日曜日とかって、大丈夫？」

『うん、大丈夫。ほんとにありがとね、ヤス……』

「気にすんなって。また連れん絡らくするよ」

　通話を切った途と端たん、背後でパチパチと乾かわいた拍はく手しゆの音が響ひびいた。

「……実に巧たくみな手しゆ腕わんですわ。見事、対象をおびき寄せることに成功しましたわね」

「作戦は完かん璧ぺきです。グリムはすぐにオトギさまの手の中に舞まい戻もどってくることでしょう」

「ええ、勝利をこの手に」

　作戦だの勝利だの大おお仰ぎような言葉を使っているけれども、やろうとしているのは妹の恋こい路じをいかに邪じや魔ましようかという、実にしょうもないこと。

　そもそも、この人が妹いもうと離ばなれすれば万ばん事じ解決する話じゃねえか……と、考えながらも、俺は決してそんな思いを口にすることはなかった。




　……そして二重スパイの一重目よろしく、俺は今度夜美と一緒に、グリムとの作戦会議に参加していた。

　こう次から次へと頭を切きり替かえないといけないとなると、ほんとおかしくなりそう。それぞれの場面で、言っていい情報と言ってはいけない情報が異なるわけで……。

　会合の場所として指定したファミレスにやってきたグリムは、俺たちが合コンの場をしっかりセッティングできたことを聞き、満面の笑え顔がおになった。

「へえ、漫まん研けんの部室でやるの!?　いいじゃん、めっちゃ面おも白しろそう！」

「と、とにかく、俺は最善を尽つくした……」

　目を逸そらしながら言う。やっぱやばいよなあ、罪悪感半はん端ぱないって……。

「あとは、その……合コンでやることだけどさあ？」

「あ、そだね。うーん、どうしよっかな」

「……いま思いついたんだけど、王様ゲームとかどう？　合コンの定番っぽくね？」

　冗じよう談だんっぽさを装よそおって、水を向ける。すると、グリムは瞳ひとみをきらりと光らせた。

「それいいじゃん！　王様ゲームやろうよ、王様ゲーム！　ヤスっち冴さえてる～」

「あはは、どういたしまして……」

「えっちな命令出しても、ゲームだから～ってノリで流せるしね。ぴったりじゃん！」

「ひょっとして、やったことあるわけ？」

「ないけど、ドラマとか映画でたまに見るじゃん」

　お姉さんは知らなかったみたいですけどね。まあ、世間はこっちのグリムの方が知ってそうだけど。

「ふ、受けて立ちますよ、グリム」

　院政の傀かい儡らいとなることが決定している夜美は、自信満々だった。

「王は常に一人……そしてそれこそが私……あなたは私が出す理り不ふ尽じんな命令によって、むせび泣くことになるのです」

「言ったなあ？　でもウチが、めっちゃ運いいの夜美っちも知ってるでしょ？　じゃんけん、負けたことないよね？」

「そうでしたっけ」

「そうだよ。なんなら、ちょっといまやってみる？」

　じゃんけんする二人。しかしグリムの言葉どおり何度やっても夜美は負け続け、次し第だいにムキになってきたのか、プルプルと震ふるえながら顔を赤く染める。

「なんでえ!?　なんで勝てないんです!?」

「あはは、だから言ったじゃん。ウチって幸運の女め神がみさまに愛されてるからさあ」

「色欲さまに言いつけてやりますから！　グリムは別の女め神がみさまに二ふた股またかけるビッチだって！」

「幸運の女め神がみさまこそ色欲さまだから。別に二ふた股またなんてかけてませーん」

「む、むきー！」

「ちょ、ちょっと待てお前ら」

　そんなどうでもいいことで盛り上がらないでくれ。いま罪悪感と戦ってる俺が馬ば鹿かみたいになるだろ。

　グリムは悪いた戯ずらっぽく笑って、ピンと両方の手の人差し指を立てる。

「ま、どうせ王様ゲームで当たり引くのはウチだからさ。二人にはこっそり番号教えてほしいんだよねえ」

「はあ？」

「ゲームは四人でやるでしょ？　王様はウチ。で、あとは夜美っちとヤスっちの番号がわかれば、アキラの番号もわかるじゃん！」

「い、いかさまを仕し掛かけようと言うんですか？　グリム、あなたは悪いサキュバスです……」

　しどろもどろになって目を逸そらす夜美。態度はともかくとして、よくそんなこと言えたなお前。

「お堅かたいこと言わないでよ！　大丈夫、ちょっといい目を見せてあげるからさ……」

「いい目？」

「ちょっと耳貸して」

　ごにょごにょと夜美に耳打ちするグリム。

　次し第だいに夜美は頰ほおを染め、そわそわし始める。

「ふ、ふーん、なるほど。そういうこと……」

「何をごにょごにょやってんだよ？」

　一応訊きいてみたものの、俺は密談の内容にほとんど興味を持っていなかった。というのも、どれほどグリムが知ち恵えを絞しぼったところで、その全てが無む駄だになるからだ。いかに運がいいとは言っても、リリィが見せた超ちよう技ぎ術じゆつの前では無力……。

「まあ、こっちの話～？」

　自分が網あみにかかった魚であるとも知らず、グリムはクスクスといたずらっぽく笑う。

「それよりさ、サイン決めとこうよ。『一』だったら、テーブルの見えるところで人差し指を動かすの。で、『二』なら中指で『三』は薬指。オッケー？」

「わかったわかった」

　ああ、かわいそうなグリム……。その企たくらみが全て水すい泡ほうに帰すとも知らず……。

「──こんな感じですか？　それとも、こう？」

「それじゃ露ろ骨こつすぎるってば！　もっと自然な感じで、トントンってするの」

　いや、お前は何でそんなに必死になってサインの練習をしてるんだよ。

　無む駄だだろ。力の入れどころを間違えてるだろ。

　そこまで思って、俺は自分の考えを改めた。

　──いや、ひょっとしたらいま夜美は、哀あわれなグリムにあえて付き合ってやることで、己おのれの心に巣食う罪悪感を少しでも和やわらげようとしているのかもしれない。

　しかしそれは偽ぎ善ぜんだぞ、夜美！　お前がやっているのは、グリムにとって何の慰なぐさめにもならない──。

「──こっちの方がいいんじゃないか？」

「そんな芋いも虫むしみたいに指を動かしたら、アキラに怪あやしいって思われるでしょ！　もう、真面目にやってよね！」

　その日、俺は誠心誠意グリムの言い分と向き合おうと思った。
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　ついに決行の日を迎むかえ、俺たちはそれぞれの配置についた。

　夜美とグリムは漫まん研けんで、オトギとリリィは隣りん室しつのＰＣ室で待機。

　そして俺は学校の最も寄より駅えきまでアキラを迎むかえに行く、と。

　俺の最初のミッションは、学校に着くまでにグリムの存在をアキラに上う手まくなじませることだった。以前に会ったときのグリムは素のグリムではなかったと説明し、のちのち漫まん研けんで顔を会わせた際に、アキラが普ふ段だんのテンションの彼女を見て驚おどろかないようにするのである。

「──あ、ヤス！」

　待ち合わせ場所にたたずむアキラが、俺に気づいて駆かけ寄よってくる、

　そしていつぞやのときのように、腕を絡からませてきた。

　いまから思うとこの近すぎるスキンシップも、アキラがこれまでに友だちとの距きよ離り感を学ぶ経験がなかったからなのかもしれない。

　そう思うと、ぐっと込こみ上あげてくるものがあった。

「……おいっす、アキラ」

「今日はわざわざごめんね？　せっかくの休日なのに」

「だから気にすんなよ。友だちと遊びに行くのと、そんな変わんねえし」

「えへへ、楽しみ」

「実は最近、他にも転校生がいてさ」

　歩き出してから、俺は何気なさを装よそおって切り出した。

「そうなの？　そんなに頻ひん繁ぱんに転校生が来るんだね」

「ま、まあな」

「あ、でも施し設せつの人の説明を受けたときは、ヤスの学校って新しい生徒の受け入れに寛かん容ようだって聞いたよ。最初にそこをお勧すすめされたからびっくりしちゃったんだけど」

　そいつはサキュバスどもの単なる根回しだよ。

「施し設せつの人って？」

　と、誤ご魔ま化かすように訊きくと、アキラは途と端たんに表情を曇くもらせ、目を伏ふせてしまう。

　それを見て俺はしまったと思い、心の中で自分に舌打ちした。これは失敗だった……トラウマをほじくるなんて、どうかしてるだろ……。

「あ、ごめん。その、答えにくいことだったらいいよ……」

「や、ヤスには聞いて欲ほしいんだけど」

　しかし、アキラは意を決した顔で口を開く。

「ぼく、前の学校では……あんまり学校行ってなかったから……そういうことを支し援えんしてくれる施し設せつの人……」

「ま、まあ、俺もアキラくらい絵の才能があれば、学校なんて行ってないだろうけどなあ！」

「……え？」

「そりゃあそうだろ！　俺は二次元の探究者！　イラストが上う手まければ、ずっとその世界の表現に力を入れたいと思うのは当然だろ！　惜おしむらくは、俺にはちっとも絵の才能がなかったことだな……」

　それからしゅんと肩を落としながら、ちらりとアキラを見つめる。

　アキラがクスクスと笑っていたので、俺はほっと安あん堵どの息を吐ついた。

「……やっぱりヤスは優やさしいね」

「はあ？　いまのどこにそう判断する要素があったよ？」

「……ううん、ヤスと友だちになれて、ぼく本当に嬉うれしい」

「そ、そんなことより、もう一人の転校生の話なんだけど！」

　ニコニコと微ほほ笑えむアキラを見ていると、いつかその気になってしまいそうだ。サキュバスなんかよりもこいつの方がよっぽど可か愛わいいとか、この世界はあり方として恥はずかしくないの？

「今日、実はその子の案内もすることになってて」

「ぼくと一緒にってこと？」

「そうそう。そいつはアキラと違って、転校の仕方がちょっと特とく殊しゆでさ。この前会ったグリムってサキュバスいただろ？」

「ああ、うん。何かサキュバス界の偉えらい人とか言ってた女の子だよね？」

「そうそう。あいつ、降格して修しゆ行ぎようし直しになったらしくてさ。人の学校に通うことになったんだけど、知り合いのいるところがいいってんで、夜美とリリィに目をつけたってわけ」

「ああ、そしたら、あのグリムさんっていう子がもう一人の転校生なの？」

「そういうこと。《サキュバス界闇やみの権けん力りよく》とかいうわけのわからない組織の力で、ねじ込こまれてきたっぽい。とはいっても、いまは平ひらのサキュバスで、この前みたいなさかしらぶった感じじゃないから、そこんとこよろしく」

「……そしたら、いまから顔を合わせるんだ。仲良くできるかな……」

　心配しなくても、仲良くはできると思うんだ。問題は、君らが仲良くなりすぎると怒る変な女に監かん視しされてるってことなんだ。




　学校にたどり着つくと、俺はアキラを連れて文化部の部室棟とうに向かった。

　途と中ちゆう、ＰＣ部の横を通り過ぎたとき、ゾクリと強い悪お寒かんに襲おそわれる。ドアの向こうから、オトギの執しゆう念ねんじみたオーラがにじみ出ている気がした。

「こ、ここが漫まん研けんだよ、アキラ！」

　すぐに漫まん研けんの部室の前に移動し、「漫まん画が研究部」と書かれたプレートを指で示す。

　しかしそのとき、部屋の中からギャーギャーと騒さわぐ声が聞こえて、俺はおやっと思った。

「──ヤバくね!?　こ、こんなのガッコの部室に置いといていいわけ!?」

「この部の活動を表す創作物ですから、何も恥はずべきことなどありません！　むはは、それこそ我わが部の部長、白しら波なみ蛍ほたるさんという方が描いたＢＬ本です！」

「で、でもこれってもうエロ本じゃん！」

「エロ本ではありません。本ほん番ばん行こう為いがどこに描かれているというのです？」

「……う、うわ！　これえっぐ！　見て夜美っち、これなんてもう言いい逃のがれできなくね!?」

「むわあああああああああ！　こっちに開いて見せるんじゃないですよ！　勝手に見つけたんですから、一人で楽しんでください！」

　扉とびらを開くと、そこには薄うすい小冊子を開いて掲かかげるグリムと、彼女から逃にげようとして顔を真っ赤にしている夜美の姿があった。

「……お前ら何をやってるんだよ？」

　訊きかなくても大体わかるけどさ。

　俺の声で動きをピタリと止めた二人が、ゆっくりと視線をこちらに送る。

「はあ!?　こ、これは違うんです、ヤス……グリムが勝手に蛍さんの作品を見つけただけで、私は何も──」

「──あ、ＢＬだあ！」

　夜美の言葉を遮さえぎり、俺とアキラの方をビシリと指差すグリム。

　ＢＬ？　と不思議に思いながら我わが身みを顧かえりみる。

　アキラと腕を絡からませている俺。

「──ち、違う！　てめえ、リアルと二次元を一緒くたにするんじゃねえぞお！」

「それは何ともヤスらしからぬ言葉ですね」

「俺はきっちりと区別できとるわい！　その上で、二次元を愛してるだけだ！　──ってそんなことより！」

　言いながら、顎あごをしゃくってアキラを示す。

「……ほら、今日の主役を連れてきたぞ」

「あ、どうも」

　アキラはペコリと頭を下げてから、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「夜美ちゃん、グリムさん、これからよろしくね」

　それを見て、グリムはカァッと真っ赤になる。

「お前のことはちゃんと説明しといた。アキラには前みたいな変な態度じゃなくて、素で接してくれたらいいから」

「う、うん、おっけ……」

　顔を赤らめながらも、グリムはアキラの前まで来て手を差しだす。

「……よろしくね、アキラ」

「よろしく、グリムさん」

　二人が握あく手しゆした瞬しゆん間かん、スマホがブルッと震ふるえる。

　何事かと思って取りだすと、画面には「オトギ」と書かれた差出人から『……対象の腕を切り落とせ』とメッセージが入っていた。

　……怖いって！　いつものお嬢じようさま言葉じゃない分、ホラー感が増してるって！

　俺は慌あわてて『これ以上の侵しん攻こうは阻そ止し』とだけ返信した。

　それから何もメッセージが返ってこないところを見る限り、オトギは納なつ得とくしてくれたらしい……いや、多分リリィが助け船を出してくれたんだろうな。

「じ、実は二人を歓かん迎げいする意味もこめて、ここでちょっとパーティーしようと思ってさ！　ほら、お菓か子しとかジュースを用意したんだ！」

　俺は慌あわてて二人を引きはがすと、予定通り合コンに進行できるように、率そつ先せんして端はしの席に座った。

「ほら、みんな席についてついて！」

「ジュースをつぎましょう！　今日は二人が主役ですから、存分にくつろいでくださいね！」

「学校の案内はいいの？」

「そんなのは後でいいって！　何事もまずお互たがいのことを知ってさ、仲良くなってからの方がいいだろ？」

「仲良く……そ、そうだね」

　そう言ってからアキラはまたにっこりと微ほほ笑えみ、俺の隣となりの席に腰こしを下ろす。

　すると何が気に障さわったのか、夜美がクワッと目を見開いた。

「あ！　そ、そこは私の席！」

「別にどこでもいいだろ。いいから座れよ」

　そもそも合コンなんて、男側と女側に分かれて座るもんじゃないの？

　夜美は不平っぽい様子で、そしてグリムはどこかそわそわしながら、俺たちの対面に腰こしを下ろす。

　そうして、ついにデス・キューピッド作戦の核かく──合コンが始まりのときを迎むかえた。
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　合コンの開始からずっと、グリムはテンション高く場を盛り上げていた。

「……でさ、そのときからウチ、犬派になったってわけ。ずっと可か愛わいがってた猫ねこに裏切られたから！　可哀かわい想そうじゃない？」

「まずそういう犬いぬ猫ねこ二分論は正しいのか。猫ねこが嫌きらいだから犬が好きって、話はそんな単純じゃねえだろ」

「でも私は犬いぬ嫌ぎらいだから猫ねこ派はになった口です。しかも、グリムのせいで」

　夜美がそんなことを言いだす。

　すると、グリムは何か思い出したのか、一人でケラケラと笑い転げた。

「教会チヤーチグリムっているでしょう。別名、黒妖犬ブラツクドツグ。ファンタジーとかにもよく出てくる犬で、死の前まえ触ぶれを表す不ふ吉きつな悪あく霊りようともいわれているやつですよ」

「聞いたことはあるな」

「グリムは一時期、家の人におねだりしてその犬を飼ってたことあるんです。『名前が一緒だから』とかわけわかんないこと言って。いきなり散歩に連れてきたとき、みんなびっくりしたんですよ！　しかも何かその犬、私ばっかり執しつ拗ように追いかけてきて！　いまでも、私はそのときのことがトラウマなんですよ！」

　まずそんな生き物が存在するのか、と突つっ込こみたくなったものの、二人のやりとりを見てアキラがクスクスと笑っていたので、野や暮ぼなことは言わないでおく。

「ヤスっちには、なんかそういうトラウマとか失敗談とかないわけ？」

「……いえ、特に」

「なあに、一いつ瞬しゆん間があったじゃん？　聞かせてよ」

　俺がトラウマとして思いついたのは、告白してすらいない女の子に振ふられた経験だった。俺が二次元崇すう拝はい者しやとして目覚めるきっかけを作ってくれた女の子。

　誇ほこり正しい道に進むことができたこともあり、俺はいまむしろあの子に感謝さえしているくらいだが、一応、あれは失敗談とかトラウマとか呼んでいい類たぐいのものかもしれない。

「そんなものはない」

「そしたらさ、ゲームして勝ったら教えて」

　言いながら、目配せしてくるグリム。

　それを見て、俺はおお、なるほどと感心することになった。

　こういう持って行き方をするわけか。

　グリムは素のテンションが高いせいもあるが、ずっと話題の中心にいることが多い。そして、色々な会話の引き出しを持っている。どこかで、そのゲームをやるきっかけを探さぐっていたに違いない。

「いいけど、どんなゲームをやるわけ？」

　俺は、いよいよこの瞬しゆん間かんがきたと身構えつつも、表面上は肩をすくめて訊たずねた。

　可哀かわい想そうなグリム……ここから、一いつ切さい彼かの女じよの目もく論ろ見みどおりに進むことはないというのに……。

「──王様ゲーム！　知ってるでしょ？」

「ほう、私にそのゲームで勝てると思っているのですか？」

　上う手まいこと夜美が乗っかる。

　俺はちらりとアキラをうかがって訊たずねた。

「どうするアキラ？　やる？　まあ、あんまり変なことにはならないとは思うけど」

「面おも白しろそう。でもぼくやったことないから、やり方教えてね」

「オッケー。そしたら、くじが必要だな。確か部室にトランプがあったし、それを使おう」

　と言って、あらかじめリリィが仕し込こんでいたトランプを取るために立ち上がる。




　──しかし、そのとき思わぬ事態が起こった。




「……何言ってんの？　王様ゲームのくじって言ったらこれでしょ？」

　グリムが二本の割わり箸ばしを取り出し、それぞれを半分ずつパキッと割った。

　それから近くにあったペンで、四本のくじの先せん端たんに「王」という文字と、一から三までの数字を書き込んでいく。

「……え？」

「はい、くじできた！　ほら、ヤスっち早く座って！」

「ちょ、ちょっと待って。トランプの方がよくない……？」

　しどろもどろになって、トランプとグリムの間で視線を往復する。

　おい、これはいったいどうすりゃいいんだ！　トランプを使わないと、リリィはくじを操作できない──つまり、これから行われる王様ゲームにおいて、院政を敷しくことができなくなるということだ！

「くじはもうあるから。早く座りなよ」

　グリムが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　そのとき、またスマホがブルッと震ふるえた。

『それ以上は怪あやしまれる。ひとまずここはグリムに従って』

　見ると、今度は画面にそんなリリィのメッセージが表示されている。いや、でもそれはヤバいだろ。せっかくやった会議が水みずの泡あわになっちまうし……。

　俺がおろおろしていると、夜美が真顔のまま口を開く。

「……ほら、ヤス。よくわかんないこと言ってないで座るんですよ」

　いや、何でお前はそんなに落ち着いてんだよ。お前はこっち側だろ。このままだと、オトギさま激オコ展開になるかもしれねえってのに。

　不測の事態に内心恐れおののきながら、俺はゆっくりと席についた。

　お、落ち着け、俺！　俺か夜美のどちらかが「王」のくじを引き続ければいいんだ！　確率的には二分の一だし、それで立てたプランを遂すい行こうできる……。

「はい、みんな、くじ引いて引いて！」

　楽しそうに周りをせかすグリム。

「王様だ～れだ！」

　その号令とともに、引いたくじを確認した。

　そこで目にしたのは、「二」の番号。

　──くそっ！　外した！　だが、まだ夜美という可能性が──。




「は～い！　王様、ウチで～す！」




　──終わった。

　嬉うれしそうに手を挙げるグリムを見て、俺は静かに目を瞑つぶった。

　もはやデス・キューピッド作戦は完全に失敗。これでグリムがアキラにキスしろ、とでも命令を出せば、その瞬しゆん間かんオトギは怒り狂くるい、責任者として俺を血祭りに上げるだろう。

　なんて理り不ふ尽じんな世界なんだ。

　絶望し、閉ざされた暗くら闇やみの中、俺は机に規則的な振しん動どうが走っていることに気がついた。

　すっと瞼まぶたを開くと、夜美が人差し指でトントンと机を叩たたいている。

　何をしてるんだ、こいつ──と思ったとき、すぐにそれをグリムと決めたサインだと理解する。

　いや、そんなことを律りち儀ぎに守ってんじゃねえよ。もう無む駄だなんだよ、何もかも。

　しかし、夜美はちらりと俺の方を見てサインを継けい続ぞくする。まるで、俺にもサインを出せと言わんばかりに……。

　夜美の瞳ひとみに宿る輝かがやきには、何か大きな自信のようなものを感じた。まさかこいつ、この逆境をはねのける手を思いついたってのか……？

「さ～て、ヤスっちの番号は何番かな～」

　そう言うグリムの声こわ色いろは、いたずらっぽさに満ちている。

「え、なんで俺をピンポイントなんだ……？」

「だってさっき言ったじゃん。ウチが勝ったらトラウマを話すって」

　そう言えばこのゲームに入るきっかけはそれだった、と思いだす。

　ということは、この一回はしのげるということか……？　血祭りにされるくらいなら、当然俺はトラウマを話すことを選ぶ。あんなものはもう笑い話みたいなものだし……。

　そこまで考えたとき、俺はハッと息を吞のんでいた。

　──いや、むしろここは何としてでも、グリムに俺の番号を知らせなければダメだ！

　というのも、彼女が俺の番号を把は握あくしないまま「●番はトラウマを話せ！」と命令し、仮にそれがアキラになった場合……何が起こるかは、火を見るより明らかではないか！

　この部室に来る道中でアキラが話してくれた内容を、また話させることになってしまう。

　そんなことはさせてはならない。

　俺は夜美の方をちらりと見つめた。

　なるほど、夜美のやつはこのことを見み越こしていたからこそ、率そつ先せんして番号のサインを送っていたのか！　俺にも番号を開示させるために……!!

　ちょっとだけ見直したぜ、夜美！

　中指を動かし、俺が「二」を引いたことを表すサインを出す。

　──さあ来い、グリム！　たかがトラウマごとき、いくらでも話してやる！

「よし、決めた！　一番と二番がポッキーゲーム！」

「……え？」

　トラウマを話す気満々だった俺は、一いつ瞬しゆんグリムが何を言ったのかわからなかった。

「ちょ、ちょっと待って……トラウマの件につきましては……？」

「よくよく考えたら、別にいいかなって。それより、一番と二番は誰ー？」

「……一番は私ですね」

　夜美がテーブルの上に、「一」と書かれたくじを置く。先ほどのサインどおり、夜美は一番。

「ぼくは三番だから、ヤスが二番だね」

「……ちょっと待ってくれる？　グリム、いまなんて命令を出したっけ……？」

「一番と二番がポッキーゲーム」

「──ふっざけんなあああああああああああ！　誰がやるかそんなもおおおおおおん！」

「王様の命令は絶対だって、ヤスっち！　ほらほら、ポッキーならここにあるし。仕方ないから、ヤスッちの方がチョコの方でいいよ」

「味のあるなしでごねてるんじゃねえんだよお！　な、なんで俺が夜美と……」

　俺が発はつ狂きようしている間にも、グリムはポッキーを一本取りだして夜美の口にくわえさせる。

　もちろんのことながら夜美は顔を真っ赤にしていたものの、態度は従順この上なかった。

「お、お前、なんでそんなに素す直なおなんだよ……」

「だ、だって、王様の命令は絶対ですから……そうじゃないと、ゲームが成り立たなくなっちゃいますっ……！」

「わあ、夜美っち、積極的ぃ！」

「し、仕方なくですよ!?　私だってこんなこと、やりたくてやってるわけじゃありませんから！」

　──やりたくてやっているわけではない。

　その物言いに、何となくカチンときた。

「……わかったよ、じゃあやってやろうじゃねえか！　俺だってこんなことやりたいわけじゃねえからな！　王様の命令は絶対だからやるだけだからな！」

　気き炎えんを吐はきながら、夜美の前に立つ。

　夜美は口にくわえたポッキーを斜ななめ上方面に固定し、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　俺は、勢いに任せてポッキーの逆側をくわえた。

　そして目の前のポンコツサキュバスを、キッと睨にらみつける──まではよかったものの、あまりにもその顔が近くて、すぐ狼狽うろたえることになった。

　ちくしょう、ポッキーのやつめ………手に持つとわりと長い癖くせに、口でくわえると随ずい分ぶんと短いじゃねえか……!!

「こ、これってどうやったら終わりになるの……？」

　ポッキーを歯でくわえながら、唇くちびるだけを動かして訊たずねる。

「そうだなあ、そしたらチョコの部分がなくなるまで食べたら終わりでいいよ」

　それ、チョコサイドをくわえてる俺が全労力を担当することになるじゃねえか！　ふざけんじゃねえぞ！

　夜美は小刻みに震ふるえながら、ずっと目を瞑つぶっている。

　ぷくりとしたピンク色の唇くちびるがちょっとだけ突つき出だされ、キスをせがんでいるようにも見える……。

「あはは、そのままチューしちゃいなよ！」

「だ、黙だまれえ！　話していなかったが、俺の前世はリス！　そこで俺の巧たくみな前歯さばきを見ていやがれってんだ！」

　カリカリカリカリカリカリカリ……………と、そこからのことは、あまり覚えていない。

　無む我が夢む中ちゆうでほとんど味のしないチョコを食べきり、気づいたときには、俺は肩で大きく息をしながら席に戻っていた。
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「はい、またウチが王様で～す」

　二回目のくじでも、グリムが王くじを引き当てた。

　こいつ、まさか本当にバックに幸運の女め神がみがついてやがるのか……？

　俺がそんなことを考えている間に、夜美はまたサインを出していた。薬指が動いているということは、引いたのは「三」だろう。

　それを見たグリムが、またニヤニヤといたずら笑いを浮かべる。

　俺は先ほど痛い目を見たこともあって、もうサインを出さないと堅かたく誓ちかっていた。

　あくまでも、グリムの最終目的はアキラ。

　命令による罰ばつゲームと称しようして、彼とイチャイチャするのがグリムの目的と見て間違いない。

　しかし二分の一で俺になる可能性があれば、そこまで過激な命令を出すことはできないはずだ。ゆえに俺は絶対にサインを出さない！　何があってもだ！

「今度の命令はねえ……おでことおでこをくっつけて、三十秒見つめ合うこと～」

　──やはり、来たな！

　そうやってアキラをたぶらかそうってんだろ。だがあいにく、こっちは命がけのミッションに挑いどんでいる。簡単にアキラの番号を教えることはできねえ！

「そしたら、まずは三番ね。三番の人、手を挙げて～」

「ま、また私のようですね」

　──え、また夜美を指名するわけ？

　おずおずと手を挙げる夜美を見て、俺は混乱することになった。

　グリムのやつ、どういうつもりだ……？　いったい何が狙ねらいで──

　と、そこまで考えたとき、俺はハッとなった。

　い、いかん！　このままでは一歩間違うと、夜美とアキラがおでこをくっつけあって見つめ合うという事態になってしまうかもしれない！

　それは嫌いやだ……もちろん別に、夜美が他の男とそういうことをするのが嫌いやというわけじゃない！　アキラをそんな恥はずかしい目に遭あわせるのが可哀かわい想そうなだけ……その一念であって、他意はない！

「もう片方はどっちにしようかな～何番にしようかな～」

　グリムは悪あく魔まじみた顔で、俺とアキラを見比べる。

　俺は先ほどの決意を引ひっ込こめ、即そく座ざにサインを出していた。

　俺が引いたのは「一」……!!　それをグリムに伝える。

　なぜならそのことを知っていさえいれば、グリムは意中の相手であるアキラに、夜美との罰ばつゲームを科すわけがないからだ。

　くっ、なんなのだこの高度な心理戦は！

　グリムはそれを見ると、ニヤリと笑って口を開く。

「き～めた！　もう片方は、一番！」

「ぼくが二番だから、一番はヤスだね」

「し、仕方ありませんね……王様の命令は絶対ですから……」

　そう言うと、夜美は椅い子すごと俺の隣となりに移動してくる。そして真っ赤になりながら前まえ髪がみをわけ、おでこを露ろ出しゆつさせた。

「ほ、ほら、ヤスも早くっ……」

「夜美っち、今度は目をつむっちゃダメだからね？　見つめあったまま三十秒だから」

「わかってます！　や、やりたくはないですけど？　そういうルールですから、しょうがありませんし？」

「それはこっちの台詞せりふだ、このクソ雑ざ魚こサキュバス！」

　ずいっと夜美に顔を近づけ、お互たがいの額が触ふれ合あう。

　夜美の額の熱が伝わってきて、俺は頭がゆだってどうにかなりそうだった。眩暈めまいを覚え、目の前に夜美がいるはずなのに、何を見ているのかわからなくなる。

　遥はるか遠くで、グリムが秒数を数える声がした。

　そのとき、夜美の鼻が俺の鼻にちょんと触ふれる。

「──ふぁいいいッ!?」

　自分の喉のどから、変な音が出る。てめえ、夜美！　バランスを崩くずしてるんじゃねえぞ！　こっちだっていっぱいっぱいなんだからよ！

「はい、三十～終しゆう了りよう」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、俺は即そく座ざに顔を引ひっ込こめた。

　長く厳しい戦いだったが、耐たえきった自分を褒ほめてやりたい気持ちでいっぱいになる。

　しかしそのとき、目の前の夜美がふらふらとふらつき、椅い子すから崩くずれ落おちそうになっているのを見つけ、慌あわてて抱だきとめた。

「お、おい、夜美！　大丈夫か！」

「むうああああ……お花畑があああああ……」

「ま、待て！　帰って来い！　そっちに行くんじゃない！」

　顔を真っ赤にして、ぐったりする夜美。

「あちゃ～、夜美っちちょっと興奮し過ぎちゃったかな」

「もうこんな危険なゲームは中止だ！　命にかかわる！」

「大げさだなあ。夜美っち、大丈夫？」

「……だいじょうぶう」

「そしたら、夜美っちはしばらく休きゆう憩けいね。三人で続行だよ、続行」

　ば、馬ば鹿かな！　これ以上はもう無理だ！

　ただでさえ不測の事態からスタートした王様ゲーム。ここでさらに味方の一人を失って続行などしようものなら、計画の全てが狂くるうことに……。

　そこまで考えて、俺はふと冷静になって目を回す夜美を見つめた。

　……いや、こいつ一いつ切さい役に立ってなかったどころか、むしろ足を引っ張ってたからな。いない方がやりやすいかもしれないな。

「ほら、三人になったから、自分が王くじを引ける確率上がったよ？　さあ、引いて引いて」

　グリムがくじを差しだしてくる。

　こうなったら、もう自や棄けだ。夜美がいなくなった以上、俺がこれ以上ダメージを受ける罰ばつゲームは考えにくいし、あとは攻こう撃げきあるのみ。

「──はあああ！」

　気合いとともに、くじを引ひき抜ぬく。

　そこに書いてあったのは「二」。

「くっ、また外しただと!?」

「……残念、またウチが王様だね」

　王くじを手に、ニヤリと笑うグリム。

　この圧政はいつまで続くと言うのか。

　しかしそのとき、意外なことが起こった。グリムはちらりと椅い子すの上で目を回す夜美を見て、頰ほおを少し染めると、途と端たんにもじもじし始めたのだ。

「……おい、どうした？」

「王様の命令は絶対……そうだよね……？」

　ちらりと上目づかいで、俺とアキラの顔を交こう互ごに覗うかがうグリム。

「一応、そういう体ていでやってるよね？　まあ、ヤスも夜美ちゃんも嫌いや々いやって感じじゃなかったけど」

「嫌いや々いやですけどお!?　命令が絶対じゃなかったら、俺は夜美とあんなことやってるはずないですけどお!?」

「そ、そしたらよかった……じゃあ、ウチがいまから出す命令も絶対だからね……？」

　言いにくそうに言葉を紡つむぐグリム。

　それを見て、俺はさっと青ざめた。

　ついにこの瞬しゆん間かんが来てしまったか！　グリムのやつは、いよいよアキラといちゃつく命令を出す気なのだ……。

　部室に蔓まん延えんする絶望的な空気が伝わったのか、ブルリとスマホが震ふるえる。

　見ると、そこには『殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す──……』と、呪じゆ詛そのようなメッセージが届いている。

　ま、待ってくれ！　まだ手はあるはずだ！

　俺は必死になって頭を回転させ、噓うそのサインを送ることを思いついた。

　つまり俺は「二」を引いているけれども、「一」だというサインを送るのだ。

　それならばグリムの目もく論ろ見みは外れ、いちゃつく対象がアキラではなく俺にな──……っていや、ダメだろこれ!?　グリムと俺がいちゃつくところを見せたら、オトギの殺意を増加させるだけじゃねえか！

　そこまで考えて、ますます絶望的な気分になる。

　グリムがどっちの番号を選んだとしても、終わりだということに気づいたからである。

　アキラといちゃつこうが、俺といちゃつこうが、オトギの目から見れば大差はない。彼女は、大切な妹が自分以外といちゃついていること自体が許せないという、どうしようもないシスコン女なのであるからして。

　となれば、やはりいまはサインを出してはならない。

　俺とアキラの番号が、グリムにわかっていないところだけが唯ゆい一いつの救いなのだから──目当ての番号がわからなければ、そうそう際きわどい命令は出せないはず。

　ここはこの二に択たくで迫せまって、グリムから易しめの命令を引き出すより他はない。

「──さあ、命令してみろ！　俺が当たれば何だってやってやるぜ！」

　そうやって、俺というハズレの存在をアピールする。

　そんな俺を前にして、グリムが少し怖おじ気けづいたように見えた。

　──いいぞ！　これから出す命令の番号が俺になったときのことをよく考えろ！　そして恐おそれおののきやがれ！

「……わかった。そしたら命令するからね。王様の命令は絶対！」

　王くじをビシリと掲かかげ、グリムが叫さけぶ。その顔には、また自信が戻っていた。

　ま、待ってええ！　お前は賢かしこいサキュバスだ、グリム！　頼たのむから、キスしろとかハグしろとか変な命令は出さないでくれ……。

　俺が冷ひや汗あせをかきながら歯を食いしばっていると、グリムは意を決した顔で口を開く──。




「──一番と二番、この漫まん画がのシーンを演じて」




　……は？

　グリムの手には、蛍ほたる謹きん製せいのＢＬ同どう人じん漫まん画ががある。

　彼女はパラパラとそれをめくると、俺たちにとあるページをビシリと開いて見せた。

「ここね。ずっと強気だった男Ａが、気弱げだった男Ｂに弱みを握にぎられて脅おどされるシーン」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「何？　いまさら文句？」

　グリムは顔を赤く染めたまま、俺をジロリと睨にらむ。

「……文句ってわけじゃないけど、お前それでいいのか？」

「いいよ。ほら、早く」

「あ、でもアキラは嫌いやかも……」

「ぼくはどっちをやればいいの？」

　俺の心配をよそに、アキラはニコニコして漫まん画がを覗のぞき込こむ。

「えへへ、やっとぼくにも罰ばつゲームが回ってきたんだね。嬉うれしいな」

　いや君、罰ばつゲームって普通嫌いやがるもんだからね？

　しかしこれまで友だちとこういうことをしたことがなかったであろうアキラにとっては、罰ばつとはいえ役割を与あたえられるだけで楽しいのかもしれない。

　そう考えると、ほろりとくるものがある。

　……アキラ、これから一緒にたくさん思い出作ろうな……。

「アキラはこっちの気弱げな方。で、ヤスッちはこっちの強気だった方」

「ええ、じゃあぼくがヤスを脅おどすってこと？」

「そうそう。ヤスっちって基本変態だし、普ふ段だんの鬱うつ陶とうしさ晴らすつもりでおもいっきりやっていいから」

「おい、誰が基本変態だ！」

　俺が目を剝むいた瞬しゆん間かん、

「──黙だまりなよ」

　豹ひよう変へんしたアキラが、俺の胸をドンと押す。

「……へ？」

「いい間ま抜ぬけ面づらだね。知ってるんだよ、ぼく。君、テストでカンニングしたでしょ？」

「か、カンニング？」

　その言葉でぎくりとなる。

「いや、俺はサインを送ってただけで……」

「黙だまっていて欲ほしかったら、どうすればいいかわかるよね？」

　アキラは俺の顎あごを摑つかみ、不敵に睨にらみつけてくる。

「ちょ、ちょっと待ってくれアキラ、これには深いわけが……」

「──こんな感じ？」

　そのとき、急に柔にゆう和わな笑え顔がおに戻ったアキラが、グリムの方を向く。

「……え」

「……いい。とてもいい……」

　湯気が出そうなほど顔を真っ赤にしたグリムは、両手で顔を押さえつつも、しかし指の隙すき間まからしっかりと俺たちの方を見ている。
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「よかったあ。でもぼく、普ふ段だんはこんなキャラじゃないからおかしくなかった？」

「……キャラ？」

　そう言われて、俺はようやくアキラが蛍ほたる本ぼんに登場する作中キャラの演技をしていたのだと悟さとった。

　なんだよ、驚おどろかすなよ。てっきりいままでのくじで、サインを送ってたことがばれたのかと思ったじゃねえか……。

　ほっと胸をなでおろしていると、グリムがまた別のページを開いた。

「そしたら次はこっちのシーンを……」

「アホかあ！　もう命令は終わっただろうが！」

「……ちっ、じゃあはい、さっさとくじ引いて」

　グリムは小さく舌打ちしてから、面めん倒どう臭くさそうにくじを差しだしてくる。

　ちくしょう、このアマ、いつまでも調子に乗ってるんじゃねえぞ！

「いまこそ俺のトップデッキ力を見せてやる！　ドロー！」

「──よし、ウチが王様。で、次のこのシーンなんだけど」

　当たり前のように王くじを引き、俺たちを手招きするグリム。

　勢いよく啖たん呵かを切った手前、とても気まずくなった俺。

　俺はしばらく仏ぶつ頂ちよう面づらのままたたずんでいたものの、同じ罰ばつゲームを受ける側であるはずのアキラが結構乗り気なのを見て、おやっとなる。

「へえ、またぼくがヤスを脅きよう迫はくする役なんだ？　制服のネクタイの結び目を引っ張って緩ゆるめる、と……」

「そうそう！　あ、でもヤスっちったら、今日空気読まずに制服じゃないから、代わりにこのタオルで代用して！」

「……空気読まずにってなんだよ。休日なんだから、私服でいいだろ」

「はあ？　学校に来るんだから制服じゃないとダメでしょ」

「はい、そしたらタオル巻いてあげるね」

　俺がグリムに嚙かみついている間に、アキラは献けん身しん的てきな様子で俺の首元にタオルを巻く。

　それを見たグリムが、真っ赤になって手をブンブンと振ふり回まわす。

「はああ、それもいいじゃん！　今度本物のネクタイでもやってみて！」

　こいつ、どうしたってんだ……？

　先ほどから、ちょっと様子が変だ。

　あくまでも、こいつの最終目標はアキラのはず。なのに、なんで自らは手を出さずに俺と絡からませる？

「……ほ、蛍さんには感謝しないといけないかもしれませんね」

　そのとき、なんとか回復した様子の夜美が、よろよろと立ち上がって囁ささやく。

「はあ？　どういうことだよ？」

「くっくっく……ひいてはこの部室に隠かくされていた蛍さんの同人誌を探し当て、グリムに見せた私の手て柄がらというわけです。大丈夫。私の見立てでは、もう危機は去りました」

　危機は去った？

　わけがわからず、俺は夜美にだけ聞こえる声で訊たずねた。

「……ちゃんと説明しろよ？」

「それはまたあとで。しかしヤスは、推おしの百ゆ合りカプの間に入りたいなどと言いだす男をどう思います？」

「死ねばいいと思う」

「それと同じですよ。グリムにはそれと同種の才能があったのです」

　意味深なドヤ顔を浮かべる夜美の態度は解げせなかったものの、グリムはそのあとアキラにちょっかいをかけるどころか、ますます俺とアキラを絡からませることに全力を尽つくしているように見えた。





６






　日が傾かたむき始めたころ、俺は「そろそろ学校を案内しないといけないかな～」などと適当な口実を作り、合コンをお開きにしようとした。反発覚かく悟ごの提案だったにもかかわらず、グリムが特に嫌いやそうな顔もせずに頷うなずいたので意表を突つかれる。

　どう考えても、やっぱりおかしい。

　アキラがトイレに行った隙すきに、俺はそのことをグリムに訊たずねてみた。

　すると彼女は腕うで組ぐみしたまま、ふっとニヒルな笑えみを浮かべる。

「……ウチ、気づいちゃったんだよね。アキラのことは好きだけど、その相手がウチであるべきじゃないって」

「え」

「あいつに夢を見せてたときからそうだったの。アキラと直接仲良くしたいっていう気持ちより、アキラが誰かと仲良くしてるときの光景を見てるのが好きっていうかさ……」

「……そう言えばお前、あいつに友だちと一緒にいる夢を見せてやってたんだっけか」

　よくよく考えれば、グリムがアキラに本当に性的な魅み力りよくを感じていれば、最初から自分で相手する夢を見せていただろう。グリムはきちんとしたサキュバスなわけだし、アキラの夢をそういう方向に導くこともできたはず……しかし、彼女はそうしなかった。

「うん。あのときはまだ、ウチも自分の気持ちがよくわかってなかったんだと思うんだよね。アキラの事ばっかり考えちゃって、ずっとそばで見ていたいって思って。でもこの部室でＢＬ本を見て、自分が本当に何を求めていたのかを理解しちゃったっていうかさ……それからアキラの隣となりにヤスっちがいるのを見て、めっちゃしっくりきちゃったの」

「それは、業界用語で『尊い』とか『エモい』という感覚ですよ、グリム」

　言いながら、夜美がうむうむと頷うなずく。

「その境地には、誰しもが到とう達たつできるわけではありません。天てん賦ぷの才さいが必要になるのです。さらには滅めつ私しの心がなければいけませんからね」

「そうなんだ？」

「萌もえとは奥おく深ぶかく、そして罪深いものなのです」

「……いや二次キャラならわかるけどさ、人で変な妄もう想そうするのやめてもらっていい？」

「あ、ヤスっちはどうでもいいから。あくまでもウチは、アキラを軸じくに考えてるんで」

　グリムの物言いに、なんか腹が立った。「自じ意い識しき過か剰じよう乙おつｗｗｗ」と煽あおられた気分である。

「それでも同じだろうが！　アキラで変な妄もう想そうをするんじゃねえっつうの！　さっきも何だ、変な命令ばっかりだしやがって！」

「だって可か愛わいいんだもん！　アキラは友だちと仲良くできる！　ウチはそれを見て楽しい！　ウィンウィンじゃん！」

「ま、まあとにかくですね」

　夜美はコホンと咳せき払ばらいすると、手を揉もみ合わせて訊たずねた。

「その、グリム……？　そしたら、アキラさんを落としたいとかそういうのはなしの方向で……？」

「んー？　だからそうだって言ってるじゃん。ウチは、アキラが誰かと一緒にいることで発生する『尊さ』『エモさ』を摂せつ取しゆしたいの！」

　いきなり業界用語を使いこなしてんじゃねえよ。

　とはいえ俺は、そんなグリムの言葉を聞き、ドッと安あん堵どの念を感じずにはいられなかった。

　想定とはまったく違ったものの、これはデス・キューピッド作戦が成功ということでいいのでは……？

　グリムの中から、恋こい心ごころを取り除くこと。

　それこそがオトギの目的だった。

　しかしもともとグリムの中にあったのは、「恋こい」と呼ばれるような感情ではなかったわけで、それをしっかりと彼女の中で認にん識しきさせることができれば着地点として大差ない。

　……ＢＬ本を読ませるという、極きわめて碌ろくでもない方法だったけれども。

　危機は去った──先ほどの夜美の言葉を思いだす。

「──というわけで、ヤスっち。夜美っちはやめて、アキラと付き合わない？」

　しかしそのとき、満面の笑え顔がおでグリムがわけのわからないことを言いだして、俺は思わず眉まゆをひそめた。

「……ん？」

「な、何を言ってるんですか！　さっきグリムは、ヤスのことなんてどうでもいいって言ってたでしょう！　別の人を探してください！」

「いや、でも手っ取り早いじゃん。アキラもヤスっちと一緒にいると楽しそうだしさ。夜美っちたちって、別に付き合ってるわけでもなければ、好き合ってるわけでもないんでしょ？」

「そ、それは、その……」

　夜美はごにょごにょと口ごもってから、キッとグリムを睨にらみつけた。

「それはそうですけどお!?　でも、やっぱりヤスは私の練習役ですから……他の人の相手をしてる時間なんてないんですっ！」

　そして顔を真っ赤にして、俺にぴったりと引っついてくる。

「──うわあああ！　お、お前、何だいきなり！　くっついてくるなよ！」

「アキラさんとさっき、くっついてたでしょう！　そんなだから、グリムが変なこと言いだすんです！　ちゃんとこうやって、ヤスが私専属だってわからせないといけませんっ」

「いや、でもあれは王様ゲームの命令で仕方なく……」

「仕方なくありません！　ヤスには隙すきが多いんです！　もう私の許可なくあんなことしちゃいけませんからね！」

　理り不ふ尽じんに怒ど気きを振ふりまきながら、夜美は俺から離はなれようとしなかった。




「──あなたたち、休日にこんなところで何をやっているのです？」




　そのとき入り口の方から上じよう機き嫌げんそうな声が聞こえ、俺はハッと振ふり向むいた。

　そこにはニコニコ顔のオトギと、訳知り顔のリリィが立っている。

　どうやら、もう監かん視しは必要ないと思って直接踏ふみ込こんできやがったらしい……。

　グリムは白衣姿の姉を見て、きょとんと目を丸くした。

「あれ、お姉ちゃん？　どうして今日学校にいるの？」

「赴ふ任にんしたてですから、早くこの学校に慣れようと出勤していたのですわ。世せ俗ぞくのことはまだわからないことばかりですから」

「リリっちはなんでいるの？」

「この学校において、私以上にオトギさまの護衛として適切なサキュバスはいないわ」

　直立不動のまま、飄ひよう々ひようとうそぶくリリィ。

　オトギは愛いとおしげにグリムに近づいてから、当然の権利とばかりにハグをキめた。

「……ああ、グリム。それにしても、もうお友だちができたのですね。よかったですわ」

「うん。ウチ、この学校で楽しくやっていけそう！」

　身体からだを離はなし、にっこりと微ほほ笑えむグリムを見て、オトギがますます目じりを下げる。

「そ、それはすばらしいですわ……グリムの幸せに勝まさるものはありませんからね。わたくしもこの学校の職員として、陰ながらあなたの学校生活を支えましょう……」

「え、オトギさまは継けい続ぞくしてここで働かれるのですか……？」

「もちろんですわ」

　恐る恐る聞いた夜美に、オトギはニコニコ顔のまま返す。

　マジかよ、と俺は暗あん澹たんたる気持ちになった。夜美とリリィだけでも厄やつ介かいこの上なかったというのに、さらに面めん倒どうくさそうなやつらが身の回りに増えるってのか。

「ねえ、ヤスっち。また今度、この本を描いた部長さんを紹しよう介かいしてね！　ウチの進む道を教えてくれた、いわば師し匠しようだから！」

「……師し匠しよう……？」

　グリムの言葉に、ピクリとオトギが反応する。

　そして次の瞬しゆん間かんには、登場時からずっと張りつけていたニコニコ顔が、すっと真顔と入いれ替かわった。それを見て、これまでずっと彼女の顔色をうかがい続けていた俺と夜美は、一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

　しかし一方のグリムは、豹ひよう変へんした姉の態度に気づかない様子で、ブンブンと腕を振ふり回まわす。

「そうなの、そうなの！　その人の描く漫まん画が、めっちゃエモいんだって！　ＢＬっていうんだけどね！」

「ＢＬ……つまり、男同士の恋愛ですか……そ、そんなものでよければ、いくらでもわたくしが用意してあげますわよ？」

「え、お姉ちゃんってＢＬ知ってるの？」

「もちろんですとも。わたくしは色欲さまの忠実なる下げ僕ぼく。性欲に関するひととおりのジャンルは把は握あくしておりますわ……」

「やだ、お姉ちゃんのえっちぃ！」

　いたずらっぽく言ってクスクス笑うグリムを前にして、オトギはよろよろと後ずさる。

「くっ……流石さすがは我わが妹……エモい」

「……なあ、そういうのは家でやってくれない？」

　そろそろ誰かが止める必要があると思った俺は、馬ば鹿かをやって惚気のろけるシスコン姉し妹まいたちに、うんざりしながら突つっ込こんだ。
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　アキラとグリムが正式に転校して来て、一週間が過ぎた。

　別に俺のおかげということもなく、アキラはしっかりとクラスに溶とけ込こんでいる。そしてそんな彼の様子を、隙すきあらばグリムはじっと見つめている。

「……師し匠しよう、ウチまたインスピレーションが降りてきちゃったんだけど」

「そう？　でも私、商業を目指してるから、あんまり露ろ骨こつなＢＬはもう描かないようにしてるんだよねえ」

「そんなこと言わず！　息いき抜ぬきにちょっと描くだけでいいから！」

「私より夜よ美みちゃんの方が上手なんだし、夜美ちゃんにお願いしてみたら？」

「夜美っちはＢＬのなんたるかを理解しとらんのです！　エロエロな女の子を描くことに特化したエロ女製造マシーンなので！」

「あはは、ひどい言われよう。……しょうがないなあ、一枚だけだよ？」

「さっすが、師し匠しよう！　シチュエーションはこうね──」

　グリムは思っていた以上に蛍ほたるになつき、俺はひやひやしていた。というのも、グリムの好感度の先には、オトギという障しよう壁へきが待っている。その証しよう拠こに、俺は何度か彼女に呼び出され、蛍について尋じん問もんを受ける羽目になっていた。

　デス・キューピッド作戦が終わっても、その対策本部は依い然ぜんとして解散されずに機能し続けている。正直、勘かん弁べんして欲ほしい気持ちでいっぱいなんですけど。

　その日も俺、夜美、リリィ、オトギの四人が放課後の保健室に集まって、グリムに関するしょうもないことを議論していた。

「……グリムの心が、今度はあの白しら波なみ蛍という小こ娘むすめに掌しよう握あくされつつあるように感じますわ。これはゆゆしき事態です」

「あ、あくまで友だちとしてだから……蛍はノーマルだし、グリムに手を出すなんてことはないから安心してもらえれば……」

「ノーマルな性せい癖へきな持ち主が、ＢＬなど描きますか」

　ぴしゃりと至し極ごくまっとうな正論を言われ、俺は困こん窮きゆうした。

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「同性愛に興味があるのは危険な兆候ですわ。その対象が、いつグリムに向かないとも限りません」

「それは極論なのでは……？」

「ご安心を、オトギさま」

　そばに控ひかえるリリィが真顔で口を挟はさんでくる。

「蛍が女子に劣れつ情じようを抱いだくようになったときは、私が全力をもって対処いたします。そのためのプランも用意しておりますのでご安心を」

「具体的には？」

「私の主戦場はいま現在、女の子です」

　それ以上のことをリリィは語らなかった。

　しかしそんなリリィを、オトギは頼たのもしげに見つめる。

「なるほど、リリィさんは色欲さまもお認めになった両刀遣い。そのリリィさんがそう言われるのならば大丈夫でしょう」

　もうやだよ、このサキュバス連中。話し合ってることがいちいち普通じゃないんだもん。

「色欲さまと言えば、夜美さん」

　そのとき、オトギが置物と化している夜美の方にちらりと目をやった。

「は、はひ！　何でしょう、オトギさま！」

「先日、筆頭巫み女こさまのお身体からだに色欲さまが降りておっしゃられることには、以前あなたに色欲さまが憑ひよう依いされたことは間違いないようですわね」

「ははあ、恐おそれ多おおくも……」

　夜美はその場で平へい伏ふくする。どうでもいいけど、こいつがこういうことやるとちょっとわざとらしく感じるのは何なのだろう？　やっぱりあれか、普ふ段だんの行いってやつか。

「そこで我々《色しき欲よく五ご覇は星せい》は、あなたに託たく宣せん等とう級きゆうを授じゆ与よする方向で動いておりますわ。つきましては、あなたの管かん轄かつする《夢見の街》を手配しなければなりません」

「すごいわ、夜美！」

　リリィがどこか芝しば居いがかった様子で手を打ち鳴らす。

「ははあ、ありがたき幸せ……」

「いま現在は、わたくしの配下が治めている場所ですわ。一度あなた自ら見てくることをお勧すすめいたします。何なら、そちらのヤスさんを連れて」

「……へあ？」

　いきなり変なことを言われて、素すっ頓とん狂きような声が出る。

「ヤスさん、此こ度たびの事ではあなたにも大変な貢こう献けんをいただきましたわ。配下の者には、しっかりとあなたにも報むくいるようにと命令を出しておきましたから、そこで骨休みをしてくるといいですわ」

「いや、ありがた迷めい惑わく──」

「──何かおっしゃいました？」

　食い気味に言葉を被かぶせてくるオトギ。

「すごいわ、ヤス！　まさかオトギさまから直接そんなお言葉をいただけるなんて！　ご厚こう意いに甘あまえて、夜美と《夢見の街》を楽しんでくるのよ！」

「お前には前科があるからな、リリィ！　これもまたお前の入いれ知ぢ恵えなんじゃねえのか！」

「私は何も知らない」

　真顔で首を横に振ふるリリィ。こいつ、ふざけやがって！

「ふふ、すべてわたくしが決めたこと。大丈夫、そこであなたを待つのはえも言われぬ快楽ですわ。何も考えず、ただ感じるままに過ごしてくればいいのです」

「怖いんだよ！　俺は絶対そんなとこ行かねえからな！」

「こ、これからは私の管理する場所ですから！」

　そのとき、夜美が顔を真っ赤にして叫さけぶ。彼女は俺の手をぎゅっと握にぎると、おずおずと上目づかいで俺を見つめてくる。

「他のサキュバスには、ヤスに手を出さないようにってちゃんと言います！　だから心配しないでも大丈夫ですっ！」

「心配しかねえんだよ！　だから行かなければ済む話なんだよ！」

「そ、そしたらくじで決めましょう！　くじを引いて、当たった方の言うことを何でも聞く。それでどうです？」

　夜美は真っ赤なドヤ顔でそんなことを言う。

「え、でもそれって俺にメリットがなくね……？」

「……勝てば夜美に何でも命令してもいいってことよ」

　ひそひそとリリィが耳元で囁ささやいた。

　それがまた、例の悪あく魔まの囁ささやきを呼び起こす。




「いいんだよ、もうそろそろ素す直なおになろうよ、うん」




「──う、うるせえええええ！　わかったよ、引けばいいんだろ！　勝てばいいだけの話だからな!?　勝てばこの鬱うつ陶とうしいポンコツサキュバスから逃のがれられるってわけだ！」

「ではこのくじを」

　夜美は妙みような手て際ぎわの良さで、二本の割わり箸ばしを取りだす。

「確率は二分の一だろ！　今度こそ──今度こそ、俺のトップデッキ力を見せてやる！」

　気合いを入れて、くじを引ひき抜ぬく。

　しかしくじが当たっていればいいのか、外れていればいいのか、いまの俺にはまったくわからなくなっていた。
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　あとがき




　きわめて面倒臭い両想いラブコメ、おかげさまで第三巻です。

　いまさらですが、この場をお借りしてこの作品のテーマとか、書こうと思ったきっかけなんかを語らせてもらえれば。

　ラブコメは主人公とヒロインがくっついたら完結という概念があると思いますが、ぼくはずっとその先のいちゃいちゃも見たいなあと思っていました。

　長い間ずっとやきもきした気持ちで主人公回りの女性関係を追いかけていたのに、特定の誰かと付き合うことになったら終わりってそりゃないでしょ、とか思いませんか？

　だから、ぼくはずっと主人公とヒロインがいちゃいちゃし続ける作品を書きたいと思って、三巻になったいまもいちゃいちゃを書き続けています。

　もちろん、正式にはまだ付き合ってないけど、もう付き合ってるみたいなもんでしょ。

　感覚的には、一巻の終了くらいで二人は付き合ってます。今回ヤスは変な誤解をして、ヒロインの夜美がどこかに行ってしまうんじゃないか、みたいな不安を覚えていますが、ぼくは書いてて「こいつ馬鹿だなあ」とか思っています。「そんなわけないじゃん」と。

　いいからお前ら、早く付き合えよ。

　まあ何が言いたいかというと、ぼくは二人をくっつけようとしてるのに、二人が素直にならずに嫌がるわけです。よく有名な作家先生が「キャラが勝手に動く」みたいな話をされているのを聞いて、「またまた、そんなわけないでしょ（笑）」とか「作者都合でしょ（笑）」とか思っていましたが、実際に自分が体験してみると、あーなるほどって思います。

　ヤスも夜美も随分とこじれた性格のキャラとして固まってしまったので、とりあえずこのままなし崩し的ないちゃいちゃを描写し続けますが、実際にはもう二人は付き合ってると思ってもらって結構です。

　寝取られとか嫌いですし。それゆえに、リリィだけはほんと何考えてるかわかりません。




　──さて、本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま。魅力的なイラストで作品を彩っていただきましたなたーしゃさま。タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当さま。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲さま。

　そしてKADOKAWA文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。


平成三十年　十二月　旭あさひ　蓑みの雄お
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はじらいサキュバスがドヤ顔がおかわいい。③




～あの、私わたしも本ほん気きになっちゃいますからね……？
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